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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき





魔ま王おう降こう臨りん［前編］







　最さい初しよ、それは廃はい屋おくの群むれに見えた。


　血の色に染そまった夕ゆう焼やけ空には、黒い鳥の不ふ吉きつな鳴なき声が渡わたり、家々の間あいだにも、そして小さな村をとり巻まく畑にも、人の姿すがたは見あたらない。


　あたしのマントが、伸のばした髪かみが、夕日の色に染まり、風に流れる。


　山やま道みちにすら等ひとしい小さな街かい道どう。


　行けば、夕方までには小さな村にたどり着つく。そこで採とれるイモがやたらと旨うまい。


　昼ひる過すぎに発たった町ではそう聞いていたのだが……もしもここが、何かの理り由ゆうで廃はい村そんにでもなっていたら、無む駄だ足あしの上に野の宿じゆくである。


　……まさか……疫はやり病やまいで全ぜん滅めつしてる、なんてことは……？


　一いち抹まつの不ふ安あんを胸むねに抱いだきつつ、あたしは村へと踏ふみ入った。


　ざっと見て、家はせいぜい三、四十軒けん。本当に小さな小さな村。


　名はたしか、ニブスとか言ったか。


「……あのー！　誰だれか！　いませんか!?」


　──ガァァァッ！


　あたしの上げたその声に、カラスが一羽、梢こずえを飛とび立つ。
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　山あいに響ひびくこだまが消きえる頃ころ、ようやく変へん化かは起こった。


　やや離はなれた家の戸と口ぐちから、そっとこちらをうかがう視し線せん。


　どうやら人はいるようである。


　──目を合わせたら逃にげられる──


　なんとはなしにそんな気がして、あたしは気づかぬふりのまま、


「旅の者なんですけど！……そのー……泊とまれるような場ば所しよって、あります!?」


「旅の……魔ま道どう士し殿どのか!?　ひょっとして！」


　声は、視線とは別べつの場所から聞こえた。


　すぐ近くにある一軒の家。


　その陰かげから姿を現あらわしたのは、白いひげのじーさんだった。


「……そうですけど……」


　問といにこくりとうなずくあたし。


「……おお……！」


　じーさんは喜よろこびの声を上げ、よたよたとこちらに歩あゆみ寄より、


「まさしく……！　あなた様こそ予よ言げんに記しるされた一人……！」


「……は？」


　思わず問い返かえしたあたしは無む視しして、じーさんは、村のまん中の方へ向きなおり、


「皆みなの衆しゆう！　喜べ！　予言は成じよう就じゆされる！


　村は──いや、世界はこれで助かるぞ！」


　うおおおおおぉぉぉぉぉぉっ！


　じーさんの宣せん言げんに歓かん声せいが応こたえ、閉とざされていた家々から、村人たちが姿を現す。


「あんたが！　そうか！」


「あぁ……ありがたいありがたい……」


「こんな女の子がねぇ……」


　いろいろ口々に言いながら、中にはあたしをおがみだす人までいる始し末まつ。


「……いやあの……世界とかって一いつ体たい……？」


「まあまあ。事じ情じようの方は、お食事でもご一いつ緒しよしながら説せつ明めいさせていただきましょうか」


　──かくてあたしは招まねかれるまま、村の中へと進んだのだった。





「……う……旨うまっ！」


　コンソメで煮にただけのそれをかじって、あたしは思わず声を上げていた。


　この村近くの山でしかとれない隠かくれた名めい物ぶつ、ラテル芋ポテト。


　隠れた名物にうまいもの無なし、というのがよくあるパターンだが、ことこれに関しては、噂うわさ通り──いや、期き待たいをはるかに超こえたおいしさだった。


　食しよつ感かんは、ほっこりとしていながらも、パサつく感じは全まつたくなく、なんともいえない自然な甘あまみがある。


　煮に物ものの他ほかにも、揚あげ物、ソテー。決して手の込んだ料りよう理りではないのだが、素そ材ざいがいいせいで、どれもこれもがやたらとおいしい。


　村の一角にある、白ひげじーさん──村長の家で、あたしは心づくしの芋いも料理でもてなされたのだった。


　村長のそばには、たぶん家族なのだろう。おっちゃんとおばちゃん、そして青年の三人が控ひかえていた。


「……そういえば、まだお名な前まえもうかがっておりませんでしたな」


　村長が口を開いたのは、あたしが、並ならんだ料理をあらかた胃いの中におさめたあとのことだった。


「あたしは……リナよ。リナ＝インバース」


「なるほど。よいお名前じゃ。まさに勇ゆう者しやの一人としてぴったりじゃ」


　返ってきたのは割わりと普ふ通つうの反はん応のう……


　………………勇者？


　あたしは眉まゆをひそめつつ、


「……あの……？　今……？」


「世界は今──危き機きに瀕ひんしておる──」


　しかしこちらのことばは無視し、なにやら遠いまなざしで、村長は語りに入る。


「村の予言にはこうある──


　力ある者の心闇やみに堕おつる時、其そは魔ま王おうと化し、世界を滅ほろびの淵ふちへと導みちびかん。


　されど人よ絶ぜつ望ぼうするなかれ。光掲かかげる剣けん士しと魔道士現れ出て、深き闇をうち払はらうであろう──」


「……はあ……で……まさか…………………


　魔王が復ふつ活かつした、とでも？」


「その通りぢゃっ！」


　びしぃっ！　とこちらを指ゆびさして、青スヂ立てて叫さけぶ村長。


　……をいをい……


　あたしは内ない心しんため息をついた。


　たしかにこの世界に、魔族、というものは存そん在ざいする。しかし魔王というのは、あくまでも伝でん説せつの中だけのもの──


　それが現げん在ざい、魔道士協きよう会かいで知られている通つう説せつである。


　──とはいえ。


　ちょっと悪わる知ぢ恵えのある小こ悪あく党とうが、有ゆう名めい人じんや魔王を自じ称しようし、小さな村や町で好き放ほう題だいに暴あばれる、というたぐいの事じ件けんなら、あちらこちらであったりするのだ。


　おそらく今回のこれも、そういったものの一つなのだろう。


　これはまた……なかなかめんどくさい所に行き会わせたもんである。


　あたしの内心のゆううつも知らず、村長はふたたび遠い目で、


「かつてこの村には──ジェイコブという力自じ慢まんの乱らん暴ぼう者ものがおった。


　奴やつは、畑のカボチャは盗ぬすむわ村の若い娘むすめのスカァトをめくるわと、悪あく逆ぎやく非ひ道どうの限かぎりを尽つくしたのじゃ」


　言う村長さんの傍かたわらで、その他三人が悲ひ痛つうな表ひよう情じようを浮うかべている。


「しかしわしらとて、ただ為なすがままにしておいたわけではない。


　村人全員力を合わせ、露ろ骨こつにひそひそ話をしてみたり、ジェイコブの家の前だけ落ち葉掃そう除じをしてやらんかったりと、知ち略りやくの限りを尽くして対たい抗こうした」


　知略の限りを尽くしてそれかい。


「かくてさしものジェイコブも、わしらの連れん係けい攻こう撃げきに為す術すべもなく、ついに三年前、とうとう村を出て行った」


「つまり、村人みんなでいびり出した、と」


「人聞きの悪い言い方をせんでもらおうっ！　村人の怒いかりが爆ばく発はつした、とか、正せい義ぎの前に悪は屈くつしたとか……


　ともかく、村に平和が訪おとずれた。


　だがそれは……束つかの間まのことでしかなかったのじゃ。


　今年──奴は戻もどってきた！　さらなる力をたくわえて！


　この村に復ふく讐しゆうするために！


　一体どこで学んだものやら、奴は魔ま道どうを操あやつるようになっておったのじゃ！」


「……魔道……っていうと、どんな？」


　食しよく後ごの香こう茶ちやをすすりつつ、一いち応おう聞いてみるあたし。


「見たものの話によると、面めん妖ような光を生み出したり、火か炎えんの矢やを生み出して放はなったりするということらしい」


　なるほど。どうやら明ライテイングりや炎の矢フレア・アロー程てい度どの呪じゆ文もんは操れるようだが、それくらいなら魔道士でなくとも、丸まる暗あん記きした呪文をそのまま口にするだけで発はつ動どうする。


　たぶんどこかで、はぐれ魔道士に金でも積つんでおぼえたのだろう。


「奴やつは今、村の西に陣じん取どって、この村をおびやかしておる。


　面おも白しろ半はん分ぶんで用よう水すい路ろを石で埋うめ、収しゆう穫かく直ちよく前ぜんのキャベツやら何やらを、ごっそりと盗ぬすんでゆく！


　これぞまさしく予よ言げんにある、『力ある者の心闇やみに堕おつる時、其そは魔王と化し、世界を滅ほろびの淵ふちへと導みちびかん』という一いつ節せつそのまま！


　……今はまだ、奴の力はこの村をおびやかす程度にとどまっておる。


　しかしこのまま力をつければ、やがては世界に影かげを落とすこととなろう！　そうなってしまう前に、何とか奴を倒たおさねばならんのじゃっ！」


「……キャベツ食って力をつけてるって……ンな青あお虫むしみたいな魔王、放ほうっといても冬あたりになったら勝かつ手てに滅ほろびていきそうな気がするんだけど……」
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「奴を甘あまく見てはいかぁぁぁんっ！


　予言によれば、奴を倒すには、光掲かかげる剣けん士しと魔道士の二人が必ひつ要ようなのじゃっ！」


「……で、あたしがその、魔王を倒す魔道士だと？」


「その通りっ！」


「そうするともう片方の……光掲げる剣士ってのは？」


「うむっ！　すでにそちらは見つけておる！


　彼じゃっ！」


　言って村長が指さしたのは、そばで控ひかえていた三人のうち一人、二は十た歳ちくらいの青年だった。


　黒くろ髪かみで中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい。……まあ……なんというか、それこそどこにでもいそうなタイプの青年である。


　むろん、剣士とか勇者といったふうにはちっとも見えない。


「モーゼルです。よろしく。リナさん」


「……お孫まごさん？」


「いや。こやつは隣となりのうちの子でな。父親は腕うでのいいランプ職しよく人にん！　すなわち光掲げるもの！」


「ちょっと待てぃっ！」


「……何か問もん題だいでも？」


「……とゆーかあたしとしては、問題ない部分がどこにあるのか聞きたいんだけど……


　剣士じゃないでしょーがっ！　第一！」


「心しん配ぱいはいらぬ！


　こやつは以い前ぜん、大きな町の剣けん術じゆつ道どう場じよう一日体たい験けん入学で『筋すじが良い』とほめられたこともあるのじゃ！


　つまり素そ質しつは充じゆう分ぶんっ！」


「……えーっと……」


　それって……客寄せのおだてだと思うんだけど……言ったところでこの村長には通つうじそうにないし……


「さて、納なつ得とくしていただいたところで改あらためてお願いじゃ。


　どうじゃろう？　こやつと共に、魔ま王おうを成せい敗ばいしてはもらえぬじゃろうか？」


　あたしの沈ちん黙もくを納得とかん違ちがいして村長は言う。


　どう考えても、もうけになりそうにもない話である。こんなちっこい村のひとが、大金ざくざく貯ため込んでいるとは思えない。


　しかし。


　もしもここで断ことわって、『ならばそんな人にん情じようのない奴やつを泊とめる義ぎ理りはない』とか言いだされるのもちょっと困こまる。この村に宿やど屋やなどないだろうし、別の町や村に行くには時間が遅おそすぎる。むろんくそ寒い山の中での野の宿じゆくなどは問もん題だい外がい。


　ならばとりあえず引き受けて、明日の朝イチでとっとと魔王様とやらをぶち倒たおし、報ほう酬しゆうに名物の芋をたっぷりいただく、というのがいいかもしれない。


「──わかったわ。


　そのかわり、それが終わったら、ここの名物のお芋、いっぱいもらうわよ」


「おおっ！　ありがとうございますっ！　これで世界は救すくわれたっ！」


　うなずくあたしに村長たちは、喜よろこびの声を上げたのだった。





　身にまとわりつく朝もやは、まるで冷れい気きの化け身しんのごとく。


　闇やみの寒さを白にたくわえ、服の上からでもすこしずつ、体たい温おんを奪うばってゆく。


　──あたしとモーゼル、二人が魔王退たい治じに出発したのは、翌よく日じつの朝早くだった。


「──で？　遠いの？　そのジェイコブとかって奴のアジト？」


　細い山道を行きながら、あたしは数歩先を行くモーゼルの背せに問いかける。


　ちなみに彼は今、腰こしに剣けんをぶら下げてはいるが、当とう然ぜんサマになってはいない。


「なぁに。それほど遠くはないよ」


　草を踏ふみ分け、言うモーゼル。


「単たんに往おう復ふくするだけなら、昼までには帰って来れるくらいの場ば所しよだよ」


「ふーん。


　それじゃあまあ、さっさと倒してとっとと帰りましょ」


「気き軽がるに言うけど、油ゆ断だんはしないようにね。


　相あい手てはかりにも、ニブスの村の大だい魔ま王おうとまで呼よばれた男なんだから……と……足あし下もと危あぶないから気をつけて」


「……いや……あの……


　別に足を取られたってわけじゃなくて……その『ニブスの村の大魔王』って呼び方、井いの中の蛙かわずってゆーか、めちゃめちゃ弱そうなんですけど……」


「そうかな？


　けれど──奴やつは恐おそろしい相手だよ。


　村を出る前の奴は、単たんなる力自じ慢まんの乱らん暴ぼう者ものだったから、僕ぼくもただ、少し離はなれた場所でぷるぷるふるえているだけでよかったけど、今は魔法も使える乱暴者だから、もっと離れてぷるぷるしてなくちゃあならないだろ」


「戦たたかえっ！　あんたはっ！」


「ふっ。心配はいらないよ。


　僕も男だ。自分が魔王を倒たおす運うん命めいの持ち主だと知った以上、ただ物もの陰かげに隠かくれてふるえている毎日とはおさらばさ！


　村の人たちからの期き待たいと、きみの魔法でのサポートがあれば、たとえ奴に出会っても、震ふるえるのをがまんする自じ信しんはある！」


「その程てい度どの自信かっ!?


　……まあ……もとから、なんも期待はしてないからいーけど……」


　あたしのつぶやきにモーゼルが、ひたりっ、と足を止めた。


　怒おこったかな──と思ったが、彼が口にしたのは別のことば。


「……音だ……」


「音？」


　言ってあたしも足を止め、耳をすます。


　どこかで鳥が鳴ないている。渡わたりゆく風に鳴る草木。山の中なら普ふ通つうに耳にする音である。


　だが、それに混まじってかすかに──


　聞こえる。何かの音が。


　かわいた木ぎれがぶつかるような、そんな音。


　それが少しずつ近づいて来る。


　緑の中をのびる山道は、朝もやの奥おくにかすんで消えて──音はその先からやって来る。


「……何か……いる……」


　押おし殺したモーゼルのつぶやき。


　揺ゆれている。朝もやが。


　いや。動いているのだ。その奥にいる何かが。


　やがて、煙けぶる白をかきわけて、ゆっくりと現あらわれたのは白い影かげ。


「──っひゃあぁぁぁぁぃっ!?」


　それが何かを理り解かいして、モーゼルはやかましい悲ひ鳴めいを上げて、近くの木こ陰かげに走り込み、その場でぷるぷるふるえだす。


「ちょっと！　もう陰でふるえたりしないんじゃなかったの？」


「そそっそれは相手がジェイコブとかまともな人間の場ば合あいであってこういうのを相手にぷるぷるふるえるのは人として当とう然ぜんの権けん利りと義ぎ務むを主しゆ張ちようっ！」


　確たしかに──まあ、普通の人の目から見たら、決して気持ちのいいものではないだろう。


　朝もやの中から現れたもの──それは、異い形ぎようの白はつ骨こつだった。


　といっても動く人骨スケルトンではない。人間の大人よりかなり大きく、その体を形作っているのは、さまざまな種しゆ類るいの獣けものの骨ほね。


　魔法で生み出された骨人形ボーン・ゴーレム、という奴やつである。さっきから聞こえる硬かたい音は、こいつの骨と骨とがぶつかり合う音。


　見た目は結けつ構こうブキミだが、能のう力りよく的てきには普通の土人形ゴーレムと大たい差さない。つまりは単たんなるこけおどし。


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　解とき放はなった光の槍やりは、ゴーレムの体に吸すい込まれるように突つき刺ささり──


　がらからからきゃらがらっ！


　組み合わさった無む数すうの骨は、いともあっさり解きほぐれ、空むなしく大だい地ちにひろがった。


　相手の精せい神しんに直ちよく接せつダメージを与あたえる術じゆつで、ゴーレムの、精神世界面アストラル・サイドからのコントロールを崩ほう壊かいさせたのだ。


　じまんするのもばかばかしいほどあっけない。


「……終わったんですか……？」


　ゴーレムが倒たおれたのを察さつ知ちして、モーゼルがそろそろと木こ陰かげから姿を現す。


　あたしの一いち撃げきを目にしてか、なにやら口く調ちようが敬けい語ごになっていた。


「まあね」


「……すごいですねリナさん。こんな化け物を呪文一発で倒すなんて……


　まさかあなたがこんなに強いなんて。いや、見み直なおしましたよ実じつ際さい。


　これならジェイコブとの戦いも、僕は物もの陰かげでぷるぷるしているだけで大だい丈じよう夫ぶですね」


「……いや……そーゆーふーに同どう意いを求められても手て放ばなしで賛さん成せいはできないけど……


　それにしても……ちょっと話が違ちがってきたわね」


　ゴーレムのかけらに目をやり、あたしはつぶやく。


「え？　何がです？」


「相手のことよ。


　話を聞いたかぎりじゃあ、その魔ま王おう様とやらは、簡かん単たんな呪文しか使えないってことだったけど……


　あんなものを操あやつるのには、それなりにちゃんと魔道を勉強しなくちゃいけないのよ」


　ゴーレムを造つくる場ば合あい、呪文──混沌の言語カオス・ワーズで大ベ地フのイ精モ霊スなどに呼よびかけ、素そ材ざいをコントロールさせるわけだが、呼びかける相手や素材の差、完かん成せい形けい状じようによって、呪文の構こう成せいがいちいち違うのだ。


　明りライテイングや単たん純じゆんな攻こう撃げき呪文と違い、誰だれかに教えてもらって丸まる暗あん記きしたところで、シロウトに扱あつかえる術ではない。


　あたしのことばに、モーゼルはまともに顔色を失なくして、


「つまり……ジェイコブは着ちやく実じつに、キャベツを食べてパワーアップをしている、と」


「いや、とりあえずキャベツは関係ないと思うけど……


　あと考えられるのは……」


　と、その時。


　あたしのことばの続きをさえぎって──


「ほーっほっほっほっほ！」


　怪け鳥ちようの断だん末まつ魔まにすら似にた声が木々の間にこだました！


「な……なんだっ!?」


「こ……この声はっ！」


　うろたえあわてるあたしとモーゼル。


　あたしは知っている。この声の主が一体何なのか。


　一度聞いたら二年五か月は鼓こ膜まくにこびりつきそうなバカ笑い。


　これは間ま違ちがいなく──


「しばらくねリナ＝インバースっ！　けどこんな山の中で出会うなんて、さすがのこのわたしも思ってもいなかったわ！」


　言いながら、朝もやの奥おくから歩み出たのは、長く伸のばした黒い髪かみ、無む意い味みに露ろ出しゆつ度どの高い服、トゲトゲつきのショルダー・ガードに首からドクロのネックレス！


　自じ称しようあたしのライバルこと、生きている怪かい奇き現げん象しよう、白蛇サーペントのナーガ！


　あたしは真まっ向こうから彼女をにらみすえ、


「ナーガっ！


　とっくの昔に野生に帰ったものと思ってたら……まだ人間だった時の記き憶おくを引きずってるなんてっ！」


「ちょっとリナっ！　ひとを群むれからはぐれた動物みたいに言わないでよっ！」


「実じつ際さいはぐれてるでしょーがっ！　人としての生き方からっ！」


「どこが!?」


「自じ覚かくしろあんたはっ！」


　言ってにらみあうあたしとナーガ。二人の視し線せんが火ひ花ばなを散ちらし──


「……ひ……ひょっとしてリナさん、あのひと、知り合いなんですか？」


　その横あいからモーゼルが、おそるおそる尋たずねてくる。


　あたしは視線を外さぬまま、


「まあね。


　たぶん、さっきのゴーレムを操あやつっていたのもこいつよ」


「……じゃあ……


　別にジェイコブが、キャベツを食べてパワーアップして、こんな姿に変へん身しんしたわけじゃあないんですね」


「そんなコワいキャベツが世の中にあるかぁぁぁっ！


　……けど、このタイミングで出てきたってことは……


　ナーガ、あんた、ジェイコブの味み方かたについたわね？」


「そういうことだ」


　答えたのは、しかしナーガではなく男の声だった。


　ナーガの後ろ、木こ立だちの陰かげから歩み出たのは、三十前後の、黒ひげをたくわえた大おお柄がらなおっさんだった。


　黒い毛け皮がわのえりがついたマント、骨ほねや石やらをじゃらじゃら組くみ合わせてつくったネックレスは、誰だれがどう見たところでこけおどし。


　するとこの男が──


「ジェイコブ！」


　声を上げるモーゼルは、むろんすでに木陰にその身を隠かくしている。


「妙みような仲間を見つけたな、ジェイコブ！


　だが無む駄だだっ！


　知っているな。村に伝わる予言を。


　あの予言が示す『魔ま王おう』がお前なら、僕とこのリナさんが、あの予言が示す、魔王を倒たおすもの！


　つまり、お前は決して僕たちには勝てない運うん命めいなんだっ！」


「……くくくく……


　予言？　運命だと？　笑わせるな。


　この、ニブスの村の大魔王、ジェイコブ＝ラタードの前に、すべては無む力りよく！


　ましてやつまらぬ予言など、何の役やくにも立たんわ！」


「……って、ナーガの後ろに隠れたままで、何をえらそーに言ってんのよ。


　──あ。こら。視線そらすな」


　あたしのツッコミにジェイコブは、ナーガの後ろで三歩下がってぷるぷる小さくふるえつつ、ちらちらこちらを見やりながら、


「……ふっ。愚ぐ問もん……あ、いや、いい質しつ問もんだな魔道士よ。


　ナーガ先生のつくり出したゴーレムを、一いち撃げきで倒したあげく、先生と平へい気きでタメ口きいてるようなお方と、うかつに視線を合わせられるわけがなかろうっ！」


　こいつも実はないのか。根こん性じよう。
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　……まあ……よくいるけど。身み内うちや弱い者には強くて、ちょっと強い他人に対してはめちゃめちゃ弱い奴やつ。


　たぶんこれまでに、ナーガにいろいろとヒドい目にあわされて、萎い縮しゆくしているというのもあるのだろうが。


　ま、こんな男のことはこの際どーでもいーとして、問題はナーガの方である。


　あたしは、きっ！　とナーガをにらみつけ、


「──で？　やっぱしあんた、山で行き倒れてたのを、そこの魔王様に助けられた、とか、そーいう理り由ゆうで手を貸かしてるわけ？」


「ふっ。読みが甘あまいわねリナ。


　これはちゃんとした契けい約やくよ。


　このひとを迫はく害がいしている村のひとたちへの仕し返かえしを手伝う、っていう、ね」


「ずいぶんヒマな依い頼らいを受けたもんね」


「そういうあなたはどうなのよ」


「どうだっていいでしょ。そんなこと」


　言ってから──


　あたしはふと、あることに気がついた。


　お世せ辞じにも豊ゆたかには見えないニブスの村。


　あたしがこのしごとを引き受けたのも、現げん金きん収しゆう入にゆうをアテにしてのことではない。


　では、その村にいやがらせを続けているジェイコブは、果はたして金を持っているだろうか？


　少なくとも、見た目で言うなら否いなである。


　ならばナーガは、何につられて依頼を引き受けた？


「──まさかナーガ！　あんたもあの芋が目当てで依頼を!?」


「あなたも!?


　と、いうことはリナ……！」


　──しまった！


　思った時にはもう遅おそい。


　この瞬しゆん間かん、あたしとナーガ、二人は互たがいの目もく的てきを知った。


　すなわち──あの、やたらとおいしいラテル芋。


　芋も無む限げんにあるわけではない。


　どちらかが食べれば、もう片方の食べる分がそれだけ減へる。なおかつこの芋を他の場ば所しよで手にすることはむずかしいだろう。


　となれば──そこには和わ解かいも共きよう闘とうもありえない。


　あたしとナーガ、二人の視線が火花を散らし、間ま合あいを取りつつ、口の中で呪じゆ文もんを唱となえはじめた。


　モーゼルもジェイコブも、あたしやナーガの敵てきではない。


　すなわち結けつ局きよくはあたし対ナーガ。この戦いに勝しよう利りをおさめた方こそが、勝利の芋を手にすることができるのである！


　みなぎる殺さつ気きに気け圧おされて、あわててしげみの陰かげに身を隠かくすジェイコブ。


　そして──


　二人の呪文が完かん成せいした！


『風波礫圧波デイミルアーウインっ！』


　二人同どう時じに放はなったのは、全く同じ烈れつ風ぷうの呪文。その威い力りよくはまさに小さな台たい風ふう。立っている人などあっさり吹ふっ飛ばし、つくりの甘あまい小屋くらいなら倒とう壊かいさせる力を持つ。


　それが二つ。


　ま正面から衝しよう突とつした。





　ぐごんっ！





　聞こえたのは、風と風とがぶつかった、爆ばく発はつにさえ似にた音だけ。


　生まれた風の乱らん流りゆうに、散ちりゆく草木のざわめきも、吹っ飛ばされるモーゼルとジェイコブの悲ひ鳴めいも聞こえない。


　そして風がおさまったあと。


　あたしとナーガ、二人はゆっくりとその場に身を起おこした。


　術の衝突を知った瞬しゆん間かん、二人はともに身を伏ふせて、荒あれ狂くるう颶か風ぜをやりすごしたのだ。


　背の高い草はちぎれ飛び、ところどころ地じ面めんがむき出しになった大地に立ち上がったその時には──


　双そう方ほうすでに、次の呪文を唱え終えている。


　そして。


「氷フリーズの・矢アローっ！」


「轟風弾ウインド・ブリツド！」


　呪文と爆ばく音おん、轟ごう音おんが、木々の間にこだました。





　戦いは、思った以上に長なが引びいた。


　はや朝もやもとうに消え、姿を見せた太陽が、木の葉を透すかしてまだらな模も様ようを大地に描えがく。


　光と影かげが織おりなすその世界の中を、あたしとナーガは駆かけてゆく。


　呪じゆ文もんの応おう酬しゆうをくり返しながら。


　──正しよう直じき言って、単にナーガを倒たおすだけなら簡かん単たんなことだった。


　流りゆう血けつしたふりをして失しつ神しんさせる。小こ銭ぜにを投なげて気を引く。あるいは舌した先さき三さん寸ずんで油ゆ断だんを誘さそう。


　しかし、それでナーガを倒し、芋を手に入れたとしても、彼女はふたたびすぐに復ふつ活かつし、あたしに向かって必かならずこう言う。


　卑ひ怯きようよリナ。だからその芋、いくらかよこしなさい、と。


　むろんりくつにも何にもなっていないが、始し終じゆうそばでわめかれたら、おいしく芋も食べられない。


　つまりこの場は、なんとしてでも普ふ通つうに戦い、完かん全ぜん勝しよう利りしなければならないのだ。


　ともに決けつ定てい打だの放てぬまま、呪文の応酬がさらに続いた。


　もはや幾いく度ど目めかもわからぬナーガの攻こう撃げき呪文を横よこ飛とびにかわし、急にひらけた場所に出て──


「──しまったっ！」


　あたしは声を上げていた。


　そこは他ほかでもない、ニブスの村のそばだったのだ。


　戦ううちに、いつの間にやら、村に戻もどってしまったようである。


　こんな場所で戦えば村を巻まき込む。あたしは、飛び出して来たしげみに目を転てんじ──


「炎の矢フレア・アローっ！」


　そちらから飛び来た呪文をかわして大きく後ろ──村の方へと退すさる。


　ほどなくしげみをかき分けて、歩み出たのはもちろんナーガ。


　彼女はざっとあたりを見み渡わたすと、余よ裕ゆうの笑えみを口もとに浮うかべて、


「ふっ。ここね。ジェイコブを不ふ当とうに迫はく害がいしているっていう村は」


　言うなり呪文をとなえはじめた！


　──まずいっ！　こいつ、ここを戦せん場じようにするつもりか！


　ちらりと後ろを見れば一いつ軒けんの家。たしか村長の家である。


　ナーガの呪じゆ文もんは完かん成せいし──


「よけると家に当たるわよ！


　振動弾ダム・ブラスっ！」


　警けい告こくと同時に彼女は呪文を放つ！　よければそれは村長の家に！　もちろんあたしは迷まよわずよけた！





　ばがぁっ！





「な……なんじゃあっ!?」


　破やぶれた壁かべの奥おくから聞こえる村長の声。


「卑ひ怯きようよナーガっ！」


　言いながら横手に駆かけるあたし。


　彼女もそれを追いながら、


「ふっ！　笑わせてくれるわねリナ＝インバースっ！　今の攻こう撃げき、迷わずあっさりよけたのはどこの誰だれかしらね!?」


「よけるわよ普ふ通つうっ！　けどよくもやってくれたわねっ！」


　言って呪文をとなえはじめるあたし。


　受けた恨うらみは十倍返がえしが乙女おとめのポリシー……もといっ！　このままナーガをほうっておけば、村の被ひ害がいは大きくなるばかりっ！　それを防ふせぐには多少の犠ぎ牲せいもやむをえずっ！


　あたしは涙なみだを呑のんで呪文を解とき放つ！


「炎の矢フレア・アロー！」


「なんの氷の槍アイシクル・ランスっ！」


「まだまだ爆裂陣メガ・ブランドっ！」


「甘いわね魔結球フリーズ・レイン！」


　ちゅづずごがどちゅごちゅごどづぅんっ！


　無む数すうの呪文が大気を切きり裂さく。冷れい気きが、炎ほのおが、雷らい撃げきが、破は壊かいの意い志しと力を抱いだいて炸さく裂れつする！


　しかし地を這はう一撃を、空駆け抜ぬける攻撃を、あたしとナーガは互たがいにかわし続ける。


　そしていつしか──あたしとナーガとは、村からすこし外れた場所で対たい峙じしていた。


　ぶつかりあう視線と視線。


　双そう方ほうともに沈ちん黙もくし、荒あれた呼こ吸きゆうを整ととのえる。


　……あー……だんだんめんどくさくなってきたし。


　こうなったら、あとで、卑怯だの何だのと言われるのを承しよう知ちの上で、サクッと倒たおした方がいいかも……


　などと思いはじめた、まさにその時。


「……ようやくわかったぞ……！」


　横から聞こえたその声は、村長のものだった。


　そちらにちらりと目をやれば、村長を筆ひつ頭とうに、手に手にこん棒ぼうやら何やらの武ぶ器きを持った村人たち。


　しかしそれらはあまりにも無む力りよく。ナーガは攻こう撃げき呪じゆ文もんを自じ在ざいに操あやつるのだ。


「そんなものが通用するわけないでしょ!?　退ひきなさい！」


　あたしのアドバイスに、返ってきたのは村長のふるえる声。


「お……おぬしの方こそ出てゆくがいい！　魔ま王おうリナ！」


　……………………


『……へ？』


　あたしとナーガ、二人は同時に声を上げ、思わず村人たちを見る。


　出で迎むかえたのは敵てき意いの視線。


「…………あの…………今……？」


「わしにはようやくわかったぞ！　真の魔王が一体誰だれなのか！」


　おびえつつ、それでも村長は声をはり上げて、手にした棒きれで、びしっ！　とあたしを指さし示す。


「予言にある、心を闇やみに堕おとした力あるものとは、ジェイコブのことではない。おぬしのことを指しておったんじゃ！」


「……ちょっ……！


　ちょっと待ってよ！　一体あたしのどこが魔王だっていうのよっ！」


「このへんっ！」


　言って村長が次に指したのは村の方。


　並ならぶ家々は、あたしとナーガの呪文応おう酬しゆうのとばっちりで、ちょっぴりえらいことになっていたりするのだが……
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　……えーっと……


「いや……あの、これはなんてゆーか」


　あわてるあたしに注そそがれた、村人たちの視線には、強い敵意がこもっていた──







（魔界降臨：つづく）
















次回予告





　古いにしえの予言が示した通り、山あいの村ニブスにおいて、ついに覚かく醒せいした魔ま王おうリナ！


　暴ぼう虐ぎやくの限かぎりを尽つくす魔王！　村人たちに迫せまる危き機き！


　村へと急げ勇ゆう者しやモーゼル！　村を、ラテル芋を守れ！


　だがしかし、彼の力は果はたして悪に通じるのか!?


　……え？　そういう話じゃない？


　細かいことはさておいて、次回『魔王降こう臨りん』後編


　冬はナベをつつきながら待て！




魔ま王おう降こう臨りん［後編］













間違ってはいないが何か違うあらすじ





　山あいにあるニブスの村。


　その地にて、予よ言げんに記しるされた魔ま王おうがついに復ふつ活かつした！


　運命さだめに導みちびかれるまま、光掲かかげる剣けん士しモーゼルとともに、魔王ジェイコブ討とう伐ばつへと向かうリナ。


　しかしその前に現あらわれたのは、魔王と、その配はい下かとなった白蛇サーペントのナーガ！


　リナとナーガの激はげしい戦いは村を巻まき込み、そしてリナは村長からあらぬ誤ご解かいを受けることとなる！


　──すなわち──


　予言の魔王とは、リナ自身のことではないか、と！


　この窮きゆう地ちをどうする！　リナ!?







「ほーっほっほっほ！」


　あたしのとまどい。村人の敵てき意い。


　それらすべてをぶち破やぶり、あたりに響ひびき渡わたったのは、他ほかでもないナーガの声だった。


　あたしと村人たちとの間に歩み入り、村人たちに向かって、


「ばれたのならしかたないわね！


　その通り！　こちらにおられる方こそが我わが主あるじ、世界を闇やみへと帰すもの、貧ひん乳にゆう大だい魔ま王おうリナ様よっ！」


「待まてぇぇぇぇぇぇえっ！」


　しかしあたしのツッコミは、村人たちの上げたどよめきにかき消された。


「やはりそうかっ！」


「もう間ま違ちがいない！　奴やつこそがっ！」


「おのれわしらをたばかりおって！」


　好き勝かつ手てに非ひ難なんの声を上げる村人たち。


「──だから、あたしはっ！」
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　上げかけた声をナーガが手で制せいし、


「お待ちください魔王様。こうなった以い上じよう、もはやつまらない噓うそなどつく必ひつ要ようはありません」


「待てぇぇぇぇぇぇいっ！」


　響き渡ったその声は、あたしのツッコミではなかった。


　……ざわっ……


　声にざわめく村人たち。


「汚きたない噓で村の人たちをだまし、予よ言げんから逃のがれようというその浅あさ知ぢ恵え！


　けどっ！


　運うん命めいは誰だれにも変えられはしない！　お前の悪あく運うんはここで尽つきるんだっ！」


　朗ろう々ろうと響くこの声は──


「モーゼル!?」


「どこだ!?」


「どこだっ！」


　予言が記しるす剣けん士しの姿すがたを追い求もとめ、村人たちはあたりを見回し──


「あそこだっ！」


　言って、村人の一人が指ゆびさしたのは一いつ軒けんの家！


　その陰かげに、木のカゴとぼろぎれで姿を隠かくし、ぷるぷるふるえる物ぶつ体たい一つ！


「……って隠れて大口叩たたくなぁぁぁぁっ！」


　思わずツッコミを入れるあたしに、村長が、ぎろりっ！　と目を向けて、


「くうっ！　モーゼルを挑ちよう発はつして、二人目の勇ゆう者しやが見つからぬうちに倒たおしてしまおうという魂こん胆たんかッ！」


「……あ。いや。今のはそーいう意い味みじゃなくて」


　ぱたぱた手を振ふるあたしを無む視しし、村長はアツい叫さけびを上げる。


「挑発に乗るでないぞ！　モーゼルっ！　たとえ……


　たとえわしらの身に何があっても、だ！」


「そんな……！　村のみんなを見み捨すてろと!?


　できるわけがないでしょ！　そんなこと！


　魔ま王おうを倒したとしても、みんなを見捨てての勝しよう利りに何の意味もない！


　たとえ魔王を倒すことはできなくても、せめて止めるくらいはしてみせる！」


　いや。言ってることは立りつ派ぱだが、とにかくいーから物もの陰かげから出ろ。モーゼルくん。


「──ふっ。口先だけは一人前だな。モーゼル」


　言ったのは──あたしでも、そしてナーガでもなかった。


「きさま、ジェイコブっ！」


　モーゼルの上げる驚きよう愕がくの声。


　そう。それは村人たちを苦しめて、魔王と呼よばれた男の声。


　ちなみにその本ほん体たいは、モーゼルが隠れている家から少し離はなれた納な屋やの陰。


　ここから見ると、建たて物ものの陰からマントの端はしがはみ出して、ぷるぷる小こ刻きざみに震ふるえている。


「さてはこの機きに乗じようじて、村に復ふく讐しゆうするつもりかっ!?」


「違うな！」


　物陰から、ちらりと顔出し、こちらを見、すぐさまふたたび引っ込んで、


「そこの二人。悪いが、この場で暴あばれるのはこれくらいにしてもらいたいのだがな」


『……なっ……!?』


　意い外がいなことばに驚おどろく一いち同どう。


「……ジェイコブ……お前……」


「おっと。勘かん違ちがいするなよモーゼル。


　いつか言ったはずだぞ。村に復讐をするのはこの俺おれだ、と。他の者に荒あらさせはせん。


　それだけの話だ──」


　なんだかかっこいいことを言い放はなつ。


　……ま、実じつ際さいのところは、これから冬へと向かうこの時じ期きに、もしもこの村がなくなったりすれば、村のモノをパクって生きてる自分も困こまる、といったところだと思うが。


「──おお……そうか……そうじゃったか！」


　そのジェイコブのことばを聞いて、感かん激げきの声を上げたのは村長だった。


「……わしは……とんでもない勘違いをしておった……


　てっきりジェイコブが予言の魔王だと思っておったが……まさかそのジェイコブが、予言にある魔ま道どう士しのことじゃとはっ！」


　そのことばに、おおっ！　とどよめく村人たち。


「今ここに──予言は成じよう就じゆされるのじゃっ！」


　蒼そう穹きゆうに遠いまなざしを向け、感きわまって言う村長。


　そこにあるのはもぉすでに、英雄伝承歌ヒロイツク・サーガの一シーン。


　まあ、モーゼルとジェイコブが物もの陰かげに隠かくれていなければ、の話ではあるのだが。


　……てゆーか……


「ナーガっ！　どーすんのよこの状じよう況きようっ！


　あんたがわけのわかんない冗じよう談だんなんか飛ばしたせいで、あたしたちまるっきり悪あく役やくじゃないのっ！」


「ふっ。あわてることはないわよリナ。この程てい度どのこと、どうにでもなるじゃないの」


　言ってナーガは、ずいっ！　と一歩前に出て、村長を、びっ！　と指さすと、


「ほーっほっほっほ！　甘あまいわね村長！


　予言では剣けん士しと魔道士が魔王を倒たおすということになっているようだけど……


　魔王じゃあないこのわたしには通つう用ようしないわよっ！」


「ああっ！　そういえばっ！」


「そんなりくつも成なり立つかもっ!?」


　あわてるモーゼルとジェイコブの二人。


「違ちがうわぁぁぁぁぁっ！」


　どがっし！


　あたしはナーガのうしろあたまに蹴けりを入れ、


「挑ちよう発はつしてどーするのよあんたはっ！　あたしは誤ご解かいを解とけって言ってるのよっ！」


「おおっ！　仲なか間ま割われかっ！


　今じゃ二人ともっ！」


『おうっ！』


　村長の指し示じに、モーゼルとジェイコブ、二人は声を上げ──


「……お前から行くがいい。モーゼル」


「な……何言ってるんだジェイコブ。遠えん慮りよしないでそっちから行けよ」


「ふっ……さては怖こわいのか」


「何言ってるんだ!?　怖いに決まってるじゃあないか！　お前怖くないんだったら先に行ってくれ、って言ってるんだよ！」


「愚おろかな！　このジェイコブ＝ラタードとて、スゲェ怖いに決まっているではないか！


　現げんにさきほどからカタカタ震ふるえて足が一歩も前に出ん！」


　……うーみゅ。かっこいいぞ予言の勇ゆう者しやたち。


　ともあれこの機きに──


「ナーガ！　いったん退ひくわよっ！」


　言うとあたしはナーガのどたまをひっ摑つかみ、ダッシュで山の中へと駆かけていったのだった。





「魔ま王おうたちはおそらく、この俺おれのアジトを拠きよ点てんとしているはずだ」


　村の中ちゆう央おうにある広場──というより単たんなる空あき地。


　そこでは今、村長とモーゼル、そしてジェイコブを中心とした、村人たちによる対たい策さく会かい議ぎが開かれていた。


「『俺のアジト』って、あそこはもともと村の炭すみ焼やき小ご屋や……」


「今はそんなことを言っている場ば合あいではないっ！」


　村長のツッコミを、ジェイコブは、びしりっ！　とさえぎり、


「今はまだ、覚かく醒せいした魔王リナの力も小さく、そのとりまきも、あのナーガ一人。


　だが、このまま魔王の力が大きくなっていったらどうなる？


　いずれ魔ま界かいからおぞましい魔ま族ぞくや化け物どもを呼よび出し、配はい下かとして操あやつり、まずは我われら勇者のいるこの村を滅ほろぼそうとするに違ちがいない！


　もしもそんなことになれば、ひとたまりもないのだぞっ！」


「し……しかし、こちらに予言の剣けん士しと魔道士がいる以い上じよう……」


　言う村長に、ジェイコブは見み下くだした視し線せんを向けて、


「ではその予言には、『村は無ぶ事じだ』とあるのか？　ん？」


「……うっ……！」


　指し摘てきされ、村長の顔色がまともに変わる。


「──とはいえこの俺とて、この村が奴やつらのいいようにされるのは面おも白しろくない。


　そこで、だ。


　実はこの俺に案あんがある。みんなには、それに手を貸かしてもらいたい」


「どんな案だ？」


　モーゼルに問われて、ジェイコブは、にやりっ、と不ふ敵てきな笑えみで、


「まず、村の連れん中ちゆうで、あのナーガを引きつける。


　無む論ろん倒たおせとは言わん。時間をかせぐだけでいい。


　その間にこの俺とモーゼルで、魔王リナを倒す」


　……ざわっ……


　村人たちにひろがる動どう揺ようの色。


　ジェイコブは、その動揺を見て取って、


「無む理りにやれとは言わん。しかしやらなければ、この村は間違いなく魔王に滅ぼされる。


　なら、やるしかないだろう？


　それとも、村のことなど知ったことではない、とでも言うつもりか？」


　ジェイコブの問い──いや脅きよう迫はくに、沈ちん黙もくする村人たち。


　こういう言われ方をすれば、さすがにイヤだとは言えない。


「けどジェイコブ、それはいいとして、本当に僕ぼくとお前だけで、あの魔王を倒せるのか？」


　疑ぎ問もんを投なげるモーゼルに、やはりジェイコブは余よ裕ゆうの笑みで、


「そちらも策さくがある。まずお前が魔王に当たれ。あとはこの俺がなんとかする」


「……………………ちょっと待った」


　だがモーゼルは、眉まゆをひそめ、


「子供の頃ころ……


　あんたに、『あの犬殴なぐって来い。そのあとは任まかせろ』って言われて殴ったら、あんたはどこかに逃にげてて僕だけひどい目に……なんてことがあったんだけど……


　まさか今回も僕だけけしかけて逃げるつもりなんじゃあ……？」


「……なっ……!?　なぁぁぁぁにを言ってるんだかお前はっ!?　そ……そんなことするわけないだろうがこの俺がっ！　昔のつまらんしがらみなど、今は忘れてこの俺を信じろ！」


　ロコツに視線を泳およがせながらもきっぱり言い放はなつジェイコブ。むろんその態たい度どには、説せつ得とく力りよくのカケラもない。


「じゃあ僕が先に出ていって、そのあとどうするのか教えてくれよ！」


「いや、だから、そそそそれはだな……」


「ふっ。ずいぶんとモメてるみたいね」





　ぴしっ！





　横からかかったその声に、場ばの全員が凍こおりついた。


　しばしの硬こう直ちよくと沈ちん黙もくの後。


　全員が、おそるおそるふり向く先には──毎まい度どおなじみ、悪の魔ま道どう士しルックにその身を包つつんだナーガの姿！


『んうわぁぁぁあぁぁぁぁアァあぁっ!?』


　悲ひ鳴めいを上げて身を引く一同。


「せせせ攻せめて来た攻めて来たぞどうするジェイコブ!?」


「うろろろうろうろうろたえるなモーゼルこのっこのっこの俺の言った通りにええっと何だったっけ」
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「ふっ。あわてることはないわよ。


　あなたたちに、いい話を持って来たのよ」


　言ってナーガは、ふぁさりっ、と髪かみをかき上げて、


「なんだったら、あなたたちの魔王退たい治じ、手つだってあげてもよくってよ」


　──ぴたりっ──


　そのことばに、一同の動きがふたたび止まった。


「──ど──


　どういう意い味みだ……？　いや、どういう意味でしょうナーガ先生？」


　まっ先に、我にかえってシッポ振ふるジェイコブ。


「ふっ。ちょうどこのわたしも、あの魔王のわがままにつきあうのは、いいかげんいやになったのよ。


　気まぐれだし大食いだしわがままだし胸はないし背せは低いし何かといえばすぐ暴ぼう力りよくや魔力をふるうし」


　……………………………………


「ところが！


　聞けばここには、魔王を倒たおせる剣けん士しと魔道士がいるっていう話じゃない！」


「おおおおっ！」


　そのことばに、またまたエキサイトする村長。


「敵てきの女幹かん部ぶの裏うら切ぎり……！　くうぅっ！　　まさになんだか予言の成じよう就じゆといった感じではないかっ！」


「ただぁぁしっ！」


　その村長に、ナーガは、びっ！　と指を一本つきつけ、


「こちらが、裏切りという危き険けんを冒おかす以い上じよう、それなりの見み返かえりというものはもらわないと困こまるわね」


「……礼れい金きん……というわけか……」


「当とう然ぜんでしょ？　魔ま王おうがいなくなったら、こっちは商しよう売ばいあがったりなんだから」


　一体何の商売だ。それは。


　……とはいえまあ、こんな山あいの小さな村に、それほどたいした蓄たくわえが……


「……わかった。なら……村の建たて物ものの修しゆう理り費ひも考えるとあまり出せんが……村の蓄ちく財ざいから、金きん貨か百というところでどうじゃ？」


「ひ……!?」


　百枚ッ!?


　はっきし言って大金である。正しよう直じき、こんな小さな村がほいほい出せる金きん額がくではないと思うのだが。


「百って、金貨百枚!?」


「もちろん、そうじゃが」


　問いかけるナーガに答える村長。


「どうしてそんな大金があるのよっ!?」


「いや……この村の名めい物ぶつのラテル芋ポテトな、もっぱらの得とく意い客きやくが王族や貴き族ぞくじゃからのぅ。結けつ構こういい値ねで売れるんじゃよ」


　実は金持ちかこいつらぁぁぁぁぁっ！


　おにょれ見かけにだまされたっ！


「ふっ！　そういうことなら文もん句くはないわ！　前まえ金きん、金貨百枚で、魔王退治の手伝い、引き受けてあげるわよ！」


「では少々お待ちを」


　言って村長は、自分の家の方にとって返し、待つことしばし──


　ふたたび出てきた彼が抱かかえているのは革かわの小こ袋ぶくろ。


　手て渡わたされたナーガは中なか身みを確たしかめて──


「ほーっほっほっほっほっほっほっほっほ！


　たしかに前金いただいたわよっ！」


　目の色変わったバカ笑いを上げ、そそくさと革の袋をしまい込み──


　その時。


「爆煙舞バースト・ロンド」（こっそり）


　づどばどどどちゅどぱどぉんっ！


『うぅわぁぁぁぁぁぁあっ！』


　炸さく裂れつしたのは、見た目は派は手でだが威い力りよくのとぼしいこけおどしの術じゆつ。起おこった無む数すうの小しよう爆ばく発はつに、村人たちの悲鳴が重かさなった。


「……ふっ……ふっふっふっふっふっふっ」


　響ひびいた低いふくみ笑いに、一同の動きがふたたび凍こおりつく。


「どうも妙みような動きをしてると思ったら……


　やっぱりこーゆーことだったのねっ！　ナーガっ！」


　声とともに、煙の中から歩み出たのは他でもない。このあたし、リナ＝インバース！


　ナーガが、なぜあたしを魔ま王おう呼ばわりなんぞしたのか。


　その答えがすなわち、これだったのだ。


　あたしを魔王に仕立て上げ、村人たちの危き機き感かんをあおる。


　そこで、あたしを裏切ったふりをして村人たちの味み方かたにつき、自分一人だけ依い頼らい料りようをせしめる計けい画かく。


　だが──一人でおいしい思いはさせない。


　あたしはそばのしげみで葉っぱをかぶって身をかくし最初から全部聞いていて、頃ころ合あいを見み計はからい、呪文の爆ばく煙えんを目かくしにして現れた、というわけである。


　ばさぁっ！　とマントをひるがえし、ナーガの方を指さして、


「しかぁぁぁしっ！


　このリナ＝インバースを裏切る者が、一いつ体たいどういう末まつ路ろをたどるか！　その身に思い知らせてあげるわっ！」


「くっ……！　どうやら読まれていたようねっ！


　こうなったら仕し方かたないわねっ！　このわたしがリナの動きを封ふうじるから、あなたたちがスキをついて倒たおすのよっ！」


「わかわかわかわかわかわか」


「まかまかまかまかまかまか」


　ナーガのことばに、かくかくうなずくモーゼルとジェイコブ。


　たぶん『わかった！』『まかせておけ！』とでも言いたいのだろうが、ふるえて舌したが回っていない。


　戦いの空くう気きを察さつ知ちして、あわてて逃にげだす村人たち。


　かくて。


　山あいのニブスの村を舞ぶ台たいに、あたしとナーガとの戦いははじまったのだった！





　いくつの呪じゆ文もんがくり出されたのだろう。


　いくつの術じゆつが大地を凍こおらせ、大気を灼やき、形あるものを砕くだいたのだろう。


　あたしとナーガ、二人の攻こう撃げき魔ま法ほう応おう酬しゆうは、長きにわたって続いていた。


　距きよ離りを置き、それを見守る村人たち。


　づがぁぉぁぁぁぁぁん！


　やがていくど目かの呪文が炸さく裂れつし、上がった煙けむりが風に流れて──


「……どうやらこのあたしを本ほん気きで怒おこらせたようねっ！」


　吠ほえてあたしは、ばさぁっ！　とマントを投なげ捨すてた。


「次で決けつ着ちやくをつけるっ！」


　言って呪文を唱えるあたし。ナーガも同時に詠えい唱しように入る。


　やがて呪文は完かん成せいし──


『火炎球フアイアー・ボールっ！』


　同時に放はなたれる二つの呪文！





　づどぐごわぁぁん！





　とどろく爆ばく音おんはじける炎ほのお。紅ぐ蓮れんは颶ぐ風ふうを巻まき起おこし、砂を、木の葉を舞まい散ちらす。


　埃ほこりと煙が尽つき消え去さったそのあとには、佇たたずむあたしとナーガの姿。


　固かた唾ずを呑のんで見守る村人たち。


　そして──


「……ぐっ……」


　がっくりと大地にひざをついたのは、あたしの方だった。
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　──おぉぉおおおぉっ！


　わき起こる村人たちの歓かん声せい。


　そこに響ひびくはナーガの声。


「……今よ……！　二人で魔王を……！　今の……うち……に……！」


　ことばはやがて力を失うしない──そしてナーガは、大地の上にくずおれた。


　一いつ転てん、沈ちん黙もく。


　村人たちの視線を浴あびて、ナーガはそのまま動かない。


「──モーゼルっ！　ジェイコブっ！」


　風に渡わたる村長の声！


「今じゃっ！　魔ま王おうをっ！」


「わかわかわかわかわかわ」


「まかまかまかまかまかま」


　あぁぁぁああ。まだビビってるし。この連れん中ちゆうはっ！


　えーい面めん倒どうなっ！　ならばっ！


「倒たおすのよっ！　早くっ！」


　上がった声に、モーゼルとジェイコブのふるえが止まった。


　愕がく然ぜんと視線を向けたその先には、今の声の主あるじ──すなわちあたしの姿があった。


　あたしは小さくふるえつつ、


「……今のショックで、魔王に支し配はいされていたあたしの心が戻もどったのよ！　でも……もう長くはもたない！　あたしの心が動きをおさえているうちに！　攻こう撃げきを！」


「そういうことなら遠えん慮りよなく！」


「このジェイコブが楽らくにしてやるとも！」


　ちっとはためらえ。勇者ペア。


　むしろ喜き々きとしてそう言うと、ここぞとばかりモーゼルは剣けんをふりかぶり、ジェイコブは呪じゆ文もんを唱え──


「受けよ！　魔王！」


「我らが怒いかりの一いち撃げきを！　炎の矢フレア・アロー！」


　モーゼルが鞘さやごと剣を投なげつけ、ジェイコブがしょぼい火か炎えんの矢を放つ！


　鞘ごと剣を投げるとゆーのはちっとも剣けん技ぎじゃないよーな気はするが、細かいことはさておいてっ！


　ちゅごどどどどどどどどどんっ！


「ば……ばかなぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　わき起こる爆ばく発はつと魔王の悲ひ鳴めい！


　そして炎ほのおと煙けむりの消えたあとには──


　あたしの姿は、もう、そこにはなかった。





「──勝った……のか……？」


　呆ぼう然ぜんとモーゼルがつぶやいたのは、しばし続いた沈ちん黙もくのあとだった。


「ああ。この俺たちの勝しよう利りだ」


　深ふか々ぶかとうなずき、モーゼルが言い──


　──ぅおおおおおおおおおおおおッ！


　村人たちの上げた歓かん声せいが、山あいの村にこだました。


「やったな！　モーゼル！」


「見直したぜジェイコブ！」


「……きっと……あんたたちならやってくれると信じてたよ……」


「──よくやった！　二人とも！」


　祝しゆく福ふくする村人たちをかきわけて、やがて、二人の前に出てきたのは村長だった。


「……おぬしらの活かつ躍やくで……魔ま王おうは倒たおれ、世せ界かいは救すくわれた！


　ここに予言は成じよう就じゆされたのじゃっ！」


「これも予言の剣士と魔道士が揃そろったおかげ。そうだな。村長」


「ああ。そうじゃともジェイコブ」


「つまり半分は、この俺のおかげというわけだな」


「………………？」


　そのことばに引っかかるものをおぼえ、村長はわずかに身を引いて、


「……何が言いたい？　ジェイコブ？」


「なぁに。たいしたことではない。


　世界を救ったこの俺に、それなりの礼れいというものがあってもよいのではないか、と言っているだけだ」


「──まさかジェイコブ──！」


　モーゼルも、顔色を変えて身を引いて、


「貴き様さま最初から──そうやって、この村のキャベツをせしめるつもりでっ!?」


「いや。なんでそこでキャベツが出てくるのか知らんが……


　ともあれ、人聞きの悪いことは言わんでもらおうか。


　この俺はただ、不ふ当とうでない程てい度どの礼はあって当然だろう、と言っているに過すぎん。


　世界を救ったのだからその半分──とまでは言わん。


　そうだな、さし当たっては……村の蓄ちく財ざいの半分といったところで手を打ってやろうか」


「そんな理り屈くつが通るか！」


　勝かつ手てなことを言う彼に、モーゼルの声が上がる。


　彼は、村長の陰かげに隠かくれてぷるぷるしながら、


「もしもお前にそんな権けん利りがあるというのなら、僕にも同じ権利があるはずだ！


　そして僕は、村の蓄財を渡わたすことなんて認みとめない！」


　だがジェイコブは、余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべたままで、


「だから言っただろう。蓄財の半分だと。


　残り半分はお前のために残しておいた。それをお前がどう扱あつかおうが思おうが文もん句くは言わん。


　だから。


　この俺の取り分を、この俺がどうしようが、文句を言われるすじあいはない」


「……くっ……！」


　そのめちゃくちゃなへりくつに、だがモーゼルは反はん論ろんの術すべを持たない。


「そんなことをされれば村が滅ほろびる！」


　再ふたたび声を上げる村長。


　が。


「そんなことは知ったことではないな」


「……おのれジェイコブ……！　つけ上がりよって……はっ！」


　村長は、突とつ如じよ驚きよう愕がくの表情で、


「──ま──まさかっ……！


　予言にあった魔ま王おうとは、実じつはやはりお前のことだったのでは……？」


「ちょっ……！


　ちょっと待て村長！　そんな勝手な解かい釈しやくがあるかっ！」


　またまた魔王呼ばわりされて、さすがにジェイコブも顔色を変え、


「第一あの女──リナ＝インバースが魔王だったんだろうが！」


「いや！　ひょっとしたら、予言の成じよう就じゆをおそれた魔王、すなわちおぬしが術を使って操あやつっていたのかもしれんっ！」


「そんな理り屈くつがあるかっ！


　それだったら村長、あんたが魔王だって考え方もできるだろう！


　この俺や、旅の魔道士に魔王の汚お名めいをひっかぶせて、自分は予言の守しゆ護ご者しやのふりをして難なんを逃のがれる！


　魔王のやりそうな手て口ぐちだ！」


「……なっ……！　失しつ礼れいな！　わしのどこが魔王じゃっ!?」


「ヒゲとかシワとか小ずるい所とかがそんな感じだろうがっ！」


「小ずるいとは何じゃっ!?　おぬしのそのつまらん格かつ好こうの方がよっぽど魔王っぽいわ！」


「……ま……まあまあ、村長もジェイコブも落ち着いて」


「お前は黙だまっておれモーゼルっ！　それとも何かっ!?　実はお前が魔王か!?」


「なっ……！　いくらなんでもそんな言い方はないでしょう村長っ！　魔王って言う方が魔王なんですよ！」


「子供かお前は!?」


「僕が子供だったらあんたは魔王か？」


「なぁぁぁにおぅ!?」


　……ど……


「どやかましいわ火炎球フアイアー・ボールッ！」





　づんどム。





　見るに見かねてあたしの放った魔ま力りよくの火か球きゆうは、魔王のなすりあいをしている三人を、まともに吹ふっ飛ばしていた。


　ぽてり、と倒たおれた一同は、よろふらなんとか顔を上げ、


「……う……おぬし……はっ……！」


「……リナ……インバース……！」


「生きて……いたとはっ……」


「生きてるわよっ！」


　しげみの奥おくから抜ぬけ出して、あたしは大きく胸を張はる。


「……ちょっとリナ、どういうことよ？」


「つまんないお芝しば居いはやめ、ってことよ」


「……ふっ……せっかくこのわたしが、全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭かけて、迫はく真しんの死んだフリをしていたというのに」


　言ってひょこりっ、と身を起こしたのは、そばで倒れていたナーガ。


『なにぃぃぃぃぃっ!?』


　またまたおどろくご一同。


　──むろん言うまでもないことだが、今までの、あたしとナーガの戦いはみんなヤラセである。


　──村長とナーガに魔王呼ばわりされた時じ点てんで、あたしはすでに、裏切って依い頼らい料りよう一人占じめというナーガの計画を読んでいた。


　そこであたしは、彼女を連つれて山の中に逃にげ、ある話を持ちかけたのだ。


　つまり──予言を成じよう就じゆさせてやらないか、と。


　あのまま村を逃げるのも一つのテだが、村を壊こわした犯はん人にんとして手て配はいされるおそれもあった。


　そこで、魔王と配下の裏切り者を演えんじ、共とも倒だおれになったふりをしようとしたわけである。


　ナーガがあたしを裏切る可か能のう性せいは依い然ぜんあったが、そこはそれ、『ちゃんと協きよう力りよくすれば、ゴーレムを重おもしにつけて魔ま海かいに沈しずめる刑けいは免めん除じよする』とゆー好こう条じよう件けんを出して説せつ得とくしたのである。


　狙ねらいを外した攻こう撃げき魔法で、派は手でな戦いを演えん出しゆつし、まずナーガが倒れてみせ、次にあたしが、モーゼルとジェイコブの攻撃にあわせて、自分の放はなった攻撃呪文で目くらましをしつつ退たい却きやく。滅ほろびたふりをする──


　というのが、当とう初しよの予定だったのだが。


　村長とジェイコブとモーゼルの、あまりのアホさ加か減げんがイヤになり、たまらず攻撃呪文をぶっ放したのだった。


「……くっ……！　死んだふりをしてこちらの油ゆ断だんを誘さそう作さく戦せんじゃったか！」


「違ちがうわぁぁぁぁっ！」


　なおも寝ね言ごとを言う村長を、あたしは、びっ！　と指さして、


「あぁんたの予言ごっこにつきあって、つまんないお芝居までして、魔王とやらのフリをしてあげたけど、もぉうんざりよっ！


　そもそも予言予言って言うけど、当たるっていう保ほ証しようもないし、解かい釈しやくが正しいかどうかもわからない！


　もし間違った予言や解釈で、誰だれかを死なせちゃったとしたらどーすんのよっ!?


　あんた責せき任にんとってその人を生き返らせられるのっ!?」


「……い……いやそれは……」


「無む理りでしょっ!?　ならむやみにいろんなひとを魔王呼ばわりするんじゃないわよっ！」


「し……しかし予言は我わが家に代だい々だい伝つたわる由ゆい緒しよ正しきもの……」


「代々っていつから!?　どーいう由来で!?」


「……わしが子供の頃ころ……わしのじいさんが羊よう皮ひ紙しに手書きで……」


「そんなもん真まに受けるなぁぁぁっ！」


　づどごぉん！


　ツッコミとともにあたしの放った攻こう撃げき呪じゆ文もんが、ふたたび村長を吹ふっ飛ばす。


　……ったく！　子供相手のつくり話を今の今まで信じとったのかこいつはっ！


「次ッ！　ジェイコブ！」


「……ほう……この俺を論ろん破ぱしようと？」


「その価か値ちなしッ！　いーから問もん答どう無む用ようで吹っ飛ばすッ！」


「ちょっと待……」


　ばどんづ。


「でもってっ！　モーゼルと村の連中っ！」


　呼ばれてびびくっ！　とふるえる一同。


「村長の寝ぼけた予言を、何も考えずにあっさり信じたあなたたちも悪いっ！


　……本ほん来らいならいましめとして、攻撃呪文で山ごと吹っ飛ばしたいところだけど……


　今回は大おお目めに見たげるわ。


　そのかわり、これからは、他ひ人との言うことを丸まる呑のみにしないで、ちゃんと自分の頭で考えて生きるのよ。


　──じゃ、行くわよ。ナーガ」


「ふっ。そうね」


　言ってあたしとナーガとは、風にマントをひるがえし、山あいの小さな村に背せを向けた。


「──待ってください！」


　その背にかかったのは、誰かの上げた声だった。


「……まだ何かあるの？」


　ふり向いて問うあたしに、村人の一人がぺこりと頭を下げる。


　たしか……村長の家で見かけた村人Ａ。


「迷めい惑わくをかけてすみません。言われて、やっと目が覚さめました。


　本当に、ありがとうございました。


　たしかに……村長の言葉を、何も考えずに鵜う呑のみにしていた私たちも悪かった」


「──わかってくれればいいのよ」


　言ってにっこりほほえむあたし。


　村人Ａもさわやかな笑えみを浮うかべて、


「で、それはそれとして、あなたたちが攻撃呪文で、村をボロボロにした、ということには何も変わりがないんですが……」





　ぴしっ！





　音すら立てて硬こう直ちよくするあたしとナーガ。


「で、さらに言うと、そちらのナーガさんにお渡わたしした、魔ま王おうを裏切るための依い頼らい料りよう、というのも無む効こうになると思うのですが」


　あああああああっ！　いらんことに気づくしこいつはっ！


　教きよう訓くんっぽいセリフ残してうやむやのうちに立ち去って、あとであの金貨百枚、ナーガと山分けしようと思ってたのにっ！


　ともあれここで動どう揺ようの色を見せれば負けである。あたしは平へい静せいを装よそおって、


「──けどまあ、ジェイコブを倒たおす、っていう、あたしの方の依頼は、これでちゃんと果はたしたんだし──」


「依頼の礼はラテル芋ポテトでいい、ってリナさんご自分でおっしゃったじゃあありませんか」


　…………はッ！　そーいえばそんなことを口走ったよーな遠い記き憶おくもっ！


　いらんことだけおぼえてやがるぞ村人Ａ！


「ちょっと。それじゃああたしを魔ま王おう呼ばわりした、そのツケはどうなるのよ」


　内ない心しんの動揺を隠かくし、怒おこったフリして問うあたしに、しかし名も知らぬ彼はにこやかな笑みで、


「それはもちろん責せき任にんを感じております。


　リナさんは魔王などではなく、話せばわかる、ちゃんとした方だった」


　……[image: ]っ……！


　あやうく呻うめきそうになる。


　単たんなるほめことばに聞こえる一言だが、これはつまり、『怒ってあばれるとか逃にげるとかはしないように』とクギを刺さされたに等ひとしい。


　……お……おのれやるな村人Ａ！


　脂あぶら汗あせのにじむこちらとは対たい照しよう的てきに、名も知らぬ彼はにこやかな笑みで、


「──魔王呼ばわりしてご迷めい惑わくをかけたおわびとして、リナさんたちが壊こわした建物の修しゆう理り費ひは請せい求きゆうしないことにします。


　ジェイコブをこらしめてもらったお礼として、芋もさしあげます。


　ですから、さきほど村長がお渡わたしした金貨百枚はお返しいただけますね？」


「……………………」


「……………………」


「ますね？」


　村人Ａの浮うかべた微笑ほほえみには、一いち分ぶの隙すきさえ見いだせなかった……





　──かくて。


「おいしいね。芋。」


「うん。おいしいね。芋。」




[image: ]


　一いつ旦たん手にした金貨百枚は村へと返し。


　あたしとナーガの二人は、ふかした芋をかじりつつ、すさんだ空気と芋とを抱かかえ、山あいの小さな村をあとにしたのだった……







（魔王降臨：おしまい）





愛は強し［前編］







「やめろっ！　レイチェルを離はなせっ！」


「へへへへ。こんなところで見せつけてるお前たちが悪いんだぜ。この女はちょいと借かりていくからな」


「ああっ！　マーカスっ！」


「やめろっ！　レイチェルをっ！　レイチェルをっ！」


「マーカスっ！　マーカスっ！」


「レイチェルっ！　レイチェルッ！」


「まーかすぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」


「れーちぇるぅぅぅぅぅぅぅっ！」


　……ど……


「どやかましいわ火炎球フアイアー・ボールッ！」





　づんどム。





　起おき抜ぬけに、あたしの放はなった攻こう撃げき呪じゆ文もんは、なんだかややこしいことになっている連れん中ちゆうを、一撃のもとに粉ふん砕さいしたのだった。





「……危あぶないところを助たすけていただき、ありがたいような気がしなくもないです」


「一いつ瞬しゆん、花畑で手を振ふる死んだおじいちゃんを見せられたことを除のぞけば本当に助かりました。ありがとうございます」


　言って、コゲた男女はあたしにぺこりと頭を下げた。


　街まちから少し外れた、とある湖みずうみのほとりでのことだった。


　あたしはここで、魚を釣つってお昼ごはんを済すませたあと、あんまし陽ひざしが気持ちいいもんで、近くの木こ陰かげで昼ひる寝ねなんぞをしていたのだが──


　さっきの騒さわぎでたたき起こされるはめになった、というわけである。


　ちなみに、いっしょくたに吹ふっ飛んだ、五、六人の男たちは、気がつくと同どう時じにとっととどこかへ逃にげ出した。


　──どうやら、この二人が散さん歩ぽか何かをしていたら、ごろつきどもにからまれた、といった状じよう況きようのようである。


　二人とも、としは二は十た歳ちにやや届とどかない程てい度どだろうか。ともに髪かみの色は黒くろだが、ひょっとしたらこれは、単たんにコゲてるだけなのかもしれない。


　二人は目と目を見み交かわして、手と手を取とり合あい、


「ああでもきみが無ぶ事じで本ほん当とうによかったよレイチェル。ちょっと焦こげてるけど」


「あなたこそ無事でよかったわマーカス。ちょっとこげてるけど。


　けど言ったでしょ[image: ]　マ・ァ・カ・ス[image: ]


　互たがいを愛する気持ちさえあれば、そんな二人を引き裂さけるものなんて、な・い[image: ]　って」


「あはははは。その通りだねレ・イ・チェ・ル[image: ]　つまりこれこそが──」


『──愛の力──』


　二人の声が完かん璧ぺきにハモる。


　……いや……なんつーか……


　……こやつらにからんだごろつき連中の気持ちが、すごくわかるよーな気がしてきたんですけど……あたし……


「けどこうやって見ると……焦げたきみも素す敵てきだよ」


「あなただって……小こ麦むぎ色いろでたくましいわ」


「けどそうすると、あのごろつきたちも、きっと僕ぼくたちの愛[image: ]　を確たしかめるための、愛の試し練れんだったのかもしれないね[image: ]」


「まあ[image: ]　マーカスってば詩し人じんさん[image: ]　そうするとさしずめあのひとは──」


　言って二人はあたしに目をやり、またまたきれいに声をハモらせ──


『二人の愛のキューピッド[image: ]』


　みそやかましいです。


「火炎球フアイアー・ボール。」





　づばどごぐぁんっ！





　無む表ひよう情じようにあたしの放はなった攻こう撃げき呪じゆ文もんは、バカップル二人をふたたび紅ぐ蓮れんの炎ほのおで祝しゆく福ふくしまくったのだった。




[image: ]





「実じつは折おり入って、きみに頼たのみたいことがある」


　言う評ひよう議ぎ長ちようのまなざしには、鋭するどい光が宿やどっていた。


　プロキアム・シティ魔ま道どう士し協きよう会かい。


　街まちに立ち寄より、あいさつがてらに顔を出しただけなのだが、それがなぜかいきなり、評議長のところまで連つれて行かれたのである。


　部へ屋やはすでに人ひと払ばらいがしてあり、いるのは評議長とあたしだけ。


　としは──四十過すぎか、もっと上か。白はく髪はつなのか銀ぎん髪ぱつなのかはよくわからない髪かみを後ろになでつけて、同じ色のひげを口もとにたくわえている。


　スレンダーな体たい格かくに、猛もう禽きんを想おもわせるその面おもざしは、いかにも切きれ者、といった感があった。


「これは、プロキアム・シティ魔道士協会としての依い頼らいではない。この私、クラーク＝サンドリット個こ人じんとしての依頼だ。そのことを念ねん頭とうに置いて聞いてほしい」


　言われて無む言ごんでうなずくあたし。


　評議長は席せきを立ち、窓まどの外へと視し線せんを送り、


「実は──私には息子むすこが一人いてな。


　そいつが最さい近きん、変へんな女に引っかかった」


「……はあ」


　よくわからない話の出だしに、あいまいなあいづちを打うつあたし。


「そこで、だ」


　と、彼はこちらをふり向いて、


「息子とその女を別れさせてほしいのだ」


　…………………………………………


「……は？」


　一いつ瞬しゆん、言われたことが理り解かいできず、あたしは思わず間まの抜ぬけた声を上げていた。


　しかしそれにはかまわずに、評議長は淡たん々たんと話を続ける。


「自じ慢まんするわけではないのだが、我わがサンドリット家けはそれなりに由ゆい緒しよある家か系けい。私の祖そ父ふは王おう室しつの宮きゆう廷てい魔道士を務つとめ、名めい誉よ爵しやく位いも戴いただいており、私は現魔道士協会長。


　となると、まだ若い息子をたぶらかし、我が家の財ざい産さんや名めい誉よを狙ねらう不ふ逞ていの輩やからも出てくるというものだ。


　しかし一人息子に、そんな女を娶めとらせるわけにはいかん。いずれこの私が、ふさわしい相あい手てを探さがしてやらねばならん、とは思っていたのだが……


　どうやらよからぬ女に先を越こされてしまったようでな。


　そこでっ！


　きみの出で番ばん、ということだよ、リナ＝インバースくんっ！」


「……えーっと……質しつ問もん」


　おずおず手を上げ、言うあたしを、評議長は指ゆびさして、


「はいリナくん」


「そこで……


　なんであたしの名前が出てくるのか、よくわかんないんですけど……」


「はっはっはっはっ。とぼける必ひつ要ようはないのだよ。リナくん」


　評議長は、にやりっ、と、何なんでも知っているぞ、と言わんばかりの笑えみを浮うかべ、


「知っているよ。きみが実じつ家かの方では、『赤い糸切りのリナ』と呼よばれていたことは」


「どっ……!?　どこでそんなことをっ!?」


「ふっ。私の調ちよう査さ網もうを見くびっていただいては困こまるな。


　私は、息子とその女を別れさせるべく、その道のエキスパートについて徹てつ底てい調査を行おこなっていた。


　そこで上がった名前の中に、リナくん、きみの名があった、というわけだよ」


「ちょっと待ておっさんっ！


　その道のエキスパートって一いつ体たい、どの道のどーゆーエキスパートよそれはっ!?


　あたしはンな妙みようなモノじゃないわよっ！」


「またまた。謙けん遜そんする必要はないよリナくん」


「……いや……けんそんとかじゃなくて、本気でイヤがってるんですけど」


「……なるほど、何か事じ情じようがあって、そのことは隠かくしておきたいわけだね。


　──わかった。きみはエキスパートなどではない。そういうことにして話を進めよう」


「いやあの『そういうことにして』ってあんた……」


　何やら重じゆう大だいかつ致ち命めい的てきなカン違ちがいがあるよーな気がするのだが……どーやら何を言ったところでムダのよーである。


　たしかにあたしはひと頃ころ、郷く里にの方では、『赤い糸切りのリナ』などと呼ばれていたこともあったが、それはただ単たんに、あたしが仲を取り持とうとしたカップルたちがことごとく、通つう常じようの三倍近いスピードで破は綻たんしていった、というだけの話で……


　……ええっと……


　──別べつに、あたしに悪あく意いがあったわけではないのだ。うん。


　きっと、そうなる運うん命めいのカップルにばかり干かん渉しようした結けつ果か、というところだろう。


　などと思うあたしにくるりと背せを向け、評議長は窓まどに向かい、ひとりごとの体てい裁さいを装よそおって何やら言いはじめる。


「ともかく、息子むすこのマーカスの目をさましてやるには、何らかの外がい的てき干渉が必要だと私は考えているのだよ。


　もしそれを行ってくれる者がいたとしたならば、私はその人じん物ぶつに非ひ常じように感かん謝しやするだろうな」


　……って……


「……マーカス？」


　あたしは思わず眉まゆをひそめ、


「まさか……相手の女って、レイチェル、なんていいませんよね？」


　尋たずねた瞬しゆん間かん。


　評議長は、はじかれたかのようにふりかえり、


「おおっ！　知っておるのかリナくん！　さすがにこの業ぎよう界かいで名を馳はせるだけあって、リサーチが早い！」


「……この業界って……どの……？」


　てゆーか、名を馳せてるのか。あたし。ンなわけのわかんない業界とやらで。


　……そーか……湖のほとりでぶっ飛ばしたバカップルの片かた割われか……こいつの息子……


　なんつーか……それはひとえに親の教きよう育いくが悪いよーな気がしないでもないのだが……


「街まちの者たちに聞けば、二人の居い場ば所しよはすぐにでもわかるはず。


　では頼たのみましたぞ。リナくん」


「……いや……だから、あたし、そーゆー依い頼らい引き受けないってば」


「はっはっは。わかっているよ。そういうことにしておくとも」


　うわわかってねええぇぇぇぇぇぇっ！


　ともあれ──これ以上何を言ってもムダなことだけは確たしかである。


　あたしは重い脱だつ力りよく感かんを引きずったまま、評議長の部へ屋やをあとにしたのだった──





　陽ひが落ちて、街に明りが灯ともる頃ころ。


　このプロキアム・シティは、大だい地ちに降おりた星の海と化かす。


　街そのものが、大きな坂さかの途と中ちゆうにつくられているせいで、建たて物ものの中以外は、街じゅうが坂といっても過か言ごんではない。


　街の一番高い場所には展てん望ぼう台だい。天気のいい日にここに登のぼると、国こつ境きようを越こえてはるかテルモード・シティまでが見み渡わたせる。


　その見み晴はらしの良さに目をつけたのが、何代か前の市し長ちようだったという話。


　彼は魔ま道どう士し協きよう会かいに働はたらきかけ、街のいたるところに街がい灯とうを設せつ置ちし、夜になると、協会の魔道士たちに、魔法の明りを灯して回らせるようにしたのだ。


　これが、治ち安あん向こう上じようと観かん光こうの両面で大きく役やくに立ったのである。


　プロキアムを見ずして観光を語るな、などとさえ言われ、夜や間かん照しよう明めいのアイデアを、アトラスだったかどこだったかの街がパクって、これまた話わ題だいになる、などということもあったとか。


　そもそもあたしがここの街にやって来たのは、そういった噂うわさ話ばなしを耳にしてのことだったのである。


　あたしは展望台近くの宿に部屋を取り、夜を待ってから、夜や景けい見けん物ぶつに出かけてきたのだった。


　観光客たちがあたりにぞろぞろたむろしているのが多た少しよう気になるが、たしかに──街の夜景は美うつくしかった。


　頭上には満まん天てんの星々。そして眼がん下かにもきらめく無む数すうの光。


　こんな光こう景けいを眺ながめていると、昼間、バカップルに遭そう遇ぐうしたり評議長から変な頼たのみ事されたり坂道は長くて登るのにめちゃめちゃ疲つかれたりしたことなどは、瞬しゆん時じにどこかに吹ふっ飛んで──


「綺き麗れいだね[image: ]　レイチェル[image: ]」


「ええ……素す敵てきね[image: ]　マーカス[image: ]」





　ぴしっ。





　横から聞こえて来た声に、あたしはその場で硬こう直ちよくした。


　見たくもないのに、視し界かいの端はしに映うつるのは、そばに佇たたずむ二人の姿すがた。


「違ちがうよレイチェル……僕が、綺麗だ、って言ったのは、きみのことだよ」




[image: ]


「うふふ……あ・た・し・も・よマーカス[image: ]


　素敵・って言ったのは、あなたのこ[image: ]と♪」


「あははは。こいつぅ」


「もぉ。マーカスったら」


「きみの瞳ひとみに映る、星と街との光は、まるできらめく宝ほう石せき箱ばこみたいだ」


「でもわたしにとっては、どんなに輝かがやく宝石よりも、マーカス、あなたが一番のた・か・ら・も・の♪」


　ごめんなさい。すいません。かかわりあいになりたくないです。逃にげます。すぐに。ですから許ゆるしてください。


　あたしはなんだかよくわからないモノに祈いのりつつ、こわばる体を、それでもなんとか解ときほぐし、気け配はいと足音を殺して、ゆっくり、ゆっくりとその場を離はなれて──


「……あら？　ねえ、マーカス、あのひとって……？」


　だがその時、無む情じようにも。


　上がったレイチェルの声は、あきらかに、こちらに向けられていた。


　続いてマーカスの声が、


「あ……あなたひょっとして……


　キューピッドさん！」


「誰だれがぢゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　思わず即そく座ざにツッコむあたし。


　……はっ！　しまった！　『力の限かぎり人ちがいです』とか言って、さっさと逃げればよかったんだッ！


　しかし今さらあとの祭まつりである。二人はこちらに歩み寄り、


「昼間はお世せ話わになりました。


　けど、最後に僕たちに攻こう撃げき呪じゆ文もんをかけたのって、一いつ体たい……？」


「マーカス、きっとそれは、わたしたちが気づかないうちに、また、わたしたちを引き裂さこうとしている悪い人たちが近づいてきていたのよ。


　きっとキューピッドさんはそれに気づいてあんなことをやったのよ」


　キューピッドさん言うな。


　思うが口は──いや、体はぴくりとも動かない。


「──そうか！　きっとそうだねレイチェル、きみの言うとおりだ。


　それに、二人が無事だったんだから、それで充じゆう分ぶんだね」


「そうよ。あんな炎ほのおじゃあ、二人の愛[image: ]　は燃もえつきないわ[image: ]」


　──じゃあ二人の方を灰はいになるまで燃やしてみたらどーだろう──


　頭の中の、どこか醒さめまくった部分がちょっぴりそんな言葉をささやいたりするのだが、やはり体も口も動かない。


「実じつは僕たち、あなたを捜さがしていたんです」


　レイチェルと手をつないだまま言うマーカス。


「最さい近きん、妙みような連中が、しょっちゅう僕たちにからんでくるんです。


　昼間の湖のことも、そんなうちの一つだったんです」


「ひょっとして、どこかの女性がマーカスに恋こいをして、わたしたちの仲なかを裂さこうとしているんじゃあないかしら。


　だってマーカスはこんなにもス・テ・キ[image: ]　なんですもの」


「どこかの男がレイチェルに恋をして、あのごろつきたちを雇やとっているんじゃあないだろうか。


　だってレイチェルはこんなにも綺き麗れいなんだから」


『きっとこれは、二人に課かせられた愛の試練』


　ハモるな。そこ。


「ああ、けれど、そのたびに、愛いとしいレイチェルが危き険けんな目に遭あうなんて、僕にはとても耐たえられない」


「そのたびにマーカスが危ない目に遭うのはとてもこころが痛いたむ」


『そんな時にあなたが現あらわれたのです』


　マーカスは、ふところから金きん貨かを取り出すと、


「これはきっと、あなたこそが、僕たちの愛を阻はばもうとする悪者を退たい治じしてくれる──


　運うん命めいが僕たちに遣つかわしてくれた愛のキューピッドに違ちがいない。


　話し合った結けつ果か、そんな答えが出たんです。


　……こんな形でのお礼れいしかできませんが……お願いします。僕たちの愛を──守ってください」


　言って、硬こう直ちよくしたままのあたしの手を取り、金貨を無む理り矢や理りにぎらせる。


「──これでもう安心ね♪　マーカス[image: ]」


「そうとも、レイチェル[image: ]」


「うふふふふふふふ[image: ]」


「あははははははは[image: ]」


　二人の笑い声が頭のどこかで鳴なり響ひびき──


　──我われに返ったあたしがようやく動き出せたのは、真ま夜よ中なかをまわって、あたりに誰だれもいなくなった頃ころのことだった。





　逃にげよう。このままじゃあ殺やられる。


　決けつ意いして、あたしが宿を発たとうとしたのは、翌よく朝ちよう早く──ようやく空が白みはじめた頃のことだった。道を行く人の姿などはなく、朝もやと、鳥たちの声だけが世界に満みちている。


　今しかチャンスはない。あたしの本ほん能のうはそう告つげていた。


　奴やつらに──あのバカップルどもに出会うその前にこの街を出て、どこか遠い場ば所しよへ逃げるのだ。生き延のびる手しゆ段だんは唯ゆい一いつそれしかない。


　おーげさ、ばかばかしいと思うかもしれないが、あたしは本気でそう思っていた。


　マーカスに無理矢理金貨を握にぎらされたが、あれはまあ、湖のそばで助けたときの礼として受け取っておくことにする。とゆーか、返しに行ってまたまた二人の寝ね言ごとをえんえん聞かされたのでは、今度こそひとたまりもない。


　客きやくなどまだ誰もいない、宿の一階を通り過すぎ、ホウキで床ゆか掃そう除じをしている宿のねーちゃんに宿やど代だいを──


「あらキューピッドさん」




[image: ]





　ずめしゃぁぁぁっ！





　ふり向いて言ったおそーじねーちゃん──レイチェルのことばに、あたしはまともにひっくりこけた。


「ななななんであんたこんなところにッ!?」


「なんで……って、わたし、ここの娘むすめですから。


　ここで出会うなんて、やっぱりあなたはわたしたちの愛のキューピッドさん[image: ]」


「のぉうわああぁぁぁあああぁぁぁッ！」


　あたしはどたまを抱かかえて絶ぜつ叫きようした。


「そうだ。あなたがわたしたちの愛をふみにじる悪い人たちをやっつけてくれるなら、宿代はおまけするわ♪」


「……いやあの……どーも誤ご解かいがあるよーだから言っとくけど……


　あたし、ンな頼たのみなんて引き受けるつもり、さらさらないから」


　さすがに彼女一人だと、精せい神しん破は壊かい力りよくはなく、今度はちゃんとあたしも口がきけた。


　きっぱりはっきり断ことわるあたしに、彼女は驚おどろきに目を開き、


「ええっ!?　なんで急にそんなこと言うのキューピッドさん!?」


「あのねぇっ！


　あたしの名前はリナ。リナ＝インバース。キューピッドさん、なんて名前じゃないんでそこのところはよろしくっ！」


「……よろしく……ということは、やっぱり引き受けてくれるのね！」


「違ちがうわぁぁぁぁっ！」


「ちょうどよかった[image: ]　掃そう除じもたった今終おわったところですし、わたし、今から大通りで、マーカスと偶ぐう然ぜん出会いに行くところだったんですよ」


「いや、だから人の話を……


　……偶然出会いに行く？」


「はい」


　聞きとがめ、問うたあたしに、彼女はにこやかに笑えみを浮うかべて、


「いつも大だい体たいこれくらいの時間に、『偶然』通りで出会って運命の強さを確たしかめて、いっしょに朝食。そのあと一いつ旦たん別わかれてそれぞれのしごとをして、昼に、町はずれの湖で運命の再さい会かいをして、砂すな浜はまで追いかけっこ。昼からやっぱりしごとに戻もどって、夕ゆう方がた、中ちゆう央おう公こう園えんでばったり出会ってデートと夕食。展望台で星を見ながら愛を語る、というのがここひと月くらいの日につ課かに……あの、なんで逃にげるんですかキュ……じゃない、リナさん」


「お願ねがい見み逃のがしてもぉ二度とこの街には来ませんから」


　マントの後ろをひっ摑つかまれて、半泣きで哀あい願がんするあたし。


　モノホンだ。こいつらモノホンの大おお馬ば鹿か野や郎ろう様さまだ。とーちゃんかーちゃんねーちゃん助けて。


　しかしレイチェルは無む情じようにも、細ほそ腕うでの割わりには強い力でぐいぐいあたしを引っぱって、


「さ、リナさん。わけのわからないことを言っていないで行きましょう」


「いぃやぁぢゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」


　しかしあたしの上げた悲ひ鳴めいは、もはや誰もいなくなった宿のロビーにむなしくこだまするのみだった……





「やあ！　レイチェル！」


「あら♪　マーカス！　こんなところで出会うなんて偶然ね」


「──それは違うよレイチェル……これは偶然なんかじゃなくて──運命──


　……ところでレイチェル、そっちで頭抱かかえてうずくまってるひとって……」


「そう。わたしたちの愛のキューピッドさん。


　名前はリナさん、っていうんですって」


「へええ。キューピッドさんにも名前があるんだ。


　で、リナさん、どうしていきなり逃げようとなさるんです？」


「いーからマント放はなせあんたはぁぁぁっ！


　……いや……つまりっ！　なんつーかっ！　あたしがそばにいると、お二人のおじゃまになるかなー、なんて思って」


「なぁんだ。それなら気にすることはありませんよリナさん」


「ええ。たとえそばに誰だれがいようとも、わたしたちの愛は変わりませんから」


「……あたしがヤだから逃げたいっつってるんだけど……


『アイ』とやらが悪いとは言わないけど、もーちょっとなんつーか、周しゆう囲いってものを見なさいよ周囲を！」


「……周囲……」


「……ですか……」


　言って二人は、朝もやけむる町まち並なみをぐるりと見回し──ふと、視し線せんを合わせると、そのまま互たがいの手を取って、


「──そうか──」


「そうだったのね……」


　またまた声をハモらせて、


『世界が二人を祝しゆく福ふくしている。つまりそういうことですね』


　うあ。殺してぇ。


　いっそう痛みの増ました頭を、あたしは両りよう手てで抱え込み──


　その時。


「──おやおや。朝っぱらからずいぶん見せつけてくれるじゃねえか。お二人さんよぉ」


「いっつもいつもイチャイチャイチャイチャ。


　うっとうしいんだよお前ら」


　流れたガラの悪い声は、しかし今のあたしの耳には、天てん使しの福ふく音いんにさえ聞こえた。


　見れば通りの向こうから、こちらに向かって歩み来る、ごろつきふうの男たち。その数ざっと五、六人。


「き……きみたちはっ……！」


「だ、大だい丈じよう夫ぶよマーカス。わたしたちにはリナさんがいるわっ！」


「おっしゃぁぁぁぁぁっ！」


　あたしは元気をとり戻もどし、ごろつきたちに向きなおる。


「……き……貴き様さま、昨日きのうのっ!?」


　そんなあたしを目にして、ごろつきの一人、ひげづら男が驚おどろきの声を上げた。


　……昨日の……ということはこいつら、湖のほとりで吹ふっ飛ばしたごろつきたちか？


「あんたらっ！」


　あたしはづかづか歩み寄り、腰こしの引けたひげづら男のえり首ひっ摑つかみ、その耳もとに口を寄せ、声をひそめて、


「……どーせ評議長に雇やとわれたんでしょ。あの二人を別れさせろって」


「……ど……どうしてそのことをっ!?」


　さらに驚きの色を深めて、バカ正しよう直じきに男は驚く。


　評議長が、あたしが偶ぐう然ぜんこの街に立ち寄るまで、何も手を打たなかったとは考えにくい。


　ならば二人の言っていた、よくからんでくるごろつきたちは、評議長が雇った連中なのではないか──そう考えるのは難むずかしくない。


「いい？　あたしは力及およばずとっととやられるからっ！　あんたたちはあの二人、きっちり始し末まつつけるのよっ！


　どーせ評議長からは、マーカスの方にはあまり危き害がいを加くわえるな、とか言われてるんでしょーけど、それは、忘れなさい。


　言ってる意い味み、わかるわね？


　変に手を抜ぬいたりしたら、昨日の一発がぬるま湯にしか思えない奴やつを盛せい大だいにぶちくらわすわよ。


　親でも見分けがつかないケシ炭ずみ──には、ならないわ。たぶん一いつ瞬しゆんで骨ほねも残のこらず灰になって、風に吹かれてさよなら、よ。


　行ゆく方え不ふ明めい者しやリストに載のりたくなければ……わかってるわね？」


「わわわわかりましたけど……ああ姐あねさんはあいつらの味み方かたなんじゃあ……？」


　言う男に、あたしは後ろのマーカスとレイチェルを目で指さして、


「何言ってんのよっ！──あの存そん在ざいは人じん類るいそのものの敵てきよっ！」


「じ……人類の敵とまで……いや、見てて実じつ際さいウザいことは確かですけどね……」


「なんでもいーから！　やるわよっ！」


　言ってあたしは一いつ旦たん男たちから跳とび離はなれ、声を大にして、


「いくわよこのごろつきども。


　とぅっ！


　うわやられた！」


『早ッ!?』


　言って倒たおれたあたしの演えん技ぎに、一同の声がハモりまくった。


「……ね……ねえマーカス、今、相手のひとたち、何もしてないのに、リナさんが倒れたように見えなかった？」


「た……確かに……」


　やかましいッ！　あんたらにつき合わされて脳のうミソがバーストしてるせいで、演技にまで気が回んないのよっ！


　あたしは路ろ上じように倒れたまま、視し線せんで男たちをうながす。


「ふっ。目に見えるものだけがすべてじゃない、ってことさ。


　オレたちが本気を出しゃあ、ざっとこんなもんだぜ！」


　ひげづらのナイス・フォロー。


「……けど、あんただって今、『早ッ!?』て言ってたじゃないか」


　余よ計けいなことに気づくマーカス。


「えぇい！　世の中理り屈くつで割わり切きれることばかりじゃねえってことなんだよっ！」


　なんでもいーからやれ。とっとと。


「とにかくお前ら、目ざわりなんだよ」


　言ってひげづらは、じりっ、と一歩、歩み出て──


「ほーっほっほっほっほ！」


　……聞き慣なれたバカ笑いは、まさに、最さい悪あくのタイミングで降ふって来た……





　ごろつきたちが全員吹ふっ飛ばされるのに、十を数える必要すらなかった。





「……ふっ。どうやらこのわたしが間ま違ちがっていたようね……」


　ごろつきたちを吹っ飛ばし、四人で近くのメシ屋に入り、朝食をとったあと。


　バカ笑いの主ぬし──自じ称しようあたしのライバルこと白蛇サーペントのナーガは、テーブルに突つっ伏ぷしたまま、心から反はん省せいしまくっていた。


　むろん理り由ゆうは言うまでもない。テーブルの向かいでいちゃつきまくる二人の言げん動どうに耐たえかねてのことである。


「……わかってくれればいーのよ……って言いたいところだけど……


　どーしてくれるのよこの状じよう況きよう……」


　疲つかれ果はてまくった声であたしは言った。


　バカップル二人は、いまだいちゃいちゃ何やらぬかしているが、知ち覚かくのどこかが麻ま痺ひしたらしく、そのことばは、もはやあたしの耳には入ってこない。


　──いや、違う。耳に聞こえてはいるのだが、それを脳ミソが理り解かいするのを拒きよ否ひしているのだろう。その証しよう拠こに、二人のことばは理解できぬまま、しかし疲ひ労ろうは澱おりのように、確かく実じつに溜たまってゆく。


　ナーガの方は、はじめてだけに余よ計けいに効きいているらしく、海岸に打ち上げられたモズクのようにくったりとなっている。


　視界の隅すみで、レイチェルがマーカスに、デザートのフルーツを食べさせているのを眺ながめつつ、五ご感かんのほとんどが麻痺したその中で。


　しかしそれでも。


　あたしとナーガは、同どう時じにそれを察さつ知ちしていた。





　っごがぁぁぁぁん！





　攻こう撃げき呪じゆ文もんをまともに受けて、メシ屋が吹っ飛んだのは、次の瞬しゆん間かんのことだった。





「……っくくくくくく……


　これではさすがにひとたまりもあるまい」


　ふくんだ笑いを漏もらしたのは、屋や根ねの上に佇たたずんだ、小こ柄がらな影かげの方だった。


　全ぜん身しんをゆったりした服に包つつみ、その顔も、目の部分のみを除のぞいて、長い布ぬので覆おおっており、年ねん齢れいはおろか、性せい別べつすらも判はん然ぜんとしない。


　声もくぐもっているせいもあって、高い男のものとも、低い女のものとも聞こえる。


「派は手でにやりすぎだ」


　つぶやいたのは、隣となりにうずくまる大おお柄がらな男。


　こちらもやはり、目を除き、包ほう帯たいのようなもので顔を覆っているが、異い様ように猫ねこ背ぜの上半身は裸はだかで、声もあきらかに男のものである。


「文もん句くがあるのか？　私のやりかたに」


「──あるに決まってるでしょ」


『──!?──』


　横からかかったその声に、異様な風ふう体ていの二人は、はじかれたようにこちらを向いた。


　二人と同じ屋根の上。そこにいるのは言うまでもない。向けられた殺さつ気きを察知して、間かん一いつ髪ぱつ、店を抜ぬけ出したあたしとナーガ！


　むろんマーカスとレイチェル、二人はちゃんと店に置いてきた。


『き……貴き様さまら!?』


　驚おどろきの声を上げる小柄な方を、あたしとナーガは、びっ！　と指さし、


「なんであーゆーマネをしたのか知んないけどっ！」


「そこにこのわたしたちが居い合あわせたのは、不ふ運うんとしか言いようがないわね」


「あたしたちにケンカを売ったそのツケは」


「きっちり払はらってもらうわよ」


　言って二人は呪文を──


「──待て！」


　唱となえようとしたその時に、制せい止しの声をかけたのは、大男の方だった。


　あたしの方に視線を送り、


「その顔……知っている。


　お前、まさか、赤い糸切りのリナ！」


「なにっ!?　あれが噂うわさの!?」


「ってちょっと待てぃっ！」


　言う二人に、あたしは即そく座ざにツッコミを入れた。


「なんでンなわけのわかんない二つ名がっ!?　しかも顔まで知られてるしッ！」


　だが大男は、あたしのことばを鼻で笑って、


「とぼけてどうする。この業界、お前の名を知らんものはいない。


　──自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれた。


　俺おれは『絆きずなを嘲わ笑らう者』ギルメジア」


「私は『運命さだめを破やぶる者』ルロウグ」


　と、小こ柄がらな方も続ける。


　ナーガはわずかに眉まゆをひそめ、


「……ちょっとリナ、何あれ？　知り合い？」


「まさか。名前も聞いたことないわよ」




[image: ]


「……くっ……！」


　あたしのことばを耳にして、小柄な方が小さく呻うめき、


「……たしかに……この業界ではそちらの方が格かく上うえ。しかし、我らの名を聞いたこともないとは……なかなか言ってくれるな」


「まさか──一度踏ふみ入った修しゆ羅らの道、縁えん切きり業界を抜ぬけるつもりか」


　えっと……縁切り業界って一体っていうかあたしはンなとこに入ったおぼえはないっていうか……


　ツッコミどころしかない発はつ言げんに、一体何をどう言ったものやら迷まようあたしに、ナーガはわずかに身を引いて、何か異い物ぶつを見るかのようなまなざしを向け、


「……リナ……あんた……どういう世界に足突つっ込んでるのよ……」


「あたしはンなものに足突っ込んだおぼえはないわよッ！」


　力の限かぎり絶ぜつ叫きようするあたし。


　てゆーか、ナーガにそーゆーまなざしを向けられるとゆーのは、人としての根こん本ぽん的てきな何かを傷きずつけられたよーな気がして、めちゃめちゃ腹はら立つんですけど。


「……と……ともかくっ！


　縁切り業界、とゆーことはあんたたち、ひょっとして、誰だれかに頼たのまれて、マーカスとレイチェルを別れさせに来た、ってわけ？」


「……ほう……」


　あたしのことばに、ルロウグは、感かん心しんしたような声を上げ、


「あの二人を知っているということは、やはりお前も、何らかの任にんを帯おびてあの二人に近づいたというわけか」


「……………………」


「……………………！」


　無む言ごんで非ひ難なんのまなざしを向けるナーガに、無言でぶんぶか左右に首を振ふるあたし。


「しかし……何をもくろんでいたのか知らんが、残ざん念ねんだったな。


　私の術じゆつの一いち撃げきで、ほうれ、あの通り。あの二人にもはや、何の未み来らいも存そん在ざいしない」


　ルロウグは、言って、ガレキと化したメシ屋を指さし──


　ずがらぁっ！


　そのガレキの山をはねのけて、そこに姿を現あらわしたのは、手をつないだままのマーカスとレイチェル。


「ああ……無事だったかいレイチェル[image: ]」


「ええ……あなたは大だい丈じよう夫ぶ？　マーカス[image: ]」


「もちろんさ。きみを想おもう強い力があれば、あんなもの、なんでもないさ[image: ]」


「わたしもよ[image: ]　うふっ[image: ]　けど、二人とも無事なんて──」


　手と手をとりあい、見つめあい、声をハモらせ、


『これこそ愛の力[image: ]』


「…………………………………………」


『始し末まつするならちゃんとしろぉぉぉぉっ！』


　指さしポーズのまま硬こう直ちよくしまくるルロウグに向かって、あたしとナーガ、二人の上げた声は、みごとなまでにハモりまくったのだった──







（つづきやがる）
















次回予告





　愛。それは尊とうときもの。


　愛。人を慈いつくしむ優やさしき心。


　愛。しかしそれは果はたして不ふ変へんのものなのだろうか。


　愛する二人にふりかかる数々の障しよう害がい。彼らはそれを無事乗り越こえることができるのだろうか。


　果てに待つのは成じよう就じゆか、破は綻たんか。


　愛とは何か。男とは。女とは。人とは。


　はっきり言ってどーでもいーです。


　書いててこっちが馬ば鹿か馬鹿しい、次回『愛は強し』後編！


　冷え切ったまなざしで待て！




愛は強し［後編］













あらすじ





　観かん光こうの街まち、プロキアム・シティ。


　そこでリナが出会ったのは、マーカスとレイチェルのバカップル様さまだった。


　リナを縁えん切きり業ぎよう者しやと間ま違ちがえて、二人の仲を裂さく依い頼らいをするマーカスの父親、サンドリット評ひよう議ぎ長ちよう！


　首を突つっ込んで不幸になるナーガ！


　カップルの仲を裂こうとする縁切り業者、ルロウグとギルメジア！


　周しゆう囲いの動き関係なしで、ただいちゃいちゃするバカップル！


　そんなただ中に巻き込まれ、バカップルに、愛のキューピッド呼ばわりされたリナの運うん命めいは!?







「見てマーカス！」


　上がったのは、レイチェルの声だった。


　ガレキの中で片かた手てをつなぎ、もう片方の手でこちらを指ゆびさし、


「あんなところにキューピッドさんたちが！」


「……たち？」


　そのことばを耳にして、ナーガはしんそこイヤそーにつぶやくと、助けを求めるような視し線せんをこちらに向けた。


　あたしはそれに、沈ちん痛つうな表情でうなずき、


「……どうやらあんた……二人の愛のキューピッド二号に認にん定ていされたみたいよ……」


「いやああああああああああっ！」


　あたしの非ひ情じような宣せん言げんに、絶ぜつ叫きようし、ひざを抱かかえて泣きはじめるナーガ。


　……んーむ……さすがにショックが大きすぎたか……


　──ショックといえば──


　目を転てんじればその先で、二人の刺し客かくたちもまた、ただ呆ぼう然ぜんと硬こう直ちよくしている。


　えぇいっ！　とっととバカップルたちを攻こう撃げきすればいーものをっ！


「そこの二人っ！」


　あたしの上げたその声に、刺客たちはようやく視線をこちらに向けた。


「いくら立りつ派ぱな目的のためとはいえ、このあたしを巻き込もうとしたことは許ゆるせないっ！


　あんたたちがマーカスとレイチェルを始し末まつしたあとで、目にもの見せてあげるから覚かく悟ごしてなさいっ！」


「なにっ……！」


　あたしのことばに、ルロウグは、ぎり、と奥おく歯ばを嚙かみ鳴ならし、


「あの二人を始末する程てい度どのこともできないのなら、相手をしてやる気にもならん、そう言いたいわけか!?」


　いや。あたしは単に、とっととあの二人をどーにかしてほしーなー、と……


「ならやってやる！　要よう望ぼう通どおり！」


　吠ほえてマーカスとレイチェルの方をにらみつけ、口の中で呪じゆ文もんを唱となえはじめる！　がんばれルロウグ！　ほらやれルロウグ！


「待て」


　だがしかし。そのルロウグに待ったをかけたのは、相あい棒ぼうのはずのギルメジア。


「落ち着け。奴やつらの手に乗るな」


「……手……だと？」


　そのことばに、呪文の詠えい唱しようを中ちゆう断だんし、ルロウグは視線を大男へと向ける。


「ああ。


　奴はかりにも業ぎよう界かいトップレベル。すべての行こう動どうには、緻ち密みつな計算があるはず。


　ならば今のも、目的あっての挑ちよう発はつ」


「目的──？　何の？」


「わからん。


　だがいずれにしろ、何かの策さくがあるのは確たしかだ」


「いや。ないって。ンなもん」


「……なるほど。平へい静せいを装よそおいつつ、即そく座ざに否ひ定ていするところがいかにも怪あやしい」


　あたしのことばに言うルロウグ。


　あぁぁぁ。これだから、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいってる奴っていうのは……


「悪いがそちらの思惑おもわくに乗る気はない。


　だが貴き様さまの真しん意いが読めぬ以上、この場は一いつ旦たん退ひかせてもらう」


　言うなり二人は屋や根ねを蹴ける。


「逃にがすかっ！


　ナーガっ！　追うわよっ！


　……ナーガっ！」




[image: ]


　あたしは、いまだひざを抱かかえてうずくまるナーガの耳もとに口を寄せ、


「……しっかりしなさいっ！


　チャンスでしょーがっ！


　あの二人のあとを追うフリをして、このまま街まちからトンズラするのよっ！」


「……なるほどっ！


　ふっ！　わかったわリナ！」


　彼女はようやく復ふつ活かつし、二人は刺し客かくたちのあとを追って屋根を蹴った。


　ナーガを説せつ得とくするタイムラグがあったせいか、屋根から地面へ降おりたときには、あたりにはすでに刺客たちの姿すがたはなかった。


　だがこの際さいンなことはどーでもいい。


「自由に向かってとにかくダッシュ！」


「ほーっほっほっほっほっほ！」


　光かがやく明日を目め指ざし、二人は路ろ地じを駆かけ抜ぬけて──


「ああっ！　キューピッドさんたち！」


「ご無ぶ事じでしたか！」





　どしゃごりゅっ！





　石いし畳だたみに突つっ伏ぷし滑すべるあたしとナーガ。


　……二人のゆく手、通りの角からいきなり姿を現あらわしたのは、言うまでもない。マーカスとレイチェルの二人。


「何がどうなってるんです？」


「今の二人は一体？」


　どうやら屋根の上の会話は聞こえていなかったらしく、二人はあたしたちに問いかける。


「……だから……なんつーか……


　今の二人は、あんたたちの仲を裂さこうとしてる連れん中ちゆうなのよ……わかった？」


「なんですって!?」


　あたしのことばに、マーカスは顔色を変え、


「じゃあなんで、すぐ追いかけてやっつけないんですかっ!?」


「何言ってんのよっ！　今のはあんたたちが妨ぼう害がいしたんでしょーがあんたたちがっ！」


「……けど馬ば鹿かだなぁ。今の二人。レイチェルと僕ぼくの深い想おもいをあんなことで断たち切れるとでも思ったんだろうか」


「ほんとねマーカス。きっと、運うん命めいや愛を信じることのできない、可哀かわい想そうな人たちなのよ」


　人の話聞けおまいら。


　と言いたいところだが、むろんラヴラヴモードに突とつ入にゆうしたバカップル様さまの耳に、そんな言葉が届とどくはずもなし。


　しかしあいつらは──やはり、マーカスの父親、サンドリット評ひよう議ぎ長ちようの雇やとった者たちなのだろうか。


　もしそうだとしたら、レイチェルはともかく、息子むすこのマーカスまで狙ねらうのは不ふ自し然ぜん──と考えるのは、この二人を見たことのない者の意見である。


　しばし観かん察さつしているうちに、そのあまりのアレっぷりにどこかがキレて、マーカスごと始し末まつしようと心に誓ちかったとしても、決して不ふ思し議ぎではない。


　などとあたしがいろいろ考えているうち。


　何やら話し込んでいた二人はこちらに歩あゆみ寄より、マーカスがあたしの、そしてレイチェルがナーガの肩かたに手をやって、


「というわけで、リナさんが僕の」


「ナーガさんがわたしの」


『護ご衛えいキューピッドさんに決まりました』


『決めるなぁぁぁぁぁぁぁっ！』


　こちらもハモるあたしとナーガ。


「ええっ!?」


　あたしたちの絶ぜつ叫きように、レイチェルはわずかに身みを引いて、


「では、リナさんがわたしで、ナーガさんがマーカスを担たん当とうした方がいいと!?」


「そうじゃなくてっ！　どっちもイヤ、って言っているのよっ！」


　耐たえられず叫さけんだナーガのことばに、バカップル二人はしばし視線を交かわし──


「──ああ！」


「なるほど！」


　二人は手を打ち、声をハモらせ、


『つまり、二人は片かた時ときも離はなれるべきではない、ということですね♪』


　倒たおれるナーガはきっぱり無む視しし、彼らは手を取り、見つめあい、


「キューピッドさんの言いつけなら仕し方かたないわね♪　わたし、今日はおしごとを休んで、ずっとマーカスといっしょにい・る[image: ]」


「そうだね。キューピッドさんが、それが運命だ、って言ってるんだから仕方ないさ」


　注：言ってません。


「僕も今日は仕事を休んで、レイチェル、きみと、ずっとずっといっしょにいるよ[image: ]」


「まあ[image: ]


　素す敵てきな一日になりそうね。マーカス」


「もちろんだよ[image: ]　レイチェル」


「うふふふふふ♪」


「あははははは♪」


　バカップル──


　この存そん在ざいに対して、人とは、なんと無む力りよくな生き物なのだろうか──


　倒れたナーガのすぐそばで、あたしはそんなことを考えながら、ただ、じっと立ちつくしていた──





「あははは♪　待てぇーっ♪　レイチェル」


「うふふふふ[image: ]　つかまえてごらんなさいマーカス[image: ]」


　それからしばしの後──


　街まちからすこし離はなれた湖みずうみのほとりで。


　追いかけっこをはじめたマーカスとレイチェルの二人を視し界かいの端はしに捕とらえつつ、あたしとナーガ、二人は砂すな浜はまに倒れ、埋うまりかけていた。


「ほーら、つかまえたっ♪」


「きゃんっ[image: ]　もぉ、マーカスったら[image: ]


　じゃ、もう一回[image: ]　それっ[image: ]」


「あっ。ずるいぞレイチェル[image: ]　待てーっ♪」


　──十一回目──


　頭の中の、どこか醒さめた部分が、追いかけっこの回かい数すうを、半なかば無む意い識しきにカウントする。


　……あぁ……きっとこのまま朽くちていくんだろうなぁ。あたしたち……
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　胸むねのうちに、そんなあきらめきった思し考こうが、波ひとつない湖こ面めんのように満みち──





　づごぼぉぉぉんっ！





　それをうち破やぶったのは、攻こう撃げき魔ま法ほうの一いち撃げきだった。


　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが舞まい狂くるい、生まれた衝しよう撃げき波はが湖面を揺ゆらす。


　炎は、たった今まで、あたしたちの埋まっていたあたりの大地を舐なめつくしていた。


「……お……お前たちは!?」


　マーカスの上げる驚きよう愕がくの声。


　彼の視線が向く先には、森の端に佇たたずむ大小二つの影かげ。


　ギルメジア。そしてルロウグ。


「無ぶ事じなのはわかっている」


　湖面を渡わたる風に乗り、ルロウグの声が流れた。


「今の一撃をまともに受けるほど甘あまくはあるまい？


　死んだふりなどしていないで出てこい」


「……やれやれ……どうやらようやく……」


「まともなことができそうね」


　吹ふく風が、舞う爆ばく煙えんを散ちり飛とばし、佇むあたしとナーガ、二人の姿すがたを浮うかび上がらせた。


　むろん今の一撃は、気け配はいを感かん知ちし、直ちよく前ぜんで回かい避ひしたのは言うまでもない。


「で？　聞きたいんだけど──


　あんたたちの狙ねらいは本ほん来らい、マーカスとレイチェルの仲を裂さくことだったはず。


　それが、なんでいきなり、こっちを攻撃したりするわけ？」


「知れたこと。


　リナ＝インバース。お前のことだ。私たちを利り用ようして、何かを目もく論ろんでいることは間ま違ちがいない。


　だが、いいように利用されるのは御ご免めんなのでな。


　ゆえにまず、お前を倒たおす。


　そうすれば、たとえ何を目論んでいようとも関係あるまい。つまりはそういうことだ」


「ちょっと待てぃっ！


　なんでそーゆーりくつになるのよっ!?


　……と……」


　言ってから──あたしはふと考えなおす。


　少なくとも、マーカスたちにつきあっているより、こいつらの相手をしていた方が、精せい神しん的てきに楽なことは事じ実じつである。


　ならばっ！


　こいつらをとっととぶち倒し、『これであたしたちの役目は終わった』とか、適てき当とうなセリフでごまかして街まちを逃にげ出す、というテはある。


「……と、言っても、どうせ納なつ得とくできないんでしょ。


　いーわ。それなら相手したげるわっ！」


「ふっ！　この白蛇サーペントのナーガを甘あまく見たこと、後こう悔かいさせてあげるわよっ！」


　やはり、バカップル見けん物ぶつよりマシだと思ったのか、ナーガもはりきり、立ち上がる。


「……ナーガ？　知らんな」


　ギルメジアのくぐもったつぶやき。


「リナの弟で子し、といったところか？」


「誰だれが弟子よ誰がっ!?」


　あたしもいやです。こんな弟子。


　怒おこるナーガを、ルロウグが鼻で笑って、


「さしずめその格かつ好こうで男の方をたぶらかし、別れさせる、という手しゆ法ほうなのだろうが……


　そんな拙つたない策さくが通つう用ようするほど、この業ぎよう界かいは甘くないぞ。


　リナ＝インバースの弟子とはいえ……しょせん底は知れているようだな」


「……ふっ。


　なにをわけのわからないことを言っているのか知らないけど、それだけ大口をたたくのなら、見せてもらうわよっ！　あなたたちの実じつ力りよくとやらをっ！」


　言ってナーガは呪じゆ文もんを唱となえ──


「氷フリーズの・矢アローっ！」


　吠ほえて放はなった冷れい気きの矢を、しかし刺し客かく二人はあっさり跳とび、かわす。


「火炎球フアイアー・ボール！」


　間かん髪はつ入れぬルロウグの反はん撃げき。


　むろん、こんなものに当たるあたしやナーガではない。この程てい度どの呪文応おう酬しゆうなど、あたしたちにとっては日にち常じよう茶さ飯はん事じである。


　あっさりよけた背はい後ごで爆ばく発はつ。


「──ちっ！」


　ルロウグの漏もらす舌した打うち。


　──が。


　これは、使える。


　あたしとナーガは視線を交かわす。どうやら、考えていることは同じようである。


　二人は地を駆かけ、呪文を解き放ち、次々と単調な術じゆつを解とき放つ。


　かわし続ける刺客二人。


「どれほどのものかと思えば！　技わざに幅はばがないな！」


　ルロウグが嘲ちよう笑しようの声を投なげかける。


　当とう然ぜんである。


　なにしろよけやすいように、わざと単調な術を放ち続けているのだから。


　そして、移い動どうと攻こう防ぼうをくり返すうち、その時はやって来た。


「──とった！」


　ギルメジアが歓かん喜きの声を上げた。


　ルロウグの手の中には、すでに完かん成せいした呪文の魔ま力りよく光こう。


「かわせば後ろの二人に当たるぞ！」


　そう。あたしたちのすぐ後ろには、こんな状じよう況きようでもなにやらいちゃついてる二人！


「火炎球フアイアー・ボール！」


『力ある言葉』とともに、ルロウグが光の球を解き放つ！


　迷まよわずよけるあたしとナーガ！





　づどんむ！





　背後ではじける炎ほのおと轟ごう音おん！


　よっしゃっ！


　ぱむっ！　と手を打つあたしたち！


　二人を守ろうと努ど力りよくはしたのだが、力およばずバカップルは滅ほろび……もとい。愛すべき二人は倒たおれてしまった。


　実じつに美しい構こう図ずである。


「待てお前らっ！　今……!?」


　何やら言いかけるギルメジアに、あたしとナーガは、目もとをこすりつつ、


「ああっ。まーかすとれいちぇるがたいへんなことにぃ」


「なんてひどいことを。」


「めちゃくちゃ棒ぼう読よみじゃないか……」


　ルロウグがあきれてつぶやく。


　そんな刺し客かくたちを、あたしは、びしぃっ！　と指さして、


「とにかくっ！


　どうも……じゃない、よくも二人をやってくれたわねっ！」


「──だいじょうぶかい？　レイチェル？」





　びしっ！





　その時。


　後ろから聞こえた声に、戦場は凍こおりついた。


「ええ♪　あなたがとっさにかばってくれたんで・す・も・の[image: ]


　きゃっ[image: ]


　それより、あなたの方は平へい気きなの？　マーカス？　わたし、心配で……」


「あはははは。ばかだなぁレイチェル。


　僕が、きみに心配かけたりするわけがないじゃないか。


　きっと、愛し合う僕たちを、神様が守ってくださったんだよ」


「ああ[image: ]　それじゃあまさにこれこそ──」


『愛の、奇き跡せき[image: ]』


　……えええっとぉ…………生きてやがりなさいますし。こいつら。


　完かん全ぜんに固かたまるあたしたち。刺客二人もその例れい外がいではない。


「マーカス[image: ]」


「レイチェル[image: ]」


　ド甘あまい声を、しばし背後に聞きながら──


「……ひ……退ひくぞ……」


「ああ……」


　どーやら戦うのがあほらしくなったらしく、呻うめくルロウグにギルメジアが答え、刺客たちは、あたりに生えた木々の奥おくへと去ってゆく。


　むろんあたしとナーガの二人に、追いすがる気力が残っていようはずはなかった……





「ところで……一体どうしちゃったんですかキューピッドさんたち？


　なんだか、調ちよう子しが悪いように見えるんですけど」


「……悪いわよ……」


　倒たおれたままでつぶやくあたし。


　刺し客かくたちが去ったあと。


　レイチェルが、あたしたちに声をかけてきたのは、マーカスとひとしきりいちゃいちゃしまくったあとのことだった。


「本当にどうしたんですか!?　そんなことじゃあ困りますよ！　全く、何のためのキューピッドさんだと思ってるんですか!?」


「……オイ……」


　マーカスのムチャなもの言いに、ツッコむ声も力ない。


「……知らないわよ……誰だれかが襲おそってきたら、あんたたちの『アイノキセキ』で追いはらえばいいじゃない……」


　やはり投げやりに言うナーガに、レイチェルは困った顔で、


「……それは可か能のうだとは思うんですけど……そうすると、わたしたちが愛を育はぐくむ時間が削けずられてしまいますから……」


「……あーはいはいそーですか……」


「困ったわねマーカス」


「困ったねレイチェル」


　……こ……こぉなったら仕し方かたない。


　あたしは、ゆらぁりっ、と身を起こし、


「……黒くろ幕まくを叩たたいて……いやがらせをやめさせる……それで文もん句くはないでしょ」




[image: ]


『ええっ!?』


　あたしのことばに、バカップルと、そしてナーガも声を上げる。


「……ちょっ……ちょっとリナ！　あんた、黒幕の正しよう体たいなんて知ってたの!?」


「心当たりがある、ってだけよ……かなり確かく実じつだとは思うけど……」


　言うまでもない。マーカスの父親、サンドリット評ひよう議ぎ長ちようである。


　……こーゆーことをすると、魔ま道どう士し協きよう会かいからの信しん用ようやら評ひよう判ばんやらが落ちるので、あんましやりたくなかったのだが……バカップルに当てられまくって、砂に埋うもれて朽くちてゆくよりはマシである。


　親子で対たい決けつさせ、白黒つけてもらうっ！


「とゆーわけでっ！


　行くわよみんなっ！


　プロキアム・シティ魔道士協会へっ！」


「……いよいよ決けつ着ちやくね……マーカス……あたし……なんだかちょっと怖こわい……」


「ああ……レイチェル……こんなにふるえて……かわいそうに……


　けど大だい丈じよう夫ぶだよ。


　だって──きみのそばには、いつも僕がい・る・か・ら[image: ]」


「うふふふ♪　そうだったわねマ・ァ・カ・ス[image: ]」


　……えっと……とりあえず……後ろで気力をそぐのはやめてほしいんですけど……でなくても大変だっつぅのに……


　あたしは街まちの方を指ゆびさしたまま、倒たおれそうになるのを、必ひつ死しでこらえるのだった……





「……ど……どういうことかねリナくんっ!?」


　やがてほどなく。魔道士協会の、評議長室で。


　あたしたち四人と対たい峙じして、評議長は、動どう揺ようの声を上げていた。


　……ま、彼にしてみれば、マーカスとレイチェルを別れさせる依い頼らいをしたつもりのあたしが、その二人を連つれていきなりやって来たのだ。動揺するのも無む理りからぬこと。


　そして、息子むすこのマーカスもまた、あたしの後ろで動揺の声を上げた。


「そ……そうですよっ！　相手の親おや御ごさんにあいさつをする場ば合あい、普ふ通つう、男の方から先に行くもんでしょ!?」


「だぁぁぁれがあいさつの順じゆん番ばんの話をしてるのよっ！」


　言ってあたしは、びしぃっ！　と評議長を指さして、


「あたしは、あんたのお父さん──評議長こそが、あの刺し客かく二人を雇やとった張ちよう本ほん人にんじゃないか、って言ってるのよっ！」


『……なっ……!?』


　重なり上がるいくつもの声。


　硬こう直ちよくした評議長に、あたしは、ずいっ、と詰つめ寄よって、


「ルロウグとギルメジア。この名前に心当たりはある？」


「──それは──!?」


「ある、のね」


「父さん！」


　言うあたしとマーカスに、評議長はあわてて、


「待て！　ということはまさか……その二人が現あらわれたとでもいうのか!?」


「とぼけてもムダよ。


　今さら、そんな連れん中ちゆうは知らない、なんて言ったところで……」


「名前だけは知っている、と言っておる！」


　評議長は困こん惑わく顔がおで、


「リナくん、きみには言っただろう？


　私は、その道のエキスパートについて徹てつ底てい調ちよう査さを行った、と。


　その時に挙あがったものの中に、ルロウグとギルメジアの名前もあった」


「……で、その二人に、自分の息子とレイチェルを別れさせるよう依い頼らいした、と」


「しとらんっ！


　たしかにその二人も、縁えん切きり業ぎよう界かいでは名の知れた剛ごうの者たちだが、それでも、業界トップレベルのリナくん、きみに敵かなうべくもない。


　そのきみに依頼しておいて、格かく下したの二人にさらに頼たのむような無ぶ礼れいはせんよ」


「……きみに依頼、って……！」


「まさかリナさん……！」


　驚きよう愕がくの声を上げるマーカスとレイチェル。


　ンな依頼を受けたつもりはないが、評議長が話をもちかけてきたことは事じ実じつ。あたしのことを勝かつ手てにキューピッド役と思い込んでいた二人がおどろくのも無理はない。


「……それじゃあ……最初は僕たちの仲を裂さくつもりで……！」


「それが……わたしたちと行動をともにするうちに……！」


『二人の愛の強さに打たれ、改かい心しんしたというわけですね』


「そうなのかっ!?」


「信じるなぁぁぁっ！」


　叫さけぶ評議長。叫び返すあたし。


「あたしはっ！　最初から、仲を裂くつもりも、とりもつつもりもないっ！　とゆーか、何もかももぉうんざりなのよっ！」


「リナくん。急にそんな我わが儘ままを言われても困るのだがな」


「そうですよっ！　まわりの迷めい惑わくも考えてくださいっ！」


「最初っから言ってるしワガママでもないし周しゆう囲いのめーわくはむしろあんたらの方が考えろっ！」


　吠ほえてあたしは、肩かたで荒あらい息をつき──


　その肩を、ぽんっ、とナーガの手が叩たたき、


「ちょっと。少し落ち着きなさいよリナ」


　うあ。しかも、よりによってナーガにさとされてるし。


「ともかく、要よう約やくすると──」


　ナーガは指を一本立てて、一同を見回し、


「リナは縁切り業界から足を洗あらおうとしている。ここまではいいわね？」


「そこですでに間ま違ちがっとるわぁぁぁぁっ！


　あたしはンな怪あやしい業界に入ったおぼえはないっ！」


『今のは……聞き捨ずてならんな』


　くぐもった響ひびきのことばは、いきなり、どこからともなく聞こえた。


　この声は──


「ルロウグ!?」


『俺おれたちの誇ほこりある縁切り業界を、怪しい、とは侮ぶ辱じよくこの上ない』


　と、今度はギルメジアの声。


　てゆーか、誇りある商しよう売ばいなのか。縁切り業って。


　声は近くから聞こえる。しかし、窓まどの外に誰だれかがいる様よう子すはなく、部屋の中には、あたしたち五人の他ほかには、机つくえにクローゼットが………………クローゼット？


　だむっ！


　音を立て、その扉とびらをはね開けて。


　飛び出したのは言うまでもない。ルロウグとギルメジアの二人組。


　あたしは、評議長の方に静かなまなざしを送り、


「──サンドリット評議長──


　あなた、さっき、依い頼らいしてない、って言ってたけど……なら、どうしてこの二人がここに？」


「し、知らんっ！」


「その通り。彼は無む関かん係けいだ。


　本当の依頼人は明かせんが」


　ルロウグが言う。


「俺たちは、湖のそばでお前が言うのを聞いていた。


　街の魔ま道どう士し協きよう会かいに行く、と。


　ならば、マーカスの父親──評議長のところに行くだろうと踏ふんで、先回りをしたまで」


「そ……そうかっ！」


　評議長は二人をにらみつけ、


「するとさきほどの、覆ふく面めんをした清せい掃そう業者二人……それがお前たちだったか！」


「怪あやしめ。あんたは」


「いや。怪しいとは思っていたのだ。


　クローゼットの中に入ったきり出て来なかったし」


「……あの……


　いえ。やっぱしいいです」


　いろいろと言いたいことをすっぱりあきらめ、あたしは刺し客かくたちの方に向きなおる。


　依頼人が評議長でないとするなら、一体誰だれが？　バカップルの存そん在ざいをうとましく思う者といえば……


　……人じん類るい全ぜん部ぶ？


　容よう疑ぎ者しや多すぎ。だめだし。


　こーなったら、無む理り矢や理り決けつ着ちやくをつけて終わらせるっ！


　あたしは、ルロウグたちを、びっ！　と指さして、


「こんなところまでやって来たということは……いよいよケリをつけるつもりねっ！


　ならこの勝しよう負ぶ、負けた方が手を引く、っていうのはどう？」


「……いいだろう……」


「ルロウグ!?」


　抗こう議ぎの声を上げるギルメジアに、ルロウグは、


「そのくらいのつもりでやらねば勝しよう利りはない。


　それはわかっているのだろう？」


「……わかった」


　一方あたしもナーガの耳もとで、


「……あとひとふんばりよ。これにケリがつけば、お役ごめんよ」


「ふっ。わかってるわよ」


　あたしとナーガ、そして刺客二人は対たい峙じする！


「……あのー……できればそういうことはよそで……」


　評議長が何かぶつぶつ言っているが、むろんンなものは無む視しである。


「氷の槍アイシクル・ランスっ！」


　最初の一いち撃げきを放ったのはルロウグ。だがそれは、あたしたちを狙ねらったものではない。


　がぎぃんっ！


　一撃を受けて凍こおりついたのは、部屋の扉とびらだった。


「敗やぶれたりリナ＝インバース！」


　高らかに響ひびくルロウグの勝利宣せん言げん。


「これで部屋からは出られん！　この狭せまい空間で大おお技わざを使えば、お前自身も巻き込まれる！　つまり貴き様さまの技は封ふうじたも同どう然ぜん！」


　ふっ！　甘あまいっ！


「ナーガ！　とりあえず火炎球フアイアー・ボール唱となえて！　ぶっ放さないで適当にあたりに漂ただよわせて！」


「ふっ！　わかったわ！」


　応こたえてナーガは呪じゆ文もんを唱え──


「火炎球フアイアー・ボール！」


　手のひらの上に光こう球きゆうを生み出し、それを虚こ空くうに漂わせる。


「し、正しよう気きかっ!?」


　ルロウグの上げる驚きよう愕がくの声。


　これに触ふれれば、とたんにはじけて大だい爆ばく発はつ。部屋じゅうに炎ほのおをまき散ちらす。むろんその場合、あたしも巻き込まれるだろう。


　気にせずあたしも呪文を唱え──


「火炎球フアイアー・ボールっ！」


　同じ呪文で光球を生む。


「──と。これで、片かた方ほうが爆発したら、もう片方も大爆発ね」


「どどどどうするつもりだそんなものっ!?」


　焦あせるルロウグに、あたしはウインクひとつ送って、


「こうするのよ」


　言って、ぽんっ、とそれをほうり出す。


　上がる悲ひ鳴めいと怒ど号ごうの中、あたしはきびすを返してダッシュした！


　クローゼットに手をかけ、開き──


「……わたし怖こわいわ……マーカス[image: ]」


「僕がいるから大だい丈じよう夫ぶだよ。レイチェル[image: ]」


　……先せん客きやく……いるし……


　そして。





　づばどばづぅんっ！





　炎の連れん打だが部屋の中を呑のみつくした。





「……ふぅぅぅ……死ぬかと思った」


　あたしが机つくえの下から這はい出したのは、渦うず巻まく炎が完かん全ぜんに消えてからのことだった。


　火炎球フアイアー・ボールをはじけさせ、あたしはクローゼットに隠かくれて炎をやりすごす、というつもりだったのだが……まさかバカップルに先に占せん拠きよされていようとは。


　二人を引きずり出していては間に合わないと判はん断だんして、机の下にもぐり込み、そばにいた評議長でフタをしたのだ。


　いろんなものはコゲたけど、おかげであたしは損そん害がい軽けい微びである。


「──ちょっとリナっ！　どういうつもりよっ!?　このわたしまで巻き込むなんてっ！」


　予よ想そう通り、コゲた中からまっ先に復ふつ活かつし、抗こう議ぎの声を上げたのはナーガだった。


　しかしあたしはあわてず騒さわがず、


「それじゃあ聞くけど、あの二人にえんえんとつき合わされて、キューピッドとしての人生歩むのと、呪じゆ文もんに巻き込まれてコゲるのと、どっちがマシだと思う？」


「……[image: ]っ……！　そ……それならまだ……コゲた方が……」


　あたしの論ろん点てんすり替かえに全く気づかず、沈ちん黙もくするナーガ。


　ふっ。ちょろい。


　ともあれこれで──


「……ぐっ……」


「こ……こんな……ことでっ……」


　終わったと思った、しかしその時。


　呻うめいて身を起こしたのは刺し客かく二人！


「敗れる……わけにはっ……！」


　ぎらついた視線を向けてくるルロウグ。


　──こいつっ……！


　一いつ瞬しゆんあたしがひるんだその時。


　ばたん。ぼたぼた。


　焼けたクローゼットが崩くずれ落ち、その中から出てきたのは、手と手をとりあうマーカスとレイチェル、二人の姿。


「無ぶ事じだったかい？　レイチェル[image: ]」


「もちろんよ[image: ]　マーカス[image: ]　だってあなたがそばにいてくれたか・ら[image: ]」


「そうだね。二人がいっしょにいる限かぎり……」


「誰だれも、わたしたちを傷きずつけることなんてできはしない」


『なぜなら、二人の愛は不ふ滅めつだから[image: ]』


「……くっ……！」


　バカップルの寝ね言ごと攻こう撃げきに、さすがに膝ひざをつく刺客たち。


　ルロウグは、二人を見つめ、


「……二人の愛は、それほどまでに強いというのか……？」


『ええッ!?』


　いきなり的まとはずれなコメントに、思わず声を上げるあたしとナーガ。


「確たしかに。俺たちの負けだ」


『なにぃぃぃぃぃぃっ!?』


　ギルメジア、あんたまでッ！


　刺客たちはその場に立ち上がり、あたしと、バカップルたちとを交こう互ごに眺ながめ、


「だが、勘かん違ちがいするなよ。お前に負けたわけではない」


「俺たちは、二人の愛の深さに負けたのだ」


「……そ……そぉなん……？」


　……ま……まさかこいつら……バカップルを目にして退たい却きやくしていたのは、あほらしくて戦せん意い喪そう失しつしたから、じゃなくて、実は心打たれてたからなのかっ!?


「これほどまでに強い愛があったとは……正しよう直じき……目からウロコが落ちる思いだ……


　二人に免めんじ、依い頼らい主ぬしを教えてやろう。


　この街の商工会長だ。


　街の風ふう紀きが乱みだれる、という、ただ、それだけの理り由ゆうで、な……」


　いや。じゅーぶん立りつ派ぱな理由だと思うけど。


「……なら……そちらは、私が話をつけよう」


　そう言ったのは評議長！


　まさかっ！　あんたまでっ！


「マーカスよ。この父が間違っていた。


　お前たちの愛[image: ]　が、そこまで純じゆん粋すいなものだったとは……まさに心洗あらわれる思いとはこのことか……


　これからはお前たちのことを認みとめ、ともに歩んでゆくこととしよう」


「父さん……」


「お父様……」


「……おとうさま……か。ふっ。悪くない響ひびきだな……」


　言って遠い目をする評議長。


　その横では刺し客かくたち二人が、


「……ふっ……ギルメジアよ。私たちもこれからは、もう少し仲良くしてもよいかもしれんな」


「そうだな。愛することを恥はじる必要など何もない。この二人がそう教えてくれた」


『……へ……？』


　声を上げ、ふり向くあたしとナーガの前で、刺客二人のコゲたマスクがはらりと落ちる。


　その下から現れたのは、ショートカット美人のルロウグの素す顔がおと、ごつい体たい格かくに似に合あわずハンサムなギルメジアの素顔。
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「……あの……てことはひょっとして、あんたたち……？」


「夫ふう婦ふだ」


「職しよく場ば結けつ婚こんという奴やつで、な」


　あたしの問いに、交こう互ごに答えるギルメジアとルロウグ。


　職場結婚って……ダメじゃん。縁えん切きり業界。


　二人は手と手を取り合って、


「ルロウグ……いや、ルーちゃん。


　いままで俺たちは、仕事仕事で、お互たがいのコミュニケーションをないがしろにしていたような気がする。


　これからは、二人の時間を、もっと大切にしていこう[image: ]」


「そう言ってくれると嬉うれしい……[image: ]


　私たちも、あの二人に負けないように、愛を育はぐくんでゆこうな[image: ]　ギルメジア……いや、ギルぴょん[image: ]」


「ルーちゃん♪」


「ギルぴょん♪」


　……ふ……ふ……ふ……


　増ふえてどーするバカップル！


「──ありがとうございました。キューピッドさんたち」


　髪かみの毛白くして佇たたずむあたしとナーガに、そう声をかけてきたのはマーカスだった。


　むろんそのかたわらにはレイチェル。


「これですべて、丸くおさまりました」


「あなたがたのおかげです」


『ということで、用は済すんだので、もう帰ってもらっていいですよ』


　……あぁ……そぉですか……


　あたしとナーガは、てふてふ力なく歩き、さっきの術じゆつで吹ふっ飛んだドアをくぐって、くるりとふり向き──


『火炎球フアイアー・ボールぢゃボケェっ！』





　づごばぁぁぁんっ！





　全ぜん身しん全ぜん霊れいの一いち撃げきを、部屋の中に叩たたき込んだのだった──





　──振ふり返れば──


　今回のことで、あたしは、さまざまなことを学んだような気がする。


　真しん実じつの愛というものは、果はてしなく強い、ということ。


　でもそれってなんか、間ま違ちがった強さのよーな気がすること。


　ともあれ。


　あたしとナーガの二人は、なんともイヤなあとあじを胸に抱いだきつつ、プロキアム・シティをあとにしたのだった……




（愛は強し：やっと終わったよオイ）





るなてく・へすてばる







　小さな灯あかりに照てらされた、オレンジ色の空くう間かんで、あたしは静かに座すわっていた。


　外からは、夜の空気をふるわせて、勇ゆう壮そうな太たい鼓この音が聞こえてくる。


　──たまには──こーゆーのもいいかもしんないわねー。


　白いドレスに身を包つつみ、安らいだ気き分ぶんで、あたしはふとそんなことを思った。


　今日は──祭まつりの夜だった。





「祭りに参さん加か？」


　最さい初しよその話を聞いた時、あたしは思わずそう聞き返していた。


　山あいにある、テシーモの村。


　人口もそれほど多くない村なのだが、ここには魔ま道どう士し協きよう会かいの支し部ぶがあった。


　なんでも、このあたりで、ある季き節せつにしか採とれない野や草そうが魔道の材ざい料りようになる、とかいうことで支部が設もうけられたらしい。


　それで一応あいさつに、とゆーことで協会を訪おとずれたあたしに、頭のうすい評ひよう議ぎ長ちようさんが頼たのんできたのが──祭りへの参加依い頼らいだったのだ。


　おうむ返しに言ったあたしに、評議長さんはこっくりうなずいて、


「うむ。この村も──見ればわかると思うがまだまだ田舎いなか。昔むかしの風ふう習しゆうやら時じ代だい錯さく誤ごの偏へん見けんやらも残っておる。


　つまり──だ。


　まだまだここでは、魔道士というものに対する不信感が強いのだ」


　なるほど。たしかに大きな街などでも、魔道士に対しての偏見は存そん在ざいしている。閉へい鎖さ的てきな村ともなれば、それが強いのもしかたない話だった。


「しかしそれでは、何かと活かつ動どうに支し障しようも出る。


　そこで、村の人たちとの交こう流りゆうをはかるため、毎まい年とし恒こう例れいの、豊ほう作さくの祭りに全ぜん面めん協きよう力りよくすることになったのだ。


　ところが──じゃ。


　協う会ちから出す、と約やく束そくしておった、御み輿こしに乗せるはずの女の子が、風か邪ぜをひいてしまってな。


　事じ情じようを話せば、わかってもらえるとは思うが、それではやはり親しん睦ぼくにはならん。


　どうしようかと思っているところに──リナ殿どの、おぬしがやって来てくれた、というわけだ」


「なるほど」


「リナ殿の噂うわさはいろいろ聞き及およんでおるが、黙だまって座すわっておるだけなら、一いつ見けん無む害がいな可愛かわいらしい女の子じゃ。何も問もん題だいはないじゃろう」


「……一見無害……って……」


　あたしのジト目に、評議長は、あわててぱたぱた手を振ふって、


「──あ──いやいや。


　そうそう、もちろん、手て間まを取らせるのだから、少々だが謝しや礼れいは出すが。


　ただ御輿に座っておるだけ。余よ計けいな──じゃない、ほかのことは一いつ切さいしないでくれ──じゃない、しないでよい──


　どうかな？　引き受けてもらえるか？」


「……うーみゅ……」


　評ひよう議ぎ長ちようのものいいに、多少ひっかかるモノがないでもなかったが、祭まつりに参さん加かし、座ってるだけで謝礼アリ。この条じよう件けんは悪くない。


　かくて──


　あたしは依い頼らいを引き受けて、白いドレスに身を包み、村の広場で御輿に乗って、神サマを祀まつった社やしろのある、祭りの会かい場じようへと運ばれているのである。


　四し方ほうを覆おおったすだれのすき間から、聞こえてくる太たい鼓この音は、どんどん大きくなってゆき──


　どんっ……！


　ひときわ大きな音とともに太鼓の音が鳴り止やんで、同時に御輿もぴたりと止まる。


　着いたのだ。祭りの会場に。


　あたしは胸むねの裡うちで、事じ前ぜんに聞いた、このあとの手はずをくり返す。


　御み輿こしのすだれが開かれて、村人たちの見み守まもる中、村を守る精せい霊れい役やくのあたしが御輿を降おり、豊ほう作さくの神サマの像ぞうのまわりを三度回ってから、像の頰ほおにキスをして──




[image: ]


　あとはもぉ、呑のめや歌えやのどんちゃんさわぎ、という手て順じゆんだったはずである。


　ほどなく手順通り、正面のすだれが持ち上げられて、あたしははじめて祭りの会場を目にしたのだった。


　コウモリの翼つばさひろげてツノ生えて、六ろつ本ぽん腕うでで目ん玉ひとつの像の前に、両りよう目めのところだけくりぬいた、三角ずきんをすっぽりかぶり、片手に円月刀シミター、片手にたいまつかかげた人の群れ！


　どんどこどこどこどんどこどこどこ！


　そしてふたたび鳴りはじめる、おどろおどろしい太鼓の音！


　………………………………


　ど……


「どひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」





　……ちゅごぉぉぉぉぉん……


　ちゅごちゅどちゅどぉぉぉぉん……


　──その日──


　とある山の中ちゆう腹ふくに、攻こう撃げき呪じゆ文もんの火花がたてつづけに閃ひらめいたのだった。





　だむっ！


「どーゆーことですか一体っ!?」


　問もん答どう無む用ようで、怪あやしい集しゆう会かい粉ふん砕さいしまくったその翌よく日じつ。


　魔ま道どう士し協きよう会かいの営えい業ぎよう開かい始し時じ間かんとともに、あたしは評ひよう議ぎ長ちようのところに乗り込んだのだった。


　入ってくるなり、机つくえに手をつき、言ったあたしの剣けん幕まくに、評議長は身を引きながら、


「……な……!?　なんだねいきなり？


　何か問題でも……？」


「『何か問題でも』じゃないでしょーがっ！　一体何の祭まつりなんですっ！　きのうのあれはっ！」


「……豊ほう作さく祈き願がん……と聞いているが……」


　とまどいの表ひよう情じようを浮うかべつつ、自信なさげにつぶやいた。


　とぼけているようには見えないが、たとえ知らなかったにせよ、うら若い乙女おとめをあんなくそ怪しげな儀ぎ式しきに参さん加かさせた罪つみは万ばん死しに値あたいする。


　こめかみぴくぴくひきつらせ、あたしは口を開き──


「どーいうことですか!?　あれは!?」


　言ったのは、しかしあたしではなかった。


　声の方をふりむけば、あたしの後ろ──部屋の扉とびらを開け放ち、怒いかりの形ぎよう相そうで仁に王おう立だちになった一人の男の姿すがたがあった。


　としの頃ころなら三さん十じゆう前ぜん後ご。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいで平へい凡ぼんな顔立ち──という、町の中ででもすれ違ちがったら、すれ違ったことすら覚えていないような、まさになんの特とく徴ちようもないおっちゃんだった。


　おっちゃんは、づかづかづかっ！　と部屋を横切り、あたしを無む視しして評議長にガン飛ばし、


「親しん睦ぼくのため、とか言っておきながら、あんたの送り込んだひとのせいで昨日きのうの祭りは台だい無なしだっ！


　あれはこの村に対する宣せん戦せん布ふ告こくとでも受け取ればいいんですかねっ!?」


　完全に気を呑のまれている評ひよう議ぎ長ちように向かって一気にまくし立てる。


　……って……きのうの祭り……？


「ちょっと！　おっちゃん！」


　言ったあたしに、おっちゃんは、ちらりっ、と一いち瞥べつを投げてから、


「あとにしろ！　こっちは重要な……


　……ああっ!?」


　叫さけんでふたたびこちらをふり向き、


「きさまっ！　きのうのっ!?」


　あたしの顔を知っている──


「──ってことは……


　あんたっ！　さてはきのうのアレの責せき任にん者しやか何かねっ!?」


　言ってあたしは後ろに退すさり、おっちゃんと間合いを取って対たい峙じする！


「やはりか！


　きのうはよくも、せっかくの祭まつりを台無しにしてくれたなっ！」


「どやかましいっ！


　あんなひたすら邪じや悪あくな儀ぎ式しき、問もん答どう無む用ようで完かん全ぜん粉ふん砕さいするのが世のため人のため、ってもんよっ！」


「……じゃ……!?　邪悪な儀式だとっ!?


　どこがだっ！」


「全部よ全部ぅぅぅぅっ！」


　ぜんっぜん自じ覚かくのないセリフに、あたしは思わず絶ぜつ叫きようした。


「何を言うっ！　どこからどう見ても、正式な作さ法ほうに則のつとった豊ほう作さくの祭りじゃないかっ！」


「うそつけぇぇぇぇっ！


　第だい一いち何なのよっ!?　あのあやしさ大だい爆ばく発はつな像ぞうはっ!?　あれのどこに豊作の祈いのりがこめられてるっつーのよっ!?」


「どこが怪あやしいっ！


　ちゃんと込められてるだろうがっ！


　翼つばさは天の恵めぐみを象しよう徴ちようしてるし六本の腕うでは勤きん勉べんと労ろう働どう力りよく！　一つの目は、農業一つに専せん念ねんせよ、という意味だし、ツノは災さい害がいや穀こく物もつの病びよう気き・害がい獣じゆうなどを追い払はらう、という意味があるんだっ！」
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「ンなこじつけが通るかっ！


　それじゃあなんで、村のひとたちが、目だけ出した怪しい三角ずきんなんてかぶって、片手に円月刀シミターなんて持ってたのよっ!?」


「顔を隠かくす、つまり個人を殺すことによって、地ち域いき全ぜん体たいの繁はん栄えいと豊作を願ってるんだっ！


　円月刀シミターは、『災害や害獣などと戦うのに、神さまだけを頼たよりにするのではなく、私たちも力をあわせて努力します』という意い志し表ひよう示じなんだっ！」


「えーい、あー言えばこー言うっ！


　けど何をどー言ったって、変な像の前に剣けん片手の覆ふく面めん連れん中ちゆうが集まってる、なんつーのが、まともな祭まつりのわけないでしょーがっ！


　いかがわしいのを通り越こして、見た目めちゃめちゃコワかったわよっ！」


「黙だまれっ！


　……たしかに、たいまつ持ってみんなで像の前に集まった時には、あんまりビジュアル的にコワすぎるんで、みんなビビりまくってたけど……


　それは言うなっ！」


　気にしてたのか。実は。


「とにかく！　だ！


　こっちは町から来てくれたアドバイザーの指し示じで、ちゃんと作さ法ほうに則のつとった祭りをやったんだっ！


　祭りに関しちゃあシロウトのあんたに、文句つけられるすじあいはないんだよっ！


　……ましてや、せっかくの祭りを台だい無なしにされるいわれなんぞ……」


「──ちょっと待てぃ」


　おっちゃんのことばを遮さえぎり、あたしは言う。


「アドバイザーの指示……って……


　何？　それ？」


「言った通りだ。


　半年ほど前に町からやって来た人が、ちゃんとした豊ほう作さくの祭りのやりかたを教えてくれてな。


　その人をアドバイザーとして、指示された正せい式しきな作法に則って、きのうの祭りをとりおこなったんだっ！


　……それを……」


「……それ……だまされてる。絶ぜつ対たい。」


「……………………」


　ぼそりっ、と言ったあたしのことばに、おっちゃんはしばし硬こう直ちよくし、


「──そ──


　そんなわけがあるか！」


「一いつ瞬しゆん硬直したでしょ。今」


「や……やかましいっ！


　あんたは知らないだろうが、あのひとはな、あの有ゆう名めいな白しろ魔ま道どう都と市しセイルーンで、神しん官かんやってたんだぞっ！」


「……ほぉう……


　赤の龍神スイーフイードを祀まつる『白魔道都市』の『神官』をやってて、なぜか豊作の祭まつりにくわしいわけね？　その人は」


「……むう……」


　おっちゃんは、むずかしい顔で腕うでを組み、


「そう考えると……多た少しよう合が点てんのいかぬところもあるな……」


「多少かぁぁぁぁっ！


　つーか、あの、どー見ても邪じや神しん像ぞうにしか見えない像見た時に、変だなー、とか思わなかったわけっ!?」


「いや、『神サマというのは我われ等らの常じよう識しきを超ちよう越えつしたものだから、人間から見たら奇き異いに映ることもある』と説明されて……」


「奇異すぎるわぁぁぁぁっ！」


　思わずあたしは絶ぜつ叫きようした。


「……むうっ……いや…しかし……


　我々の常識や価か値ち観かんが真しん理りだとは限かぎらない、とも言われたし……」


「たしかにそーだけど、真理っつーのは、誰だれから見ても正しいから『真理』ってゆーわけでしょーがっ！


　あの像やら儀ぎ式しきやらの一体どこをどう見たら正しく見えるわけ？」


「……うーむ……


　そういうふうに言われると……


　なんだかちょっと、だまされてるよーな気分になるなー……」


「ロコツにだまされてるでしょーがっ！　それはっ！　ロコツにっ！」


　……ったく……自分の脳のうミソで考えずに、教えられたこと鵜う呑のみにするタイプの人間ってこれだから……


「けどそれじゃあ……あいつはなんだって、おれたちを騙だましたりしたっていうんだ？」


「知らないわよ。ンなことまでは」


「……んむぅ……」


　男はしばし、むつかしい顔で沈ちん黙もくし、


「……たしかに……あんたの言うことには一いち理りある。


　しかし正直、どちらの言い分もまだ半はん信しん半はん疑ぎといったところだ」


　まだ半信半疑かい。おい。


　おっちゃんは、決けつ意いを込めたまなざしで、あたしの瞳ひとみを、ひた、と見つめ、


「もし、あんたが正しい、っていうのなら、これから俺おれといっしょに、あいつのところに行ってくれないか？


　あいつがおれたちを騙してたのか、それともあんたが、祭まつりをぶちこわしたいいわけに、ごたくを並べてるだけなのか……


　双そう方ほうの話を同どう時じに聞いて、その上で、どっちが正しいのかを見み極きわめたい」


　……みきわめる……って……ムリだろ。あんたのフシ穴あなぢゃ……


　などと本ほん気きで思うのだが、ここでそれを口にして、『そんなこと言うところを見ると、ウソついてるだろ』などと言われたらめちゃめちゃ腹が立つ。


　それに、ここでうぢうぢ言ってるよりも、村人たちをたぶらかしていた相手をさくさくはり倒たおし、当人の口から『噓うそでした』とか言わせた方が早そうである。


　……まあ……やっぱしお金にはなりそうにないけど……このまま『祭りを台だい無なしにした女』と思われつづけるのもシャクである。


「──いーわ。それじゃあ早さつ速そく、そいつのとこに行きましょーか」


「ああ」


　あたしとおっちゃんは、言ってうなずき、きびすを返し──


「……おーい……」


　二人の背中にかかった声にふり向けば、所しよ在ざいなげに座すわったままの評ひよう議ぎ長ちよう。


　すねたようなまなざしをこちらへと向けて


「……とりあえず……わし……全ぜん然ぜん事じ情じよう説せつ明めい聞いてないんだけど……」


『──あ。』


　あたしとおっちゃん、二人は同時に声を上げたのだった。





「──ここだ──」


　おっちゃん──祭りの実じつ行こう委い員いん長ちようクレヴィルが、言って足を止めたのは、村はずれにある一いつ軒けん家やの前でのことだった。


　考えてみたら、自じ己こ紹しよう介かいもしていないことに気がついて、ここまで来る道すがら、あたしたちは互たがいに名な乗のりあった。


　そして問もん題だいの、自じ称しようアドバイザー……名前はラガスタインというそうだが、そいつの住む家がここ、というわけである。


　……が……


「………………………………」


　そのたたずまいを目の前に、あたしは思わず、眉まゆをひそめて立ちつくしていた。


　築ちく何なん十じゆう年ねん──いや、あるいは百ひやく年ねんを過すぎているかもしれない。石いし造づくりの壁かべは黒くすす汚よごれ、壁に這はうツタは枯かれて茶色くなっている。


　そんなわけはないはずなのだが、建たて物もの自じ体たいがのしかかるように傾かたむいているような気すらする。


　窓まどのほとんどは古びた木のブラインドで閉とざされて、開いている窓にも、灰かい黄おう色しよくの重く厚いカーテンが垂たれ下がっている。


　……でもってなおかつ、あたりの枯れ木にカラスの群むれが止まって啼ないている、とゆー念の入りよーである。


　……なんだか……ここの上空だけ、どんより曇くもりまくってるよーに思えるのは、あたしの気のせいだろーか……？


「……なんか……怪あやしさ総そう攻こう撃げき、って感じねー……」


「まあ、古い家だからな。


　十年ほど前までは、代だい々だい地じ主ぬしさんの一家が住んでらっしゃったんだよ。


　で、ちょうど空き家になってたんで、ラガスタインさんが住みはじめた、ってわけだ」


「……ちなみに……前に住んでた地主さんたちって……？」


　あたしの問いにクレヴィルは、ぽりぽり頭をかきながら、


「いやぁ。原げん因いん不ふ明めいの病びよう気きでばたばたと」


　とりこわせ。こんな家。


「ま、とにかく行こうぜ」


　不ふ吉きつな過か去こと見た目とを、毛ほども気にする様よう子すもなく、クレヴィルは、すたすたと玄げん関かんに向かって歩き出す。


　……なんか……ひたすら入りたくないよーな気はするのだが、こんなところで突っ立っていても、事じ態たいが進しん展てんしないことは事じ実じつである。


　意を決し、あたしはわずかな距きよ離りを置き、彼のあとについてゆく。


　言うまでもないことだが、クレヴィルが敵てきだという可か能のう性せいも多々あるのだ。


　あたしを怪しい儀ぎ式しきか何かのイケニエにしようと思ったが、反はん撃げきされて逃にげられた。だからつまらないウソをついて、この館やかた、ワナの待つ場所に誘さそい込もうとしている──そう考えても話のスジは通るのだ。


　……もっとも……こやつがただの、なんにも考えてないひと、とゆー可能性も多分にあるのだが……


「おーい。ラガスタインさーん」


　獣けもののドクロをかたどった、ドアノッカーをこんこん叩たたき、クレヴィルは、大きな声で呼びかける。


　しばしの沈ちん黙もく──いや、カラスの声と風の鳴る音。


　しびれを切らしたクレヴィルが、ふたたびドアノッカーに手を伸のばそうとしたその時。


「……鍵かぎはかかっておらん……入ってくるがよい……」


　低くかすかな男の声は、ドアの内側から聞こえた。


「お邪じや魔ましますぜ」


　クレヴィルは、言って扉とびらに手をかけた。


　……っぎいぃぃぃぃぃいぃ……


　重くきしんだ音を立て、扉は内がわへと開いた。


　中は──暗い闇やみに沈しずんだホール。


　閉とざされた窓のブラインド、そのすき間から、思い出したように漏もれ入る光の帯も、闇をきわだたせる役にしか立っていなかった。


　床ゆかに敷しかれたじゅうたんも、もとはあざやかな赤だったのだろうが、年月というくすみを吸って、かたまりかけた血のような色になっている。


　壁かべには女性の肖しよう像ぞう画が、そして隅すみには全ぜん身しん鎧よろい。


　……もぉ、ここまであからさまに怪あやしいと、ツッコミどころが多すぎて、ツッコミを入れる気すら起きない。


「──ラガスタインさん!?」


　クレヴィルの呼びかけに、わずかな間を置いてから──


　……っ……っ……


　じゅうたんを踏ふみしめる、音ともいえぬ音を立て、その人物は、闇の奥おくから現れた。


　としは──たぶん、実じつ際さいはわりと若いのだろう。しかし不ふ健けん康こうな顔色と、やせこけた頰ほおのせいで、まるで老人のようにも見える。


　すっぽりかぶったローブもフードも、あせたような灰はい色いろで、目ま深ぶかなフードのその下からは、昏くらいまなざしと、赤茶けたぼさぼさの髪かみが覗のぞいていた。


　……ぢゃらりっ……
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　その身につけた、動物の骨ほねと石いし塊くれでできた装そう飾しよく品ひんが小さな音を立てる。


「──何の──用だ？」


　男は、低く陰いん気きな声で、つぶやくようにそう言った。


　──こいつが──ラガスタイン？


　刹せつ那な──





　どがづっ！





「うぶぅっ!?」


　あたしのハイジャンプかかと落としが、クレヴィルのどたまにつき刺ささった！


「……なっ……!?


　何するんだいきなりっ！」


「『何するんだ』ぢゃないわよっ！」


　身を起こし、抗こう議ぎの声を上げるクレヴィルに向かって、あたしはラガスタインを指さしながら、


「一体なぁぁぁぁに考えてこぉぉぉんなくそ怪あやしい奴やつの言うこと信用したのよっ!?　あんたらはっ!?」


「……お……大きい町から来たっていうし、それに、以い前ぜんはセイルーンで神しん官かんやってたっていうから……！」


「……あんた、ニセブランド商しよう品ひんとかにめちゃめちゃ引っかかりやすいタイプでしょ？」


「……な……なんでわかるんだっ!?」


　やっぱしそーかい。


　よくいるのだ。なんだか権けん威いのありそーな肩かた書がきやら地名やらにすっかりだまされて、あっさり相手を信用する奴が。


　どーやらここでは、村ぐるみ、そのタイプのひとたちだったみたいだけど……


「あのねぇっ！


　この、どぉ見ても怪しさ満まん艦かん飾しよくの奴の言うこと、なんであっさり信じるわけっ!?」


「……な……何を言う!?


　さてはあんた！


『見た目でひとを判はん断だんしちゃいけないよ』って、親から教育されてないのか!?」


「限げん度どっつーもんがあるわぁぁぁっ！」


　あたしは力いっぱい絶ぜつ叫きようした。


　……くっそー……信じる信じないとゆー点で、このくそ怪しいのと天てん秤びんにかけられてたかと思うと、しんそこ腹が立ってくる。


「そもそもっ！　『かわいい女の子と怪しい風ふう体ていのにーちゃんとでは、かわいーねーちゃんの方を信じよ』って、赤の龍神スイーフイードの教えにもあるでしょっ！」


「……そ……そうなのか!?」


　あたしのことばに言うクレヴィル。


　……いや……ンなこと信じられても、ソレはソレで困るけど……


「……くくくくくく……笑わせるな……


　そんな戯たわけた教えを流る布ふする神などおるものか……」


　あたしとクレヴィルのやりとりに、横からラガスタインが、しごくもっともな意見をはさむ。


　ばさりっ！　とローブをはためかせ、


「我われを信じよ！　疑うたがうことなく！


　我わが声こそが神の言葉なり！」


　……それもダメだろ。それも。


　クレヴィルは、苦く悩のうの表情を浮うかべて、


「……じつはこちらのお嬢じようさんが、昨さく夜やの祭まつりを阻そ止しして……『祭りのしかたが間ま違ちがっている』とおっしゃるのです。


　正直、迷まよっているんです。ラガスタインさん、あなたと彼女、どっちの言葉が正しいのか……」


　……『自分が言ってるのは神の言葉だ』なんぞとぬかす奴やつの言うことを信用するよーになったら、人間おしまいだし……とかも思うのだが、とりあえず、それは口にしないことにする。


　ラガスタインは、あたしの方に目をやると、口の端はしを笑えみの形にゆがませて、


「……お嬢さん……どうやら何か誤ご解かいがあるようですな。


　まあ、よくある勘かん違ちがいだとは思いますが。


　そもそもあの神しん像ぞうにも衣い装しようにもそれぞれ意味があって……」


「聞いたわよ。こっちのひとから。


　天の恵めぐみとか病びよう魔ま退たい散さんとか……


　けど何をどー言ったところで、あれってどこからどう見ても、邪じや神しんへのイケニエの儀ぎ式しきとかにしか見えないでしょーが」


「……くっ……！　我が理り論ろん武ぶ装そうをひとことのもとに否ひ定ていするとはっ……！」


「……いや……あの見た目の怪あやしさは、理論武装とかでどーにかなるよーなもんじゃないよーな気が……」


「……ちっ……！　こうなったら仕し方かたない！


　話してもわからんとなれば、慈じ悲ひの心をもって罰ばつを与あたえ、改かい心しんを迫せまるのみっ！」


「……それって……『力ずくで黙だまらせる』って言わない……？」


「やかましいっ！」


　ぱちんっ！


　ラガスタインが指を鳴らすとともに、後ろの壁かべが、ばたむっ！　と開く！


　隠かくし扉とびらか！


　その向こうに佇たたずむは、目の部分だけをくりぬいた三さん角かくずきんにローブ、片手に円月刀シミター、という、昨さく夜や見たあのかっこうをした人たち、その数ざっと十人程てい度ど！


　その中から、一人だけ色いろ違ちがいの黒いコスチュームに身を包つつんだ奴やつが、ずいっ、と一歩、前に出て、


「ほーっほっほっほ！　せっかくの祭まつりを台だい無なしにして、逆ぎやくに文句をつけてくるとは、盗ぬすっ人とたけだけしいとはこのことねっ！」


　……をい……


　その人物は、両手を腰こしの横に当て、ローブの下で、腹が立つほどデカい胸を大きくそらせて、
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「しかぁぁぁぁしっ！


　ここにこのわたし、匿とく名めい希き望ぼうのナー……


　……もといっ！　匿名希望の魔ま道どう士しがいたのがあなたの運の尽つきよっ！」


　……………………


「……で……？　ンなところで今度は何やってるわけ……？　ナーガ？」


　──ぴきっ！


　あたしのことばに、一いつ瞬しゆんナーガはロコツに硬こう直ちよくし、


「……ふ……ふっ！


　何を言ってるのかわからないわね！　リナ＝インバースっ！


　こっちが匿名希望って言ってるんだから、すこしは気を利きかせなさいよっ！」


「……いや……まあ……この際なんでもいいけど……」


　ぽりぽり頭を搔かくあたしに、横あいからクレヴィルが、


「知り合いなのか？」


「知らないひとです」


　あたしは迷わずきっぱり言った。


　視し線せんをナー……謎なぞの人物に向け、


「……で？　謎の人物さん、なんだって今回は、ンなくそあやしい奴やつについてるわけ？」


「ふっ！　『くそあやしい』とは、ずいぶんと了りよう見けんが狭せまいわねっ！


　神さまのまつりかたも、地方によっては風ふう習しゆうも違ちがえばやりかたも違うのは当たり前っ！


　郷ごうに入っては郷ごうに従したがえ、という言葉を知らないのかしら!?」


　謎の人物のことばに、あたしはがっくり肩かたを落とし、


「……なるほど……つまりあんたも、寝ねボケた理り論ろん武ぶ装そうとやらに言いくるめられたクチなわけね……


　事じ情じようは大体わかったから……いーからとっととかかってきてね」


「ふっ！　ならばいくわよリナっ！


　行くのよあんたたちっ！」


『はっ！』


　謎の人物の号ごう令れい一いつ下か、その他おおぜいの三角ずきん連れん中ちゆうが、手に手に円月刀シミターふりかざし、あたしを目がけてダッシュする！


　ふっ！　なるほどっ！　そーいう戦せん法ぽうでくるかっ！


　あたしは即そく座ざに口の中で呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


　その他おおぜいたちが目前へと迫せまり──


　一いつ瞬しゆん早かった。


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」


　謎の人物が呪文を放つのよりも──


「魔風デイム・ウイン！」


　あたしが呪文を放つ方が。


　謎の人物が唱えたのは、風の力を爆ばく発はつ的てきに解かい放ほうし、あたりをみんな薙なぎ散ちらす、無む差さ別べつ広こう範はん囲い型がたの攻こう撃げき呪文。つまり、ザコ連中であたしの足を止め、みんなまとめて吹ふっ飛ばす、というのが狙ねらいの戦法である。


　対してあたしが放つのは、ただ単に強風を吹かせる術じゆつ。


　子供がカサでもさしてれば、吹っ飛ばされるかもしれないが──といった程てい度どの風である。殺さつ傷しよう能のう力りよくなどはなく、せいぜいが、相手の動きをしばしおしとどめるのが関の山。


　しかしもちろんあたしも、これで連中を倒たおすつもりはさらさらない。


　呪文に多少のアレンジを加えて、風の吹く方向を変えているのだ。


　すなわち──あたしの目の前から、後ろに向かって。





　ごぅっ！





　同時にあたしは床ゆかを蹴けり、自分で吹かせた風に乗って後ろに飛んだ！


　開いたままの扉とびらの方へ！


　そのままかなりのスピードで、玄げん関かんの扉をくぐり抜ぬけ、着ちやく地ちと同時に大きく横に跳とぶ。


　その瞬間。





　ごばぁっ！





　建物の内部でナー……謎なぞの人物（あーめんどくさいッ！）の術が炸さく裂れつし、爆ばく風ふうにはじき出されて、その他おおぜいの三角ずきん連中が、玄関扉からぼてぼてはじき出された。


　つまりあたしは、相手の作戦を読んで、自分だけ、建物の中から緊きん急きゆう脱だつ出しゆつしたわけである。


　これでほとんど労せずして、ほぼ全員が片づいたはず。


　……クレヴィルもいっしょくたに片づいてるよーな気がするが、ま、それも運命とゆー奴やつである。


　さて、ほかの連中はどうなったか？


　あたしは玄関に目をやって──


「──なんだ!?　こりゃ!?」


　驚きよう愕がくの声は、いきなり後ろから聞こえてきた。


　ふりむけばそこには、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ十人ほどの村人たち。


　……何者……？


　あたしが問うより早く。


「──あぁぁっ！　この女っ！」


　中のひとりが、あたしを指さし、声をはり上げた。


「きのうのあの女だっ！」


「なにぃっ！」


「てめえがっ!?」


　口々に声を上げ、おそれと怒いかりのないまぜになった視し線せんをあたしに向ける。


　おそらくは、あたしとクレヴィルが協会を出たあと、抗こう議ぎに来た村人たち、といったところなのだろう。


　評ひよう議ぎ長ちようさんから、あたしたちがこっちに向かったことを聞き、やって来て、この事じ態たいに出くわした──


　……とするとまずいっ！　ここでこいつらほったらかしにしたら、勝かつ手てに盛り上がって、つっかかってくること必ひつ至し！


　ならばっ！


「──ちょうどいいわ。


　今から、あんたたちをだましてた奴やつをぶち倒たおすところよ」


「……だましてた……？」


　あたしのことばに、住民たちの顔にとまどいの色がひろがる。


「そーゆーこと。


　クレヴィルさんといっしょに、ここに話し合いに来たとたん、問もん答どう無む用ようで攻こう撃げきを受けたのよ！


　……おかげでクレヴィルさんは……」


　そこであたしは、ことばを切って視線をそらせる。


　これでもぉ、村人たちの不ふ吉きつな想そう像ぞうかき立てまくり、である。


「……ま……まさか……？」


　思惑おもわく通どおりに顔色をなくす村人たち。


　おーしっ！　これでもぉ、どう転んでも悪あく党とうはラガスタインの方であるっ！


　あたしは玄げん関かんの方に向かって大声で、


「出てきなさい！　ラガスタイン！


　村のひとたちの目の前で、あんたの大ウソ、あばいてあげるわっ！」


　むろん、謎なぞの人物の一いち撃げきで、いっしょくたにノビている可か能のう性せいが大なのだが、それならばそれもまたよし。


　──と、思ったのだが──


「……騒さわぐな……小こ娘むすめが……」


　開いた扉とびらの向こうにわだかまる闇やみか、一いつ瞬しゆん、ゆらりっ、とゆらめいて見え──


　ゆっくりと歩み出たのは、くすんだ色のローブ姿すがた！


　それは、ほかでもない三さん流りゆうサギ師し、ラガスタインの姿すがただった！







　遠まきにとり巻く村むら人びとたちを観客ギヤラリーに、あたしとラガスタインの二人は、風の中に対たい峙じした。


　……ざあっ……


　茂しげる雑ざつ草そうが風に鳴る。


「あなたの野望もこれまでよっ！　ラガスタインっ！」


　びしぃっ！　と相手を指さして、あたしは声をはり上げた。


「村のひとたちをだまくらかして、自分のいいなりにしよう、とか思ってたんでしょうけど……


　そうはさせないわよっ！」
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「……くくく……何を……」


「部下に命じて、いきなりクレヴィルさんとあたしとを攻こう撃げきしてきたのが、何よりの動かぬ証しよう拠こっ！」


　ことばを遮さえぎってあたしは言う。


　相手に反はん論ろんさせずに、クレヴィルもいっしょに攻撃されたこと、そのやりくちが卑ひ怯きようっぽかったことを強調し、村人たちをこちらの味方につける、という寸すん法ぽうである。


「村のひとたちにもバレてるわ！　あなたがみんなをだましてたことは！


　つまり、もう何をどう言いつくろったところでムダなのよっ！


　いーかげんあきらめるのねっ！」


　さらに言いつのるあたしに、彼はしばし沈ちん黙もくし──


「……くっ……」


　その肩かたが小さくふるえた。


　──笑って──いるのだ──


「……くっ……くっくっくっくっ……


　たしかに……お前の言う通り、どうやらここまでのようだな……」


「──ど──どういう意味だ!?」


　村人の一人が色めき立って問いかける。


　いやあんた。どーいう意味も何も、だまされてたんだってば。


「……わからんか……


　ならば教えてやろう！


　このラガスタイン、セイルーン出身の元もと神しん官かんで、豊ほう作さくの祭まつりを司つかさどっていたというのは真っ赤な噓うそ！」


「なにぃぃぃぃぃっ!?」


　驚きよう愕がくの声を上げる村人たち。


　……いや……だからな、あんたら……


「我われは貴き様さま等ら愚ぐ民みんとは、相あい容いれぬ神を崇あがめる者！　豊作の祭りと称しようし、我わが神への儀ぎ式しきを執とり行わせ、やがては貴様等を我等の神へと帰き依えさせて、我が同どう志しとしてやろうという完かん璧ぺきな計画を立てておったのだ！


　そこの女さえ来なければ、もうあと一歩のところだったのだが……」


　あと一歩だったんかぃ。あれで。


　あたしがそうツッコミを入れるより早く。


「ほーっほっほっほ！　話は全部聞かせてもらったわよっ！」


　聞こえたのは、聞きおぼえのあるバカ笑いだった。


「なにっ!?」


　ラガスタインは、驚おどろきの声を上げて後ろをふり向き、横へとよける。


　彼をおしのけるような形で、くそえらそーに胸を張り、玄げん関かんから、ずいっ！　と姿すがたを現したのは、黒いとんがり頭の三角マスクにローブ姿すがたの、匿とく名めい希き望ぼうの謎なぞの人物！


「……な……？　何だ貴様!?」


　うろたえるラガスタインに、謎の人物は、自分のローブに手をかけて、


「ふっ！　今こそ教えてあげるわっ！　このわたしの正体をっ！」


　言うなり、ばさぁっ！　と、自分のローブとマスクをはぎ取った！


『おおおおおおおおおおっ!?』


　ラガスタインと村人たち、双そう方ほうの口から驚きの声が上がった！


　長い黒くろ髪かみ、白い肌はだ。やたらと露ろ出しゆつ度どの高いコスチュームにドクロのネックレス！　肩かたにはトゲつきショルダー・ガード！


　そう！　彼女こそ、天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そん！　言ごん語ご道どう断だん燃もえないゴミこと白蛇サーペントのナーガ！


「ほーっほっほっほ！


　どうやらみんな、意外な展てん開かいに声も出ないようねっ！


　ということは、わたしの正体に気がついてなかったようねっ！」


　自じ慢まんたらたら鼻高々、大きく胸張り、いばりまくるナーガ。


「……いや……みんながびっくりしたのは、単にあんたの格かつ好こうが、やたらと変だったからだと思うんだけど……


　第一、正体も何も、村の人たち、あんたのこと知らないでしょーが。そもそも」


「ともあれラガスタインっ！」


　あたしのツッコミをさらりと無む視しして、ナーガは、かたわらのラガスタインを、びしぃっ！　と指さし、


「こうして悪あく事じが明るみに出た以上、おとなしく、このわたしに退たい治じされて、ためこんだおたからを没ぼつ収しゆうされるのねっ！」


「へっ!?　おたからっ!?」


「……[image: ]っ……!?」


　思わず声を上げたあたしに、ナーガは小さく呻うめいて視し線せんをそらし、


「……な……何のことかしらリナ？　きっと聞き違ちがいよ。


　やーねぇ。胸が小さいと耳も遠くなって」


「胸が関係あるかぁぁぁぁっ！


　……なるほど……前に住んでたところでロクでもないことやってかせいだか……ここで村むら祭まつりの資し金きんを横おう領りようしたか……


　どーせそんなところね。


　とにかくっ！


　ラガスタイン！　いずれにしても、あなたの野や望ぼうももはやこれまでっ！


　おとなしく降こう参さんすれば、痛い目だけは見ずにすむわよっ！」


　さすがに村人たちの前で、『おたから全部よこせ』とは言えず、穏おん便びんな表ひよう現げんにとどめるあたし。


　しかしそれでも、ラガスタインを怒おこらせるには十分だったようである。


「おのれぇい小こ娘むすめどもっ！　言わせておけば好き放ほう題だいにっ！


　よかろう！


　ならば我わが力をもって、その身に思い知らせてやろう！


　痛い目を見るのが果たしてどちらかを！」


　言って大きく間合いを取ると、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開かい始しした！


「攻こう撃げきが来るわよ！


　巻き込まれて死にたくなかったら逃にげて！


　できるだけ遠くに！」


「うわわわわわわっ!?」


『死にたくなかったら』のひとことが効いたのか、あたしのことばに、あわてて逃げ出す村人たち。


　おーしっ！　これで、ラガスタインをへち倒たおしたあと、誰だれはばかることなくゆっくりと、おたから物ぶつ色しよくできるとゆーものっ！


　ラガスタインをにらみすえ、あたしは口の中で呪文を唱となえはじめる。


「炎の矢フレア・アロー！」


　戦いのはじまりを告げたのは、ラガスタインの放った一いち撃げきだった。


　生まれ出た、五、六本の炎ほのおの矢が、あたしを目がけてつき進む！


　しかぁしっ！　ンなせせこましい攻こう撃げきで、このあたしがどうにかできる、などと思うこと自じ体たい、根こん本ぽん的てきな間ま違ちがいであるっ！


　いともあっさり身をかわし、お返しの一撃を放つあたしのその声に、ナーガの声が重なった！


『火炎球フアイアー・ボール！』


　生まれ出た二つの光こう球きゆうは、まっすぐラガスタインへと向かう！
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　しかし！


　魔ま道どう士しの両手が動き──





　づごどぉぉぉんっ！





　一いつ拍ぱくの間を置いて、あたしとナーガ、二人の放った火か球きゆうは虚こ空くうで炸さく裂れつした！


　ほほぉう！　火炎球フアイアー・ボールが、何かに接せつ触しよくしたら爆ばく発はつする、という性せい質しつを踏ふまえた上で、ソデの中に忍しのばせた何かを投げつけ、空中で爆発させたか!?


　見かけがパッとしないわりには、なかなかやるっ！　油ゆ断だんはできないタイプ、ということかっ！


「氷フリーズの・矢アロー！」


　続くナーガの一撃も、ラガスタインは斜ななめ後ろに跳とんで回かい避ひする。


　──反はん射しや神しん経けいも悪くない！


　そして魔道士は、次の呪じゆ文もんを解とき放はなつ！


「獣魔吠グ・ル・デイーバ！」


　大地に二つ、光の輪サークルが出しゆつ現げんし、その中から、黒い姿すがたがわき上がる！


　召しよう還かん呪じゆ文もんかっ！


　出しゆつ現げんしたのはレッサー・デーモンが二匹ひき！


「くははははは！


　わかるか!?　これが何なのか!?


　レッサー・デーモン──すなわち魔ま族ぞく！」


　勝ち誇ほこり、哄こう笑しようを上げるラガスタイン。


「こやつらに並の攻こう撃げきは通用せんぞ！


　なにせ……」


「黒妖陣ブラスト・アツシユ！」





　どぅむっ！





　その言葉も終わらぬうちに。


　あたしの放った黒くろ魔ま術じゆつが、出てきたばかりのレッサー・デーモンの片方を、闇やみの奥おくへと消し去った。


「……………………！」


　ことばを失なくし、立ちつくすラガスタイン。


　むろん今の一撃、人間が食らえば、問もん答どう無む用ようであの世行きである。


「──どうする？


　今の一発、直接あんたに当ててもよかったんだけど──


　もう一回言うけど、おとなしく降こう参さんするなら、痛い目見なくてすむわよ」


　ラガスタインが、見かけによらず、なかなか使える魔ま道どう士しならば、今あたしが放った術じゆつの怖こわさも知っているはず。


　もともと、おどしに使うつもりだったのだが、出てきたばかりのレッサー・デーモンも倒たおせて一いつ石せき二に鳥ちようである。


「……なるほど……


　我われはどうやら、お前たちを甘あまく見ていた、というわけか……」


「それがわかったのなら──」


　しかし、あたしのことばを遮さえぎって、ラガスタインはレッサー・デーモンに命めい令れいを下す！


「そこの女どもを倒せ！」


　ぐおぉぉぉぉぉんっ！


　ひと声吠ほえて、その身の前に、十数本もの炎ほのおの矢を出しゆつ現げんさせるレッサー・デーモン！


　同時にラガスタインはさらに後ろに退さがる！


　そこに──


「螺光衝霊弾フエルザレード！」


　きゅごぅっ！


　炎の矢を放ついとまを与あたえずに。ナーガの放った一いち撃げきが、残ったレッサー・デーモンをうち砕くだく！


　同時にあたしは、ラガスタインを目ざして地を蹴けった！


　おそらくレッサー・デーモンに時間かせぎをさせておいて、広こう範はん囲い攻こう撃げき型がたの大おお技わざ呪じゆ文もん一いつ発ぱつで、あたしとナーガをしとめるつもりなのだろうが──そうはさせないっ！


　呪じゆ文もんを唱となえる余よ裕ゆうも与えずどつき倒すっ！


　──だが──


　次の瞬しゆん間かん、ラガスタインの口から出たのは呪文ではなく、呼よびかけのことばだった。


「来たれ！　我わが魂たましいを代だい価かに結むすびし盟めい約やくに従したがいて！


　遥はるけき北の大地より、とくこの地へと！


　我が盟と友もラギアソーン！」


　かっ！


　ラガスタインの声と同時に、大地から光が吹ふき出した！


「──!?」


　あわてて後ろに跳とぶあたし。


　光は大地を疾はしり抜ぬけ、その軌き跡せきが草原に紋もんを描えがく！


　──北を頂ちよう点てんとする逆ぎやく五ご紡ぼう星せい──


　その五紡星の中心に。


　ゆっくりと。わき出すように。


　大地から、黒い影かげがせり上がって来る。


　──それは、あの像ぞうに似ていた。


　昨さく夜やの祭まつりで、会場に飾かざってあった邪じや神しん像ぞうに。


　コウモリのような黒い翼つばさに六本の腕うで。額ひたいの右がわからは、ねじくれた一本のツノが生えている。


　その顔は人間に似ているが、右の目はなく、異い様ように大きく、血走った左目だけが、こちらをにらみすえていた。


　むろんこんなもの、普ふ通つうの生き物のわけはない。


　レッサー・デーモンやブラス・デーモンとも違ちがう。


「……まさ……か……」


　あたしは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


　見たことのない敵てきだった。


　しかし、正体の予よ測そくはつく。


「……あれは……」


　いつの間にか、そばに来ていたナーガが呆然とつぶやいた。


　その頰ほおに、ひとすじの汗あせが伝い流れる。


「……純じゆん魔ま族ぞく……」
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　純魔族──


　ひと口で『魔族』と言っても、さまざまな種類と、さまざまな力のランクがある。


　そこいらへんで、野の良らデーモンとして現れたり、二に流りゆう魔ま道どう士しに召しよう還かんされてコキ使われていたりするのは、たいていは、『亜あ魔ま族ぞく』と呼ばれる、ブラス・デーモンかレッサー・デーモンあたりである。


　こいつらも、並の戦士や魔道士にとってはじゅーぶんに強きよう敵てきなのだが、普通の武器で斬きれば傷つくし、頭もあんましよくはない。


　しかし──


　純魔族と呼ばれる奴やつ等らは、ここいらへんの奴とはひと味もふた味も違うのだ。


　魔力を帯おびない普通の武器は全く効かず、攻こう撃げき力りよくも防ぼう御ぎよ力りよくも、レッサー・デーモンやブラス・デーモンとはケタ違い。


　同じ『魔族デーモン』と呼ばれていても、はっきし言って、その戦せん闘とう力りよくには、猫ねこの子と虎とらほどのひらきがあった。


　──あたしの郷く里にの姉ねえちゃんは、以い前ぜん、純魔族を麵めん棒ぼうだかすりこぎだかでどつき回したことがあったと聞いているが、それはあくまで例外中の例外である。


「──ほう。よくわかったな。こやつの正体が」


　ナーガのつぶやきに、ラガスタインは、にまりっ、と小さな笑えみを浮うかべて、


「その通り！　我わが魂たましいと引き替かえに契けい約やくを結むすびし、彼かの者の名はラギアソーン！


　さきほど貴き様さま等らが倒たおしたレッサー・デーモンごときと同じだなどとは思うなよ！


　竜ドラゴンたちさえ恐おそれおののく、純じゆん粋すいなる魔ま族ぞく！


　その前に立ちはだかるものには、すなわち死、あるのみっ！」


「……そんな……！」


　あたしは驚きよう愕がくにふるえる声でつぶやいた。


「子供だましのウソついて田舎いなかのひとだまくらかすしか芸のない奴が、なんで純魔族なんかと契約してんのよっ!?」


「……というか、純魔族と契約しているような奴が、なんだってこんなスケールの小さい三流サギやっているかが疑ぎ問もんね」


　あたしのあとに、しごく冷れい静せいにナーガがツッコミを入れる。


「なぜ、だと!?


　ふっ！　そんなこともわからんか!?」


　ラガスタインは、ローブのすそを、ばさぁっ！　とひるがえし、


「我われはこのラギアソーンとの契約により、強大な力を手に入れた！


　しかし強大な力を得たからといって、別にいきなり収しゆう入にゆう増えるわけでも、きれいなねーちゃんにモテモテになるわけでもないっ！


　かといってこいつを暴あばれさせたりしたら、命令しているこっちの方に刺し客かくがやって来ることうけあいっ！


　ならばっ！


　ここはやはり、じみちに活動して人々の信を得るしかないではないかっ！」


　……ひぅぅぅぅぅぅぅ……


　ポーズをつけて熱ねつ弁べんふるうラガスタインのそのことばに、どこかむなしい風が吹ふく。


　あたしは、人さし指でこめかみ押おさえ、


「……あー……つまり……漠ばく然ぜんと『力』が欲ほしくて、あとさき考えずに魔ま族ぞくと契けい約やくしたけど……


　活用のしかたがわかんないんで、とりあえず小こ悪あく党とうをやってる、ってわけね……」


「小悪党とは何だ小悪党とはっ!?


　とりあえず、当面の生活を楽にして、仲間やトモダチを増やし、落い着いたらぼつぼつと大きいことでもやろうかなー、という、我わが崇すう高こうな理念が理解できんのか!?　この俗ぞく物ぶつどもめが！」


「できないできない。」


「……というより、それのどこがどう崇高なのよ？」


「そーよねー。


　早い話が、『トモダチ増やして楽して暮らしたい。それができたら次は大きいこと』って言ってるわけだから……」


「ふっ。そちらの方がよっぽど俗物ね」


「やーい[image: ]　ぞくぶつー[image: ]」


　交こう互ごに言うあたしとナーガに、ラガスタインは、顔を怒いかりの色に染め、


「……お……おのれぇっ！　そこまで我われを愚ぐ弄ろうするかっ！


　ならばもうよいっ！


　やれっ！　ラギアソーン！


　そいつらを倒たおせっ！」


『……いいだろう……』


　くぐもった声でそう答え、魔ま族ぞく、ラギアソーンは、こちらに向かって静かに歩みを進めてきた。


　ラガスタインは、戦いに巻き込まれるのをおそれてか、あわててその場を離はなれてゆく。


　追つい撃げきをかけてやりたいところだが──純じゆん魔ま族ぞくを前に、正直、そんな余よ裕ゆうはない。


「──気をつけて！　ナーガ！　俗物小こ悪あく党とうと契けい約やくしてるとはいえ、相手はまがりなりにも純魔族よ！」


「ふっ！　わかってるわよリナ！　三流サギ師に鼻で使われていると言っても、腐くさっても魔族！


　油ゆ断だんをするつもりなんてないわよっ！」


「貴様ら！　よくも気にしていることをっ！」


　どうやら気にしていたらしく、吠ほえて、魔族は六本の腕うでをふるう！





　ぐおっ！





　生まれ出た六つの魔ま力りよく波はは、あたしとナーガ、それぞれに三つずつが飛ひ来らいする！


　しかし──狙ねらいが甘あまいっ！


　あたしとナーガは横に跳とび、魔力波からあっさり身をかわす。


　着地と同時に反はん撃げき開かい始し！　あたしは唱となえた呪じゆ文もんを放つ！


『烈閃槍エルメキア・ランスっ！』


　ナーガの声が、あたしの声に重なった。


　生まれた二条の光こう槍そうは、わずかにタイミングをずらして魔族へと向かう！


　相手の精せい神しんそのものに、直ちよく接せつダメージを与あたえる術じゆつである。これに直ちよく撃げきされたなら、純魔族とて無む傷きずとはいかないはず！


　ばさっ！


　魔族の翼つばさがひるがえり、自身の体をかばうように展てん開かいした。


　甘いっ！　翼といっても、やはり魔族の体の一部！　直撃すれば、精神に対するダメージは変わらない！


　だが──


　術が当たるその直前、ラギアソーンがふたたび黒い翼を開く。


　虚こ空くうに残る翼の残ざん像ぞう。


　ぱきぱきぃぃぃんっ！


　あたしとナーガの放はなった術は、その残像にぶち当たり、鋭するどい音を立てて砕くだける。


　──なにっ!?


　残像の形で虚空に魔ま力りよくを残し、こちらからの術の盾たてにした!?


　さすがにやるっ！


『甘く見るな！』


　吠ほえて魔ま族ぞくは、二本の手を一いつ閃せん。


　またもや生み出した魔ま力りよく波はを、あたしとナーガに向けて放つ。


　だが、さきほど通用しなかったものが、数を減らして通用するはずもない。二人はふたたび横に跳とび、一いち撃げきからあっさり身をかわす。


　──身をかわし──二人は肩かたを並べて立った。


　──まさか今のは──!?


　同時に純じゆん魔ま族ぞくは、胸むなもとに雷らい球きゆうを生み出し、両の翼をはばたかせる！


　ごうっ！　ばぢっ！


　生まれた烈れつ風ぷうに雷球がはじけ、荒あれ狂くるう嵐あらしとなってあたしとナーガへと向かう！


　やはりそうかっ！　腕うでの魔力波は、あたしとナーガを一か所に集めるための牽けん制せい！


　広こう範はん囲いのこの雷撃嵐舞サンダーストームから身をかわすことはほぼ不ふ可か能のう！


　ならばいちかばちかっ！


　あたしは腰こしのショート・ソードを引き抜ぬくと、片手でナーガに、後ろに退さがるように合あい図ずを送り、もう片方の手で、剣けんを地面につき立てる！


　同時にあたしも後ろに跳び──


　そして、雷かみなりの嵐が吹ふきすさぶ！





　ばぢばぢばぢっ！





　皓しろくかがやく稲いな妻ずまの群れは、空気の爆はぜる音を立て、あたしが地面につき立てた、ショート・ソードにつき立った！


　一いつ瞬しゆん遅おくれて、風があたしの身を打って、後ろの方へと吹き抜ける。


　おっしゃラッキーっ！


　言うまでもなく、ショート・ソードを避ひ雷らい針しんがわりにして雷らい撃げきを消し、無む害がいになった風だけを受けた、というわけである。


　もっとも、魔族が放ったのが、ほんものの雷いかづちだったからこそできたこと。もしあれが、雷らい撃げき状じようの魔力だったら、避雷針での防ぼう御ぎよはできなかっただろうが。


　ともあれ今度はこちらの番っ！


「餓竜咬デイスフアングっ！」


　あたしの唱えた『力あることば』に従って、草原に落ちたあたしの影かげが、異い形ぎようと化して伸のびてゆく！


　風に波うつ草の海の上にありながら、それははっきりとした、巨きよ竜りゆうのりんかくを持っていた。


　自らの影の中に幻げん竜りゆうを召しよう還かんし、相手の影を攻こう撃げきする術じゆつである。影の受けたダメージは、そのまま本体へとはねかえる。


『甘あまいと言ったはずだ！』


　吠ほえて魔ま族ぞくは腕うでの一本を閃ひらめかせる。


　生まれ出た魔ま力りよく波はは、まるで巨大なカマのように、草を大きく弧こ状じように薙なぎ斬きった！


　その上を這はう、巨竜の影とともに。


　首を薙ながれた影の竜は、そのまま草むらの中に沈しずむように消しよう滅めつした。


　そこに──


　朗ろう々ろうたるナーガの声が響ひびく！


「ならこれならどうっ!?


　魔竜吼グ・ル・ドウーガ！」


　ナーガの『力あることば』に従い、草原に、闇やみが集まり、凝ぎよう固こする！


　それは、一匹ぴきの、黒い巨竜の姿をとった。


　──魔王竜デイモス・ドラゴン──


　魔族の本ほん拠きよ、北のカタート山さん脈みやくにのみ棲せい息そくするという、闇色の鱗うろこを持った最さい強きよう竜りゆう。


　こと戦せん闘とう力りよくに関しては、竜王ドラゴン・ロードと呼よばれる黄金竜ゴールデン・ドラゴンすらも凌りよう駕がする。


　その黒き魔ま竜りゆうを、ナーガは呪じゆ文もんで召しよう還かんしたのだ。


　黒い巨竜の体じゅうには、魔の山々で生きることの厳きびしさを示すかのように、いくつもの傷きず跡あとが刻まれていた。


『……む……！』


　ラギアソーンの声に、わずかな動どう揺ようの色が浮うかんだ。


　そして──ナーガが魔族を指さし、魔竜に命令を下す！


「行くのよっ！　暗虚吠ヴオイド・ブレスっ！」





　くがぁぁぁぁぁっ！





　その命令に従って、魔竜の口から魔族に向かって闇が解とき放たれた！


　防ぼう御ぎよの姿し勢せいを取った魔族の姿が闇の中へと消える。


　そして唐とう突とつに──風が吹ふく。


　吸い込まれているのだ。あたりの空気が。


　魔竜の放つ闇の中へと。


　やがて竜の吐と息いきも消え、風がおさまったそのあとには──


　変わらず佇たたずむ魔族の姿すがた！


　──効いてないかっ!?


　……ぐ……ぐるるるるる……


　威い嚇かくの呻うなりを上げる魔王竜デイモス・ドラゴンと、翼つばさある魔族は対たい峙じして──


『……今のブレス……


　そしてその傷……


　ああっ！　やっぱりお前はジョンっ！』


　言って魔族は、ひしっ！　と巨きよ竜りゆうの足に抱だきついたのだった。


　……はい……？





『……私がこいつと出会ったのは、今から五十年ほど前のことでした……』


　ちょこんっ、と座すわった魔王竜デイモス・ドラゴンのその隣となり。


　草の上にきちんと正せい座ざして、魔ま族ぞく、ラギアソーンは滔とう々とうと語りはじめた。


『……はあ……』


　ぼーぜんとあいづちを打つあたしとナーガ。


『当時こいつもまだまだ子供だったんですが……ふもとの村での暴あばれっぷりに、ひと目で気に入ってしまい、ペットとして飼かいたいと思ったんです。


　ところが、魔族は、カタート山さん脈みやくでのペット飼し育いくは禁きん止し……


　そこで私はこいつを、廃はい墟きよになった神しん殿でんあとに隠かくして飼うことにしました……』


　なんか知んないが、口く調ちようまで変わっていたりする。


「……なんか……長い話になりそーだね……」


「……まあね……」


　こっそりつぶやくあたしとナーガ。


　魔族はなんだか遠い目で、あらぬ方向を眺ながめつつ、


『しばらくは──楽しい日々が続きました。


　どちらが障しよう気きでより多くの森を枯かれさせるか競きよう争そうしたり、ふもとの村で、死者を出さずに、どちらがより多くの恐きよう怖ふを与あたえられるか競争したり……


　そうやって、私とジョンは友情をはぐくんでいきました……』


「ヤな友情ね……」


「しーっ。聞こえるわよ。リナ」


『もちろん、いいことばかりあったわけではありません。


　一度は、こっそりジョンを飼っていることが他の魔族にバレちゃって、大問題になったんですが……


　その時は、ゼロ……あ、名前言ってもわからないか……高位の魔族のとりなしで、飼ってもいい、ということになったんですが。


　それもまた、素す敵てきな思い出のひとつです』


　その姿形で『すてきなおもいで』とか言うな。頼たのむから。できれば遠い目っつーのもやめて。


『──ところが──』


　顔を曇くもらせ視線を落とし、ラギアソーンは低い声で、


『今から二十年ほど前のことでした。


　人間たちの軍隊が、いきなりカタート山さん脈みやくに攻せめ込んで来たのは──


　カタート山脈に住む中でも、下したっ端ぱの私たちも、その戦いに駆かり出されました。


　飼っていたジョンとともに──』


「うむうむ。どこの世界も下っ端は辛つらいものなのだなぁ」


　あたしの隣となりに佇たたずんだ、ラガスタインが涙なみだ声ごえでうなずいている。


　……あれ……？


　一いつ瞬しゆん、何かが間ま違ちがってるよーな気がはげしくしたのだが、深く考えるより先に、ラギアソーンがことばを続ける。


『その戦いのさなか、私とジョンははぐれてしまい……


　戦いが終わったあと、いくら探してもジョンの姿は見つからず……てっきり死んだものとばかり……


　ジョンを失った私は半ばヤケになり……


　あたりの人に親切にしたり、山に苗なえ木ぎを植えたり、近所のポイ捨てゴミを拾ったり……そんな荒すさんだ生活を送っていました……』


　ラギアソーンは、半ば涙声で言う。


　……魔ま族ぞくの『すさんだ生活』って……そーいうもんなのか……？


『……それが……！　それがまさか……！


　こんなところで再会できるとはっ！』


　言うと、いきなり予よ備び動どう作さもなしに立ち上がり、ずざざざざっ！　とこちらの前にやって来て、六本の腕うででナーガの手を、わしっ！　とにぎりしめ、


『ここでこうして再会できたのも、すべてはあなたのおかげっ！


　──本当に──


　本当にありがとうございますっ！』


「……そ……そう……よかったわね……」


　魔族に間近に迫せまられて、多少腰こしを引きながらも、適てき当とうにあいづちをうつナーガ。


「……ううっ……いい話よのぅ……」


　似たよーな体験でもあるのか、隣となりでもらい泣きするラガスタイン。


　胸むねに抱いだいた違い和わ感かんは、ますます強くなるばかり。


　魔族は魔王竜デイモス・ドラゴンのもとへと歩み戻もどり、


『──ともあれ、こうやって無ぶ事じにこのジョンと再会できたからには、またカタート山さん脈みやくでいっしょに暮らしていこうと思います。


　本当に、お世せ話わになりました』


　ぐぉぉん。


　吠ほえる竜りゆうといっしょに、ぺこりっ、とひとつおじぎをすると、ふき出した闇やみにその身を巻かれ、闇の渦うずが消えたそのあとには、もはや、魔族と竜の姿すがたはなかった。


「……そうか……ともに山に帰ったんだな」


　ラガスタインは、遠いまなざしではるか北へと続く空を眺ながめる。


　しばしそのまま沈ちん黙もくし──


「──はッ!?　そーすると我わが立場とゆーものはッ!?」


「ないわね」


「完全に」


　よーやく我われに返った魔ま道どう士しに、やはりなんとか我に返って、間かん髪はつ入れず言い放つあたしとナーガ。


　ラガスタインは、あわてて、ばっ！　と跳とび離はなれ、あたしたちから間合いを取って、


「おのれぇいっ！　こうなれば……！」


「何がこうなればだっ！」





　がギっ。





　……ぽて……


　声とともにふり下ろされた、鉄の兜かぶとにどたまをまともに直ちよく撃げきされて、ぽてくり倒たおれるラガスタイン。


　あたしやナーガがやったのではない。いきなり魔道士の後ろに出しゆつ現げんし、全ぜん身しん鎧よろいの兜かぶとの部分で、ラガスタインをどつき倒したのは──


「……誰だれ？」


「えーと……クレヴィルさん。


　村のエラいひとよ。


　さっき家の中で、ラガスタインの部下の、謎の人物に攻こう撃げきされて倒れてたけど」


　ナーガの問いにあたしは答える。


　あんたがぶち倒したんだろーが、と暗に言いながら。


「ふっ！　それは災さい難なんだったわねっ！」


　無む意い味みに胸むね張はり、言うナーガ。


　……暗に言っても通じてないし……


「けど安心するのねっ！


　ラガスタインは、この白蛇サーペントのナーガが倒してあげたわよっ！　ほーっほ……」


「おれが倒したんだろーが。今。


　……途と中ちゆうに何があったかは知らんが」


　ナーガの上げかけた高笑いが、おっちゃんのひとことで凍こおりつく。


　……って……この展てん開かいはまさか……？


　クレヴィルさんは、ラガスタインを見下ろして、


「……ったく！　よくもおれたちだまくらかして、祭まつりの準じゆん備び金きんだのアドバイザー料だのと巻き上げてくれたな！


　金は全部返してもらうからなっ！」


「ちょっと！　それじゃあおたんぐっ！」


　おたからぶんどり計画を口走りかけたナーガの口を、あたしはあわてて片手で塞ふさぎ、


「ちょっと待って！


　油ゆ断だんするのはまだ早いわよ！


　まだそのあたりに、ラガスタインの部下たちがいるはずよ！」


「──な──なにっ!?」


　あたしのことばに、クレヴィルさんはまともにうろたえる。


「来るわよ！


　伏ふせてっ！」


「お……おうっ！」


　反はん射しや的てきに、彼が伏せたその瞬しゆん間かん。


　ごぎっ！


　その後こう頭とう部ぶを一いち撃げきされて、クレヴィルさんは、ぱたりっ、とその場に倒たおれ伏す。


　むろん、ラガスタインの部下が放った一いち撃げき──などではない。


　そもそもそんなものがいるかどうか。


　やったのはもちろん、あたしの靴くつ底ぞこ[image: ]


「ふっ。これで当面のじゃま者は消えたわ！


　ナーガ！　今のうちに屋や敷しきに入っておたから物ぶつ色しよくするのよっ！」


「……ち……ちょっとリナ……今のはあんまり……」


「何言ってんのよナーガ！


　考えてもみてよ。


　あたしたちは今回、誰だれに依い頼らいを受けたわけでもない。


　と、ゆーことは、ラガスタインが倒れたところで、銅どう貨か一枚もらえるわけじゃないのよっ！


　クレヴィルさんは、『金は返してもらう』とかって言ってたけど、返すお金よりラガスタインのおたからの額がくが大きかったとしても、それがあたしたちにまわってくるわけもなしっ！


　早い話がタダ働きよタダ働き！」


「……うっ……!?　タダ……!?」


『タダ働き』とゆー重い響ひびきに、さすがにナーガも動どう揺ようする。


「そーよっ！


　まがりなりにも純じゆん魔ま族ぞくと戦ってタダ！


　ンな理り不ふ尽じんな話あると思う!?


　労ろう働どうぶんの報ほう酬しゆうを得るのは当然の権けん利りだ、って思わないっ!?


　となればっ！


　クレヴィルさんが、あたしのデッチ上げた『ラガスタインの部下』にどつかれて気を失っている今のうちに、村のひとたちに返すぶんくらいは残しておたから没ぼつ収しゆうしても、たいしてバチは当たんないはずよっ！」


「ふっ！　考えてみればそれもそうねっ！


　わかったわリナ！　ラガスタインの宝ほう物もつ部べ屋やに案内してあげるからついてきなさい！」


「らぢゃーっ！」


　かくてあたしとナーガとは、希き望ぼうに瞳ひとみをかがやかせ、ラガスタインの屋や敷しきへと向かって草原を駆かけ抜ぬけたのだった──
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　ついしん


　たからべやにあったのは、あんましおかねにならない、がらくたこっとうひんばかりでした。


　きっとラガスタインも、こっとうやさんにだまされてたんだとおもいます。


　こんばん、どこかのとうぞくでもしばきたおして、うさばらしでもしようとおもいます。




りな　　









（るなてく・へすてばる：おしまい）





スレイヤーズすぺりおぉる



うちのジョン知りませんか？








　町の通りを吹ふく風には、はしゃぎまわる子供たちの歓かん声せいが混まじっていた。


　さして大きくもない、のどかな町。


　あちこちに空き地があり、町のそばには山があり──と、子供たちの遊び場所にはこと欠かかない。


　まだ幼おさない──五、六人の子供たちが、あちらこちらへと駆かけ回り──


「おっ」


　声を上げて足を止めたのは、元気のよさそうな男の子だった。


　他のみんなもつられて立ち止まり、男の子が見ている方に目をやる。


　どこかの家の裏うら庭にわである。日ひ陰かげの目立たないところに大きなゴミ箱ばこがあり、そこに、一匹ぴきの黒くろい犬が顔を突つっ込み、エサをあさっている。


　男の子の瞳ひとみに、いたずらっぽい光が浮うかぶ。


　足あし下もとを見回し、手て頃ごろな石ころを拾ひろい上げ──


「何するの」


「やめようよぉ。かわいそうだよぉ」


　いっしょにいた女の子たちが口をはさむが、男の子は相手にもせず、石をにぎった手をふりかぶり──！


「──やめんくぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」





　ずっごし。





「めっぎゅ。」


　間かん一いつ髪ぱつ。あたしの全力ダッシュ跳とび蹴げりは、その悪ガ……もとい。活かつ発ぱつそうな男の子を、無ぶ事じに撃げき沈ちんしたのだった。


　……ふう……危あぶないところだった……


「な……な……」


「なな……な……」


　いきなりのできごとに事じ態たいが理り解かいできず、仲なか間まの子供たちは、あたし──いや、あたしたちの方に目をやり、ことばにならないつぶやきを漏もらす。


　まあ、それも無む理りのない話だろう。


　子供の目から見れば──いや、普ふ通つうのひとの目から見ても、あたしたち三人の姿すがたは奇き異いに映うつっただろう。その程てい度どの自じ覚かくはある。


　あたしはまあ──長い髪かみにバンダナ、宝石の護符ジユエルズ・アミユレツトがついたショルダー・ガードにショート・ソード。よくある、とは言わないが、別にそう珍めずらしい格かつ好こうなわけでもないのだが……


　一人は、無む意い味みに露ろ出しゆつ度どの高い服。でもってトゲトゲつきのショルダー・ガードに首からドクロのネックレス！


　でもって最後は、全身をマントで包つつみ、顔までマントでぐるぐる巻きにした、自分は怪あやしい、と全ぜん身しん全ぜん霊れいで主しゆ張ちようしているかのような姿！


　こんなトリオが怪しく見えないはずはない！　あたしが一いつ般ぱん市民なら、迷まよわずすぐさま通つう報ほうする！


　とはいえ今は、自分たちの見た目を気にしている場合ではないのだ。


「……いてて……何しやがるんだよ！」


　どーやら手かげんが過すぎたらしく、すぐに身を起こして文もん句くをたれる男の子のえり首を、あたしは、ぐぃゅっ、と摑つかみ引き寄よせ。


「どやかましい。あんたねえ……自分が何をしようとしたか、わかってんの？」


「な……何って……あそこの犬に石を……」


「そんなことしてこの町が滅ほろんだらどーすんのよっ！」


『ええっ!?』


　あたしの怒いかりの声に、子供たちは一いつ斉せいに驚おどろきの声を上げた。


「ど……どういう意味だよ……？」


「んっふっふっふっ。世の中にはね、知らないままでいた方が幸せに生きてゆける、ってこともあんのよ」


　いやな脂あぶら汗あせをかきながら、あたしはうつろな声でそう言ったのだった。





　ことの起おこりは、今からほんのちょっと前のことだった。


「あのねえ！　だからあたしが言っ……」


「何言ってるのよリナ！　そもそも──」


　──沈ちん黙もく。


　どうやらそれに気づいたのは、二人同時だったらしい。


　さして人通りも多くない街かい道どう。あたしこと、戦士にして天才魔ま道どう士しリナ＝インバースと、旅の寄き生せい虫ちゆう白蛇のサーペントナーガの二人は、いつもと変わらぬ言い合いなどをやりながら、てくてく歩いていたわけなのだが──


　その行く手、雑ざつ草そう茂しげる道ばたに、こちらに背を向け、うずくまっている一つの影かげが存そん在ざいしていた。


　沈黙し、足を止めたのはそれに気づいたせいだった。


　それが着ている服は、ごくごく普ふ通つうの女もの。ベージュ色のブラウスに同じ色のスカート。探せば、どんな町ででも手に入りそうなものである。


　しかし……


　問題なのは、服ではなくて着ている当人。


　背中の黒い羽は根ねとか、手が六本とか、額ひたいの右がわからツノが生えていたりするとゆーのは一体どぉいうことか。


　しかも何やらうんうん呻うめいていたりするし。


　あたしとナーガは一いつ瞬しゆんだけ立ち止まり──


「えっと。きょうはとてもいい天気ですね。ナーガさん。」


「ふっ。そうですねリナさん。今年は日ひ干ぼしレンガの固まり加か減げんもいいそうです。」


　できうるかぎり自然な会話を続けながら、なるべくそっちの方を見ないように、あたしたちはふたたび歩きはじめた。


　呻く影の後ろを、両りよう手て両りよう脚あし同時に出しつつ、さりげなく通り過ぎ──


　──やりすごした──


　思って、胸の中で、小さくほっと息をついた、その時。


　声が、聞こえた。


　影の、くぐもった小さな声が。


『……ううっ……持じ病びようのしゃくが……』


『うそつけぇぇぇぇぇぇぇっ！』


　思わず即そく座ざにツッコミ入れるあたしとナーガ！


　………………………………


　し……しまったぁぁぁぁぁぁぁっ！　ついっ！


『ああっ。すみません。そこの親切なかた』


　言って、くるりとふり向いたその顔に、右の目はなく、異い様ように大きな左目だけがこちらを見ている。


『実はちょっと……困ったことがありまして……』


「………………で？」


　仕方なく。


　あたしは言った。


「何やってんの？　ラギアソーン」


『ええっ!?』


　彼（だと思う）は声に驚おどろきの色を込めた。


　──ラギアソーン──それは、しばらく前に、ある事件で、あたしとナーガの二人が出会った相手だった。


　こう見えても……というか見かけ通りと言うべきか。実はこいつ、立りつ派ぱな純じゆん魔ま族ぞくだったりするのである。


　魔族を知らない者はいないだろう。


　よく名を聞くのはレッサー・デーモンやブラス・デーモン。かけ出しの戦士や魔道士では歯が立たないような相手なのだが……


　純魔族、というのは、ひらたく言うなら、そのレッサー・デーモンやブラス・デーモンたちより、ひとまわり──というより、ひとケタ強い連れん中ちゆうである。


　北のカタート山さん脈みやくに拠きよを置き、すべての生きとし生けるものたちに、死と恐きよう怖ふと破は壊かいとをふり撒まくものたち──


　……の、はずなのだが……


『な……なんでわかったんです!?　私だということがっ！』


　間の抜ぬけた彼の態たい度どからは、恐怖の片へん鱗りんすら感じることはできなかった。


　まあ……確たしかに見た目はけっこぉコワいのだが……


　なにしろこいつ、ナーガのおかげで、昔飼かっていたドラゴンと再会を果たし、なごやかに思い出話を語るだけ語って去っていった、という変わりダネである。


　それが女ものの服着て道ばたで『持じ病びようのしゃくが』とか言ってるのである。ある意味確かにとてつもなくコワいし、できればかかわりあいになりたくもなかったのだが……


「なんで……って……まあ……説明するのもヤだから説明しないけど……


　で、何やってんの？　こんなところで？」


　あまり聞きたくもないのだが、ツッコミを入れてしまった以上こっちの負けである。あたしはやる気のない声で問う。


『実はその……ちょっと困ったことが起きてしまいまして……


　しかし私も魔族のはしくれ。たかが人間ごときの力を借かりたとあっては名な折おれですから、たとえない口が裂さけたとしても、手を貸かしてくれ、とか、助けてくれ、とかは言えないわけです。


　そこで。


　人間というのは基き本ほん的てきにお人ひと好よしで愚おろかな生せい物ぶつですから、困った女性のふりをしていれば、きっと勝かつ手てに手を貸してくれるだろうと計算し、二人の前に先回りしてリアルな演えん技ぎで視し線せんを釘くぎ付づけにしてみたわけですが……


　なんで今、私が説明しているのに、あなたたちが無む言ごんで歩み去ろうとしているのかまでは理り解かいできません』


　すたすた歩み行くあたしたちのあとについて歩きながら、いぶかしげに言うラギアソーン。


『どうあっても話を聞いてもらえぬというのなら……聞いてくれるまで前にまわって持病のしゃくで苦しみ続けることになりますが……』


　[image: ]っ……！　さすがにそれはイヤかも……あたしたちの行く先々で、持病のしゃくに苦しむ純じゆん魔ま族ぞく。


　またもや仕し方かたなく、足を止めてふり返り、


「あのねえ。


　どんな事情があるにしても、ひとに何かをしてほしい時には、誠せい意いとかお金とか奸かん計けいとかってものが必要なの。


　何一つなかったでしょーが。今。何一つ」


『ええっ!?　私の緻ち密みつな心理作戦に穴あながあったとでもっ!?』


「いや……穴っつーか……


　それ、困った女性のふりをしてるつもりらしいけど……自分の格かつ好こう、ちゃんと見た？」


『格好？』


　ラギアソーンはつぶやくと、指先で、虚こ空くうにくるりと円を描えがく。そこに出しゆつ現げんしたのは、一枚の鏡かがみとおぼしきもの。


　呪じゆ文もんの詠えい唱しようすらなしで、こんなマネをやってしまうとは……おそるべき、能力のムダ使いである。


　彼はしばし、しげしげと、自らの姿を眺ながめ──


『──そうか！　カツラか！』


「いやそういう問題じゃなくて。」


「何でもいいけれど、それで結けつ局きよく、一体何があったのよ？」


　なんだかいろいろイヤになってきたらしく、めんどくさそーにナーガが問う。


『実はその……飼かっていたジョンがいなくなってしまいまして……』


「ふーん」


「エサとかあげなかったんじゃないの？」


　ヤル気ゼロの態たい度どで言うあたしとナーガ。


　ちなみにそのジョンというのは、わんちゃんみたいな名前だが、ラギアソーンが飼っていた、というかなついていた魔王竜デイモス・ドラゴンのことである。


　魔王竜デイモス・ドラゴン──


　やはりカタート山さん脈みやくに棲すむ暗黒竜で、その戦せん闘とう力りよくは竜ドラゴン族最強。口から吐はき出す闇やみの吐息ブレスは、ありとあらゆる生命を無むに帰す、とさえ言われている。


　しかし一方、竜族にしては、知力はさほど高くなく、高位の術じゆつ者しやならば、それを召しよう喚かんして使し役えきすることも可か能のう。


　実じつ際さい、ナーガもその術が使えたりするわけで──前にラギアソーンと、昔飼っていたドラゴンのジョンとを再会させたのもそれあってこそだったのだ。


　ラギアソーンとジョンは再会を喜び、あたしたちに礼れいを残してカタート山脈へ帰って行ったはずだったのだが……


　そのジョンが、またまたどこかへ姿を消したというのだ。


「ふぅん。まあせいぜいがんばって探すのね」


　つき放すナーガに、ラギアソーンはだだでもこねるかのように、翼つばさをぱたぱたやりながら、


『いや。一応探してみてはいるんですけど……


　私が変へん装そうして町に入ると、人間どもが大おお騒さわぎするんで、ジョンを探すどころじゃあなくなってしまうんですよ。


　おかげで、ちゃんと話も聞けない始し末まつで……』


『はぁ!?』


　眉まゆをひそめるあたしとナーガ。


「なんでカタートでいなくなったジョンを探すのに、人間の町に行くのよ？」


　ナーガの問いに、ラギアソーンは、ぽんっ、と六本のうち二本で手を打ち、


『──ああ。そうか。まだご説明していませんでしたね。


　実は前、お二人と別れたあと──


　一いつ旦たんカタートに戻もどったものの、前にも言ったように、基き本ほん的てきに魔ま族ぞくはペット禁きん止し。


　以前に口をきいてもらった高位魔族も今はどこかへ出しゆつ張ちよう中ちゆう。ジョンと生き別れになった戦いで、飼かっていた場所も壊こわれてしまっていましたし……


　周しゆう囲いからは、やはりペットはよくない、と、底そこ意い地じの悪い小こ姑じゆうとのような説教がねちねちと続く毎日……』


　……魔族にもいるのか。小姑。


『そこで仕方なく、カタートを離はなれ、この近くの山の中で、ジョンと二人、ひっそりと暮らしていたんですが……


　ある日私が、ちょっと出かけて、帰ってきてみると、そこにジョンの姿はなく……』


「──ちょ……ちょっと待った！」


『何か？』


　あわてて話をさえぎるあたしに、へーぜんと問い返すラギアソーン。


「……じゃあ……それってつまりひょっとして……


　このあたりを、ノラ魔王竜デイモス・ドラゴンがうろついてる、ってこと!?」


『ノラかどうかまでは……


　たまたま行きかかった人間が、ジョンのあまりのかわいさに、猫ねこか何かと間ま違ちがえて連れて帰った、などという可か能のう性せいもありますし』


『ありえねえ。』


　即そく座ざに否ひ定ていするあたしとナーガ。


『いえそうおっしゃいますが、実は私も、さすがに山の中にジョンがいると目立ちますし、神しん経けい質しつな人間どもや他の竜ドラゴン族に襲おそわれないとも限りませんから……


　ジョンのまわりの空くう間かんを操そう作さして、小さな動物に見え、感じるようにしておいたんです』


「そんなこともできるの!?」


　思わず声を上げるあたし。


　んーむ……恐おそるべし。純魔族の能のう力りよく。


「そうすると、今はどんな姿をしているのよ？」


　とナーガ。


『そうですねぇ……色は黒くて、犬と呼ばれる生き物くらいの大きさで、見た目は……』


　問われてラギアソーンは、指でそばの地面をなぞる。ほどなくそこに描えがき出されたのは、一匹ぴきの……


　……………………………………何コレ？


　たとえて言うならそれは、年とし端はもいかないお子さまが、うつらうつらしながら何も見ず左手で描いた何かの動物、といった感じのものだった。


　かろうじて、足が四本あることだけはわかるが──


『……………………』


　無む言ごんで顔を見合わせるあたしとナーガ。


　どうやらそもそも、魔ま族ぞくに画が力りよくを求めたこと自体が間違っていたようである。


　むろんこの絵を手がかりに、何かを探し出すことなど不可能である。


　なんつーかもぉ……かなり、『で、どーしろと？』という感じだが……


『もちろん、ジョンがもとの姿と大きさなら、見つけるのは簡かん単たんなんですが……


　遠くから空間操作を解かい除じよして、ジョンを目立たせて見つける、という手は使えないんです。解除するには、直ちよく接せつジョンに触ふれなければいけないので……』


　こちらの困りっぷりなど知らぬふうで、かまわず説せつ明めいするラギアソーン。


『で、ご相談なんですが、ナーガさんが、あの時ジョンを呼び出した術で、なんとかもう一度呼び出せないものか、と思いまして……』


「そう言われてもねぇ……」


　話を振ふられて、ナーガも困り顔で、


「あの術って、漠ばく然ぜんと魔王竜デイモス・ドラゴンを召しよう喚かんする術だから……特とく定ていの一匹を、ってことはできないのよ」


『じゃあ、このあたりに片かたっ端ぱしから魔王竜デイモス・ドラゴンを召喚してもらえば、そのうちその中にジョンが出てくるんじゃあ……』


「あの術で出せるのはあくまで一匹なのよ。一匹を出して、それはそのままにしておいて別の一匹を、というのは無む理りな話ね。


　それに、変な空くう間かん操そう作さだか何だかをかけられているジョンを召喚できるかどうかは、かなり怪あやしいわね」


　ラギアソーンのコワい提てい案あんに、淡たん々たんと冷静に答えるナーガ。


『そうですかぁ……』


　がっくりと肩かたを落とすラギアソーン。


　さすが具ぐ現げん化かした精せい神しん生命体だけあって、しょげると同時に、頭から生はえたツノまでしなびるのがちょっとぷりてぃ。


　ともあれこれは、どうやら手て詰づまりのようである。


　あたしたち二人が手を貸かした程度でどうなるわけでもなさそうだし、純魔族の彼が依い頼らい料りようを払はらってくれるわけでもないだろうし。


　ま、ここは適てき当とうに説明して、あきらめてお引き取り願うしかないだろう。


「……うーん……それじゃあねぇ……」


　あたしは頭をぽりぽり搔かきながら、


「大きさは犬サイズで、山の中をうろついてるかもしんない……


　となると正直言って、あたしやナーガがちょっと手を貸したところで、見つかるとは思えないわねー。


　実じつ際さい、これといって特とく徴ちようがあるわけじゃあない以上、もし見かけたとしても、あたしやナーガには、それがジョンだとはわかんないわけじゃない」


『特徴……特徴……ですか……』


　ラギアソーンはあご（と思われる部分）に手の一本を当てて、


『確かに……大きさは犬くらいでこの見た目で色は黒くて……あとはせいぜい……怒おこると闇やみの吐息ブレスを吐はくくらいですから……』


『吐くんかっ!?』


　またまたハモるあたしとナーガ。


「あ……あの！　まわりの空間をいじくられている状じよう態たいでも？　たとえば、誰だれかに石とか投なげられたりしたら……


　……吐くわけ？　闇の……暗虚吠ヴオイド・ブレス」


『吐くに決まってるじゃあありませんか』


『ひわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』


　当たり前のよーにさらりと答えられ、頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようするあたしとナーガ。


　つまり。


　このあたりには、犬か何かにしか見えない動物がうろうろしていて、子供がイタズラ半分に棒ぼうで叩たたいたり石投げたりすると、小さな村なら丸ごと全ぜん滅めつするよーなブレスを吐いたりするわけである。


　シャ……シャレになってないし……それ……


「……ナ……ナーガ……さすがにこれは……なんとかした方がいーよーな気がするのはあたしの思い過ごし？」


「……ふっ……奇き遇ぐうねリナ＝インバース……ちょうどこのわたしも同じ思いにとらわれそうになっていたところよ」


『それじゃあ──！』


　声を明るくするラギアソーンに、あたしはぎこちなくうなずき、


「できるだけ協力はするわ。


　でも、いかんせん手がかりが少なすぎるわね」


『そうなんですよ。私が今まで、あちこちで聞き込んだ話でわかったのは、この街道の先にある、フロネーズとかいう町の猟りよう師したちが、ジョンを飼っていた山に足を運ぶこともある、という程度のことなのですが……


　まあ、あのジョンが、たかが人間の猟師ごときに捕とらえられるとも思えないのですが、他に手がかりがあるわけでもありませんし……』


　……んーむ……確かにそれは、手がかりとしては弱すぎる。彼の言う通り、普ふ通つうの猟師が、暗虚吠ヴオイド・ブレス吐はき散ちらかすよーなモノをどうこうできるとは考えにくい。


　しかし──万が一ということはある。


　たとえばジョンが眠ねむっていたところを捕つかまえた、とか。


　そして、その万が一が現実であった場合──


　ジョンのブレスは、町の中で炸さく裂れつすることになるのだ。


　逆ぎやくに、やっぱりジョンが山の中をうろついていた場合、かりにそこでブレスを吐いても、たぶん人的被ひ害がいはないだろう。


　ならば、たとえ可能性としては万一でも、そちらを先に当たる方がいいだろう。


「じゃあ、まずはその町ね。


　……けどジョンの格好がわかんない以上、ラギアソーンにはいっしょに来てもらうしかないんだけど……


　さすがにその格好は……


　と、ゆーわけで、ラギアソーン、その服脱ぬいで。


　ナーガ、あんたのマントも貸かして」


　言ってあたしはマントを外し、ラギアソーンに『変へん装そう』をさせたのだった。





　かくて。


　あたしとナーガ、そして二人のマントで身を包んだラギアソーンの三人（？）は、近くの町──フロネーズの探たん索さくを開始したのだった。


　でもって町に入るなり。


　目もく撃げきしたのが、黒い犬っぽいものに向かって石を投げようとしていた子供の姿だった、というわけである。


　間かん一いつ髪ぱつ、なんとか子供は止めたものの──


「どう？　あれは？」


　あたしは視し線せんをラギアソーンに向け、問いかける。


　今この子が石を投げつけようとしていたあれが、ジョンなのではないか──そう問いかけたのだが──


『いや、違ちがいます。ジョンではありません』


　ナーガのマントですっぽり体を、あたしのマントで顔を覆おおった彼は、くぐもった声で首を横に振ふる。


　問題の犬は、顔を上げ、しばらくこちらに目をやってから、ふたたびゴミ箱をあさりはじめる。


　……ちっ。まぎらわしい。


「……い……犬がどうしたんだよ？」


　手の中で声を漏もらす男の子に、あたしは視線を向けて、


「そうそう。聞きたいんだけど、この町に住んでる猟りよう師しで、東の方にある山にちょくちょく出かけて行ってたひと、って知らない？


　あるいは、何かを捕つかまえてきた猟師の話、とか」


「そ……そんなもん……」


「あ……ひょっとしたら……」


　男の子の声をさえぎって、つぶやきを漏らしたのは、友だちの一人の女の子だった。


　あたしがそちらに目をやると、なぜか視線を、ついっ、とそらし、かすれふるえる小さな声で、


「……え……ええっと……ひょっとしたら……なんですけど……


　猟師のドナルドさんが……山の中で……犬ぐらいの大きさをした、めずらしい生き物をつかまえた、って……」


『──それだ！』


　ラギアソーンが声を上げる。


「で、その猟師さんは今どこに!?　家は!?」


　いきおいこんで問うあたしに、女の子は半泣きで、


「い……家は……町の北の方だと思うけど……」


「あ！　わかったぞ！」


　声を上げたのは、あたしがつかまえている男の子だった。


　挑ちよう戦せん的てきなまなざしで、あたしをにらみつけ、


「お前ら、あの変な生き物がほしいんだろ！


　見せ物にしてお金をかせぐ気なんだ！


　でもザンネンでした！　遅おそかったよ！


　ドナルドのおじさん、珍めずらしい生き物だから、領主ロード様に献けん上じようする、って、とっくに出てっちゃったよ！」


『なにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?』


　声をハモらせるあたしたち三人。


　ロ……ロードって……


　そーいえば、この街道をしばらく行くと、わりと大きな城じよう下か町まちがあるはずだった。


　もちろん人口もそれなりに多い。


　でもって、もしもそんなところでジョンがブレス吐はいたりしようもんなら……それはもぉ大だい惨さん事じ間ま違ちがいなし、である。


「とっくに、って、いつ!?」


「し……知らねーよ。でももう行っちまったはずだよ」


　──まずい。これはひじょーにまずい。


「すぐさま追うわよっ！」


　あたしの声に二人がうなずき──


　そして三人は駆かけだした。


　子供たちの罵ば声せいを背中に浴あびながら──





　出会いは敵てき意いと誰すい何かの声。


「何だ!?　貴様ら!?」


　声と同時に、傭よう兵へいたちの手はおのおのの得え物ものにかかった。


　まあ、当とう然ぜんの反はん応のうだろう。


　街道と呼ばれてはいるものの、うっそうたる山の中を横切る、人通りもない道。


　左右には草木が生おい茂しげり、野や盗とうがおすすめする襲しゆう撃げきポイントベスト百とかに間違いなく入っていそうな場所。


　そんなところでいきなり、見知らぬ相手が三人、高速飛ひ行こうの術で後ろからぶっ飛んで来ると、自分たちの行く手に立ちふさがったのだ。これで警けい戒かいするなと言う方が無む理りな相そう談だんである。


　フロネーズの町を出て。


　あたしとナーガ、そしてラギアソーンの三人は、高速飛行の術を使って街道をかっ飛ばしまくり──まあ……純じゆん魔ま族ぞくのラギアソーンが使ってるのは、単純な高速飛行の呪じゆ文もんじゃなく、未み知ちの移い動どう方法なのかもしれないが、それはともかく──


　どれほどそうやって進んだか。やがてあたしたちが発見したのは、道をゆく一団だった。


　うなだれた馬が牽ひくおんぼろ荷に馬ば車しや。上には四角い大きな何かが乗っており、布がすっぽりとかぶせられている。


　馬車とともに歩むのは、ちょっとこざっぱりした身なりの男一人と、護ご衛えいの傭兵とおぼしき連中が三人。


　いかにも、人には見せたくない貴き重ちような動物を運んでいます、と言わんばかりのその姿。


　場所が場所、こっちの格好が格好である。


　後ろから声をかけ、怪あやしまれて、馬車でダッシュされては困る。そこであたしたちは、多少怪しまれることも覚かく悟ごの上で、前にまわり込み、行く手を塞ふさいだ、というわけである。


『フロネーズの猟りよう師し、ドナルドだな』


　最初に口を開いたのはラギアソーンだった。


「な……何の用だ!?」


　こざっぱりした身なりの男が、多少顔色を失いながらも、虚きよ勢せいを張はって問い返す。


　おーし！　どうやら当人のようである。


　ラギアソーンは、顔を覆おおったマントの下で、ぬらりっ、と瞳ひとみを光らせて、


『くくく……心配するな人間ども……我われらは決して怪しいものではない』


『うそつけぇぇぇぇぇっ！』


　思わずツッコむ他全員。ちなみにあたしとナーガも含ふくむ。


　ナーガはため息ついて、髪かみの毛をかき上げながら、


「あのねぇラギアソーン、あなた、自分が今、どんな怪しい格好をしているのか自じ覚かくしているのかしら？」


「あんたが言うな」


　しかたなく今度はあたしがツッコむ。


　でもって頭をぽりぽり搔かきながら、ドナルドさんたちの方を向き、


「……あー……実は、その荷馬車に積つんでるどーぶつ……


　ちょっとやっかいな奴やつなのよ」


「……やっかい？」


　あたしのことばに、ドナルドさんは眉まゆをひそめる。


「ええ。今まではだいじょーぶだったみたいだけど……ちょっと扱あつかいを間ま違ちがえると、いろいろえらいことになるという……


　聞けば、ロードに献けん上じようするつもりらしいけど……


　渡わたしたあとで変なトラブルが起こったら、それこそあなた、ロードからどんな罰ばつを受けるやら」


「何だ？　その、えらいこと、とか変なトラブルとかいうのは」


「んー……ひとことでは説明しにくいんだけど……」


　つか、説明してもどーせ信じてくんないだろーし。


「とにかく、こっちにいるラギアソーンが、実はもともとそれの飼い主なのよ。


　ちょっとしたトラブルで離はなればなれになっちゃったんだけど……」


「──ハッ！　そういうことか！」


　ドナルドさんは、あたしのことばを鼻で笑うと、


「読めたぜ！　うまいこと言って、俺おれからあれを奪うばってひともうけしよう、ってハラなんだろ!?


　そうはいかねえぞ！　あれをロードのところに持ってきゃあ、それなりの褒ほう美びってものがいただけるはずだ！


　こちとらそれを当て込んで、護衛まで雇やとってるんだ！


　……まあ……どうしても、って言うんなら、話に乗ってやらないこともないけどよ……　その場合、それなりの礼ってものはしてもらわなくちゃあな」


　──礼──


　言われて、あたしとナーガは一いつ瞬しゆん視線を交かわした。


　むろんドナルドはこう言っているのである。


　あれを渡してほしければ金を積つめ、と。


　しかし当とう然ぜん、あたしやナーガに、そこまでやる義ぎ理りはない。二人はラギアソーンに視線を移し──


『礼？』


　彼は小さく首をかしげ、


『それはつまり……命だけは助けてくれ、とか、せめて苦しまないように殺してくれ、とか、家族にだけは手を出すな、という解かい釈しやくでいいんですか？』


「違うわぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　あわててあたしが横から叫さけぶが──時すでに遅おそし。


「ややややっぱりそういうつもりかっ！」


　顔色を変えてドナルドが絶ぜつ叫きようする。


　ああああああ。考えてみれば純じゆん魔ま族ぞくのラギアソーンに、金きん銭せん的てきな礼とかそーいうことがわかるはずもなく。


　交こう渉しよう、破は綻たん。


「あんたらっ！　こいつらをやっつけてくれっ！」


『おうっ！』


　叫さけぶドナルドさんに応こたえる傭よう兵へいたち。


　しゃらんっ！　と鋭するどい金きん属ぞく音おんを立て、剣けんの刃やいばが、槍やりの穂ほ先さきが陽よう光こうにきらめいた。


　戦いに巻き込まれまいと、ドナルドさんはそそくさと後こう退たいし、荷馬車の後ろに逃にげ隠かくれる。


「ふっ！　貴き様さまらが何者かは知らんが──」


　と、先頭の、全身鎧フルプレートと大剣の戦士。


「我らグランス三兄弟と出会ったことが運の尽つき！」


　向かって右側にいる、革鎧レザーアーマーと、曲刀二刀流の男がことばを継つぐ。


「我らが刃の錆さびとなれ！」


　向かって左の、胸甲冑ブレスト・メイルと槍の男。


　三兄弟とやらは朗ろう々ろうと、


「我わが剣は岩をも砕くだき！」


「我が刃は風をも切り裂さき！」


「我が槍は天をも穿うがつ！」


　言って、がきんっ！　とそれぞれの得物を合わせ、声をハモらせ、


『そんなふうになれたらいいなと思ってる！』


　希望かッ!?


「ほーっほっほっほ！　これはまた……ずいぶんと笑わせてくれるわね！　なんとか三兄弟とやら！


　そんなことで、この白蛇サーペントのナーガをどうこうできるとでも思っているのかしら!?


　おとなしく話を聞くならともかく──


　武器を向けて来るというなら話は別よっ！」


　心の底から余よ裕ゆうの高笑いを上げて、せんでもいい挑ちよう発はつをするナーガ。だが。


　彼女は理り解かいしていない。真の脅きよう威いというものを。


「ナーガ！　気をつけて！」


　横からあたしが声をかけるのを、しかし彼女は鼻で笑い、


「ふっ！　ずいぶんと腰こしが引けてるわね！　リナ！


　あなたまさか、この程度の相手にひるんでるの？」


　完全に小こ馬ば鹿かにした調ちよう子しで言う。


「いい？　ナーガ」


　あたしは荷馬車の方をにらみすえながら、


「絶ぜつ対たい忘れないで。変な攻こう撃げき呪じゆ文もんで刺し激げきしたら…………暗虚吠ヴオイド・ブレスが来るってこと」





　ぴっし。





　あたしの横で音を立て、ナーガが硬こう直ちよくしたのがわかった。


　そう──あたしたちが本当に警けい戒かいしなければならない相手は、変ななんとか三兄弟などではない。


　荷馬車の中にいるであろう──ジョン。


　たとえば、攻撃魔ま法ほう一発で、連中を吹ふっ飛ばすのはたやすい。


　これが普ふ通つうの状じよう況きようならば、あたしは実じつ際さい、傭よう兵へい兄弟が名な乗のりを上げ終わる前にそうしていただろう。


　しかし──彼らのそばにはジョンがいるはず。へたに刺激して暗虚吠ヴオイド・ブレスなど吹かれれば、かなりの確かく率りつであたしやナーガも巻き込まれる。


　そうなれば、魔族のラギアソーンはともかく、さすがにあたしやナーガの方はひとたまりもない。


　ジョンがどちらを向いているのかがわかれば、あるいは身のかわしようもあるのかもしれないが、ジョンを閉じこめた箱だか檻おりだかがすっぽりと布で覆おおわれている以上、それは無む理りな話である。


　でもって──


　状況がわかってない上に、いかにもヘボそーな傭兵兄弟が、ジョンに向かってつまずいたり、得物の刃は先さきをそらしたりしただけで、同じことが起こる危険もあるわけで。


　いっそのことジョンもろともに吹っ飛ばす──ということもできなくはないのだが、その場合、即そく座ざにラギアソーンと敵てき対たいすることになる。


　純魔族のごきげんうかがいをする気はないが、必要がない戦いならば、避さけるに越こしたことはない。


　ならばつまりは。


　そーいうことの起こらないように、やさしくそっと、傭兵兄弟をぶちのめさなければならないのである。


　……これは……むろん無理とは言わないが、当然かなりのプレッシャーはかかる。


　あたしとナーガが脂あぶら汗あせ垂たらして硬直するそのうち。


『ほう……』


　何やら言いかけて踏ふみ出したのはラギアソーン！


『動くなあんたはぁぁぁぁぁぁぁっ！』


　あわてて涙なみだ目めでしがみつき、絶ぜつ叫きようするあたしとナーガ。


　こんな加か減げんを知らなさそーな奴やつに動かれたら、一体どんなことになるか。想そう像ぞうするだけでイヤである。


「……い……いいからラギアソーン、あたしたちに任せて。ちゃんと作戦とか考えてるんだから。ねっ。ねっ」


「ほほほほほっ！　そうそう！　ここはこのわたしたちに任せて、絶ぜつ対たい手出しせずにじっと見ていた方が得とく策さくよっ！」


『かまいませんが……なんであなたたち、さっきから、恐きよう怖ふの感情をふりまきまくってるんです？』


「とにかく。」


「何でもいいから。」


『わ……わかりました』


　ラギアソーンをなんとか道ばたに押おしやって、あたしとナーガは、あらためて、傭よう兵へい三兄弟と対たい峙じした。


「ふっ！　見よ弟たちよ！　連中、我らの威い容ようの前に、戦う前からひるんでおるわ！」


　と、大たい剣けん使い。


「この勝負、もはや勝ったも同じ！」


　二刀流も吠はえる。


「とはいえ我らにも情けはある！　今退ひくならば見み逃のがしてやろうぞ！」


　不ふ敵てきな笑えみを浮うかべる槍やり使い。


　しかし彼らはその場を動こうとはしない。


　なるほど。あたしたちの撃げき退たいより、荷にを護まもることを優ゆう先せんするか。悪くない判はん断だんである。


　こちらとしては、なんとか彼らをジョンから引き離はなして、楽に戦いたいところ。とりあえずあたしは挑ちよう発はつをかけてみる。


「──とかなんとか言って。さっきからぴくりとも動いてないし。


　ほんとうは、戦うのがこわいんじゃないの？」


「笑しよう止し！　我が動かぬのはただ鎧よろいの重さに疲つかれるが故ゆえ！」


「我が動かぬのはさっきから足がふるえているが故！」


「我が動かぬは一人で動くと淋さびしいが故！」


　だめじゃん。こいつら。


　ドナルドさんもまた……ずいぶんハズレを雇やとったもんである。


　……はぁぁぁぁぁぁ……


　あたしは大きくため息ついて、


「……わかったわよ……じゃあこっちから行く、ってことで」


　言って真っ向すたすたと、三人に向かって歩み行く。


　腰こしにぶら下げたショート・ソードに手をかけて──


『来るか!?　小こ娘むすめ』


　声を合わせて、手にした得物に力をこめる三兄弟。


　あたしは右の二刀流にちらりと視線を走らせると、右手でショート・ソードを鞘さやごと外し、左手でしゃらんっ、と引き抜ぬき──双そう方ほうの間ま合あいに入るその直前、鞘から抜いた剣の方をその場に捨てる。


『──!?』


　あたしのやったことが理り解かいできず、三兄弟に走る動どう揺ようの色。


　その瞬しゆん間かん、あたしは地を蹴ける！


　まずは向かって左の槍やり使い！　大たい剣けん使いの横を駆かけ抜け、間合いを詰つめる！　大剣使いは、装そう備びの重じゆう量りようと動揺と、でもってあたしの視線にまどわされ、こちらの動きに反応できない。


　さすがに槍使いはあわてて槍を引き、こちらに向かって突つき出してくるが──


　かんっ。


　あたしは右手に残した鞘で、槍の先を左にはじき、同時に槍使いと荷馬車の間へと踏ふみ込んで、相手のふところへと入る。


　手の中でくるりと鞘を回転させ、その切っ先で、槍使いのこめかみあたりを──


　ごっす。


　にぶい手ごたえとともに槍使いの体がかしいだ。


　まず一人。


　その時には、他の二人もあわててこちらにまわり込んで来る。


　あたしは鞘を投げ捨すてて、倒たおれゆく男の手から槍をむしり取り、後ろに退すさる。


　身の軽い二刀流が先に来たのを見てとって──あたしは声も高らかに、


「槍とはこう使うもの！　見よ！　我わが奥おう義ぎ、飛ひ空くう槍そう貫かん撃げき！」


　言うなりその槍を、宙ちゆうに高々と投げ上げた！


「何っ!?」


　思わず見上げる二刀流。がらあきになったそのあごを──


　ガっ！


　あたしの足が蹴り上げた。


「うおっ!?」


　すぐ後ろにいた大剣使いが、倒れる二刀流をあわてて支えるが、あごを蹴られて脳のうしんとうを起こした二刀流は、すでに意識を失っている。


　でもって──


　二刀流の体を支え、大剣使いの視界がふさがれたその機きを逃のがさず、あたしは地を駆かけ、大剣使いの後ろにまわり込む。


　今のあたしに得物はない。でもって相手は防ぼう御ぎよ力りよくの高い全身鎧フル・プレート。だが──だからこそ有ゆう効こうな技わざもある！


　あたしは大たい剣けん使いの膝ひざ裏うらに向かって蹴けりを放つと大きく飛び退のく！


「うおっ!?」


　動どう揺ようの声と重い響ひびきを立てて、大剣使いの体が大地に倒れ込んだ！


　見たか！　必ひつ殺さつ、インバース膝かっくん！


　装備重量にくわえ、前から倒れてきた仲間を支えている時に膝かっくん。


　それなりの力じまんでも、さすがにこれはこらえきれないだろう。


「ぐっ……！」


　あわてて身を起こそうと顔を上げた、大剣使いの顔がん面めんを──


　めっし。


　あたしの靴くつ底ぞこが踏ふみつけた。


　顔を踏まれて──というよりも、後頭部を地面に押おしつけられて、あっさり気を失う大剣使い。


　踏む力加か減げんを間ま違ちがえると、相手が本当に死んじゃうので、よい子のみんなはまねしないよーに。……そもそもよい子は他人を踏んだりしようとは思わない、とかいう本ほん質しつ的てきな意見は抜きの方向で。


　さきほどあたしがてきとーに投げ上げた槍やりが、地面にかろんっ、と転がって──


　それが、戦いの終わりを告げた。


　ふっ。たあいもない。


　じまんだけれどこのあたし、剣術や体術もそれなりに使えたりするのだ。まあ今回に関しては、三兄弟がアレだったおかげ、というのも大きいのだが。


『おお。見み事ごとですリナさん』


　と、ラギアソーン。


「ふっ。まあ、このわたしが出るほどの相手でもなかった、というところかしらね」


　なんか腹立つぞナーガ。


　さてと。それじゃあ……


　あたしはくるりと荷馬車の方に向きなおり、その陰かげにいるドナルドさんに向かって声をかける。


「三兄弟さんとやらは倒たおれちゃったわよ！　おどすつもりはないけれど、話くらいは聞いてよね！　ドナルドさん！」


『何を言っているんです？』


　とまどいの声は、後ろから聞こえた。


　肩かた越ごしにふり向けば、ラギアソーンはいぶかしげに、


『その人ならさっき、ジョンを連れて山の中に入ったじゃないですか』


『[image: ]。』


　声を漏もらすあたしとナーガ。ことばを続けるラギアソーン。


『ほら。荷馬車に隠かくれたあの男が、後ろからジョンを連れ出そうとしてたんで……私が踏ふみ出したら、お二人が私を止めたじゃないですか。


　その間に、ジョンを連れて山の方……そこのしげみのあたりに、ささーっ、と。


　動かず見ていろ、って言われたんで、その通りに黙だまって見ていたんですけど……


　作戦……ですよね？　これも』


「………………と………………


　とーぜんよ！」


　あたしは力いっぱい胸を張はり、堂どう々どうと言い放つ。


　……ここでもし、気づかなかった、なんぞと言って信用をなくせば、ラギアソーンが、周しゆう囲いのめーわく考えず、勝手に動き出すおそれもあった。


　ゆえにあたしは余よ裕ゆうの表情で、やや声を低くして、


「今呼びかけたのも、ドナルドさんがいないことに、あたしたちがまだ気づいていない、って思わせて、相手を油ゆ断だんさせるための作戦よっ！」


『なるほど！　そこまでは考えつきませんでした』


「とゆーわけでっ！　それじゃあ早さつ速そく彼を追いかけるわよっ！」


「ふっ！　わかったわ！」


『今度こそっ！』


　かくてあたしたち三人は、ドナルドさんを追って山の中へと分け入ったのだった！





　夕暮れま近な山の空気を支し配はいするのは、ただ、むせかえるような緑のにおい。


　草木生おい茂しげるその中を、あたしたちは、ドナルドさんの姿すがたを求めて駆かけめぐる。


　相手はジョンを抱かかえ、それほどのスピードは出せないはず。とはいえ一いつ旦たん距きよ離りを開けられた以上、障しよう害がい物ぶつだらけで視界も悪い中、相手を見つけ出すのは、決して容よう易いなことではない。


　──普ふ通つうなら、の話だが。


『こっちです』


　駆けだしてほどなく。言ってラギアソーンが、微び妙みように進路を修しゆう正せいした。


「わかるの？　ジョンの居い場ば所しよが？」


『自分でかけた空くう間かん操そう作さですから。これだけ距離が近づけば、大体の位置は』


　おしラッキィ！　となるとあとの問題は、どぉやってジョンを刺し激げきせずに、ドナルドさんから取り戻もどすか、なのだが──


　だが、さしていい考えも浮うかばぬそのうち。


　小さなしげみを抜ぬけた先。ちょっとひらけた場所があり、さらにその先に、駆けゆく男の背中が見えた。


　見つけた──は、いいのだが──


　こちらの足音が聞こえたか、はたまた気配を感じたか。ドナルドさんは、肩かた越ごしに、ちらりとこちらをふり向いて──


　その顔が恐きよう怖ふに引きつる。


「く……来るなぁぁぁっ！」


　むろんこちらも、そう言われて足を止めるわけにもいかない。


　やはり抱えたジョンが荷物になっているらしく、山に慣れたはずの彼の足も、決して速くはない。やがてほどなく追いつくだろう。


　しかし向こうも、そのことに気づいたのだろう。


「それ以上近づくなぁぁぁっ！」


　ヤケクソ気ぎ味みにそう吠ほえて、彼は足を止め、くるりとふり向いた。


『[image: ]っ……!?』


　思わず呻うめいて足を止めるあたしたち。


　ドナルドさんの右手には、やや大ぶりの、ぎらつくナイフ。その切っ先を、左腕うでで抱かかえたものにつきつけている。


　そこにいるのは一匹ぴきの──


　……なんというか……


　黒くて、犬くらいの大きさをした……そう。たとえて言うならそれは、年とし端はもいかないお子さまが、うつらうつらしながら何も見ず左手で描いた何かの動物、といった感じのものだった。


　足らしきものが四本あって、何やらわきわき動いている。


　でもってそれは──怖こわいくらいに、最初にラギアソーンが地面にらくがきした物ぶつ体たいにそっくしだった。


「……ジョン？」


『ジョンです！』


「ちょっと。ラギアソーン……」


　ナーガはどこか憮ぶ然ぜんと、


「あれのどこが犬なのよ？」


『犬、なんて言っていませんよ。犬くらいの大きさ、って言ったんです』


　言うラギアソーンのその横で。


　……あぁ。デッサン力じゃなくてデザインセンスの問題だったんだ。


　あたしは変に納なつ得とくしていた。


　こちらのそんなささやかな葛かつ藤とうはさておき。


「いいかっ！　それ以上近づいたらこいつを殺すっ！」


　追いつめられて混こん乱らんしたドナルドさんは、言ってナイフの切きっ先さきを、抱えたジョンの方へと向ける。


「あのねぇ！　さっきも言ったように、それは危き険けんな生き物で──」


「うるせえ！」


　説得しようとするあたしのことばに耳も貸かさず、彼は目をぎらつかせ、


「どうせなんのかんの言って、こいつを奪うばって、自分たちで領主ロード様か王様に献けん上じようして、たんまりご褒ほう美びを戴いただこう、って見当だろうが……そうはいくかよ！


　おめえらだけにいい目見せるくらいなら、いっそこの場でぶち殺して、全部台だい無なしにしてやる！」


　どーやらかなり混乱しているらしく、いきなしわけのわからんことをわめき散ちらす。


　そんなことをやらかしたところで、何の解かい決けつにもならないことくらい、ちょいと考えればわかるはずなのだが──彼は今、『ちょいと考える』ことさえできない精せい神しん状じよう態たい。


　しかもこーいう状態に陥おちいってしまった人間は、言った通りにわけのわからんことをやらかしたりするのだから始し末まつにおえない。


　これは……まずい。


　彼がジョンを傷つけたりしようもんなら、ジョンは怒おこってブレス吐はくわラギアソーンもいっしょに怒って暴あばれるわ。


　ドナルドさんは言うまでもなく、あたしやナーガを巻き込んで、なおかつそれでもおさまらず、近くの町でおーあばれ、などということにさえなりかねない。


　さすがにそんな事じ態たいだけは、なんとか回かい避ひしなければ。


　とはいえ、ちゃんと事情を説明したところで、信じてくれるとは思えないし……信じてもらうためにラギアソーンの本当の姿を見せたりしようもんなら、よけいパニックになりそうだし。


　いずれにしても、まずは彼にジョンを手放させなければどうしようもない。


　……仕方ない……こうなったら、舌した先さき三さん寸ずん噓うそ八はつ百ぴやく攻こう撃げきっ！


「……わかった……わかったわ……」


　あたしはため息混まじりに言うと、小さく肩かたをすくめてみせる。


「本当のことを話してあげる。


　それはね、とある王国の宮きゆう廷てい魔ま道どう士しが魔道で造り出した生き物なのよ」


「……なに……？」


　あたしの、いかにもキナくさそうな作り話に、ドナルドさんの表情がわずかに変わる。


　──おしっ。かかった！


「変だと思わなかった？


　考えてもみなさいよ。


　そんな変わった生き物が、普ふ通つうにいると思う？　いたとしたなら、なんで今まで誰だれにも見つからなかったの？


　猟りよう師し仲間と話をすることくらいあるでしょ？　今までに聞いたことがあった？　そんな生き物の噂うわさ。


　噂さえ聞いたこともないような生き物が、なんでひょっこり見つかったの？


　答えは簡単。


　そんな生き物、もともとこの世にはいなかったのよ。


　誰かが作って、それが何かの理由で山の中にいた。


　そう考えた方が自然だ、とか思わなかったの？


　それをどこの国が作ったのか、とか、その生き物がどんな力を持ってるのか、とかの説明はあとまわしにして──


　確かく実じつに言えるのはただ一つ。


　そんなもんロードのところに持って行ったら、あんた、間ま違ちがいなく消されるわよ」


　ごくりっ、と、ドナルドさんがのどを鳴ならす。


「そうなると、あたしたちも任にん務む失敗、ってことでおとがめを受ける。でもってあなたは消されて終わり。


　この場にいる全員不幸になっておしまい。


　あなた、そういう展てん開かいが好きなわけ？


　で──


　それを作った国とか、それの能力とかの話だけど──これ以上説明すると、あんた、あと戻もどりできなくなるんだけど──


　一度だけ確かめさせてもらうわ。


　もっとくわしく聞きたい？」


　言ってあたしは口を閉とざす。


「…………！……!?………………！」


　ドナルドさんはおどおどと視線を泳がせ、何か言いたげに、口を開けては閉じ、閉じては開けて──


「ちょっとリナ、さっきから何噓うそばかり言ってるのよ」


『私の話を聞いてなかったんですか？　あれは私のペットのジョンですって』


「噓かぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　横からさらりと言いやがったナーガとラギアソーンのことばに、涙なみだ目めで絶ぜつ叫きようするドナルドさん。


「待てぇぇぇぇぇぇぇっ！」


　あたしも涙目で二人にツッコむ。


「ひとがせっかくもっともらしい噓ついてジョンを手放させようとしてたのにっ！


　横からさらっと台無しにするなぁぁぁぁぁぁっ！」


『何!?　今のは作戦だったんですか！』


「それならそうと早く言ってくれればよかったのに」


「気づけ！　あたしが言うまでもなく！」


「やっぱり噓だったんだな！」


　直前まで信じ込んでたはずのドナルドさんも、なんだか急に強気になると、ジョンを抱かかえる左腕うでに力を込める。


　ああああああああ。だめだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ。


　こうなれば、もはや何を言っても信じてくれるはずもなく。


「とすると、こいつが危険な生き物だ、ってのも当然噓だよな！


　あんたらは、こいつを無ぶ事じなまま手に入れたがってるみてえだけど……


　こちとら、ご褒ほう美びをもらうには、変な生き物の死し骸がいだって別にかまわねえんだぜ」


　言って右手のナイフをちらつかせる。


　むろんそんなもので、本来魔王竜デイモス・ドラゴンのジョンが死ぬことはありえないだろうが、怒おこってブレスを吐はき散らかす可能性はある。


　というかむしろ、今までブレスを吐かずに済んでいること自体、奇き跡せきに近い。


　……こう事態がこじれてしまってはしかたない……ここは一いつ旦たん退たい却きやくして、出直すのが得とく策さくというものか……


　とはいえあたしがそう提てい案あんして、ラギアソーンが納なつ得とくしてくれるかどうか……


　などと思っていたその時。


『うるぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』


　雄お叫たけびハモらせしげみかきわけ、駆かけて来たのはさっきの傭よう兵へい三兄弟のうち、槍やり使いと二刀流の二人！


　をや。復ふつ活かつしたか。


「おお！　無ぶ事じだったか！」


　満面の笑えみを浮うかべるドナルドさん。


　だが先ほどとは状じよう況きようが違ちがう。ジョンは今、彼らのそばにはいない。


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「爆裂陣メガ・ブランドっ！」





　ヅどぉぉぉぉぉン！





　あたしの放った『力あることば』は二人の足もと──土ど砂しやごとあっさりと二人を吹ふっ飛ばす。


　楽勝楽勝。


　だが。


「今だ！　逃にげろ！」


　声が聞こえたのは、ドナルドさんのいる方からだった。


　あわててふり向くと、そこには、ドナルドさんをかばうように立つ大たい剣けん使い！


　しまった！　てっきり鎧よろいが重くて来るのが遅おくれてたのかと思ったら、いっちょまえに陽よう動どう作戦だったか！


　むうっ！　身を挺ていしてまで依い頼らいを全まつとうしようとするとは、ウデはショボいわりに、なかなか見上げた根こん性じようっ！


「わ……わかりましたっ！」


　言ってきびすを返すドナルドさん。そこに。


「ふっ！　逃げられると思っているのかしら!?　氷フリーズの・矢アロー！」


　ナーガが呪文を解とき放つ！


「……ってオイっ！」


「はっ！　ついっ！」


　あたしの声にナーガが顔色を失くす。


　しかし後こう悔かいしたところで、放った呪文は止まらない。


　ナーガと大剣使い。それを結むすんだ延えん長ちよう線せん上にはドナルドさん。


　そして──その手の中には──ジョン。


　刹せつ那なは、永遠にすら感じられた。


　解き放たれた、十数条の冷気の矢。


　それらは虚こ空くうを横切ると、数発が大剣使いに直ちよく撃げきし、鎧のあちこちを凍こおりつかせ──


　残りはさらに宙を裂さき、ジョンを抱かかえたまま逃げるドナルドさんの背に──


　──当たった。


　背中に氷をはりつかせたままうつぶせに倒たおれ──


　ぷぎ。


　あれは、ジョンの鳴なき声だろうか。


　やがて押おしつぶされたその下から、もぞもぞとジョンが這はい出てくる。


　その瞳ひとみが──たぶんあたしの気のせいなのだろうが──怒いかりに、ぎらりっ、と光を放ったように見えた。


　ジョンは身をのけぞらせて息を大きく吸すい込み──


　──終わった──


　あたしの頭の中で、誰だれかがつぶやいた。


　さまざまな思い出が、瞬しゆん時じにあたしの脳のう裏りを駆かけ抜ぬける。


　おいしく食べたラテル芋、ステキに美び味みなミルサー魚、香かおりも高きニギタケに、これは外せないペルモプディング。


　そんな思い出すべてを吹ふき消すかのように。


　ジョンは大きく息を──吐はいた。


　けぷ。


　間ま抜ぬけに開いたその口から、黒いもやもやしたものが、わき出て漂ただよい、すぐ消えた。


　………………………………………………………………………………
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　それだけ。


　それ以上──何かが起こる気配はない。


　ラギアソーンは深しん刻こくな声で、


『くぅっ……ついに止められなかったか！　ジョンの必ひつ殺さつ暗虚吠ヴオイド・ブレスっ！』


「いやあの。」


　あたしはどこか虚うつろな声で、ラギアソーンに向かってぱたぱた手を振ふりながら。


「暗虚吠ヴオイド・ブレス……って……今のが？」


『見たでしょう！　今！』


「確たしかに見たけれど」


　憮ぶ然ぜんとナーガ。


「今の、魚がこげた煙けむりみたいなのが暗虚吠ヴオイド・ブレス？」


『ええ。ジョンのまわりの空間を操そう作さしていますから、こんなふうに発はつ現げんしますが……まぎれもなく暗虚吠ヴオイド・ブレスです』


　……ええっと……


　ラギアソーンの姿を認みとめてか、こちらに向かっててひてひ歩いて来るジョンを、ナーガが途と中ちゆうでつかまえ、


「えい。」


　こぶしでこつん。


　けぷ。


　もやもや。


　……あ。なんか面おも白しろい。あたしもあたしも。


「とう。」


　けぷ。


　もやもや。


　……………………めちゃめちゃ無む害がいだし……


「……ねえリナ……」


　ジョンを見下ろしたまま、ナーガがぽつりとつぶやく。


　その表情は、あたしからは見えない。


「聞きたいんだけれど……ひょっとすると、今までの、わたしたちの心配とか苦く労ろうとかストレスとかいうものって……全部ム……」


「言うな。」


「……う……くっ……ああっ!?」


　呻うめき声に、あたしとナーガがぼんやりと目をやれば、背中に氷をはりつかせながらも半身を起こし、こちらをにらみつけるドナルドさん。


　その眉まゆが、いぶかしげにひそめられ、


「何だ貴き様さまら……？　その顔は……？　貴様らの目的はその、黒いげっぷを吐はく生き物だったんだろうが？」


　黒いげっぷ。


　いやまあ確かにそんな感じだけど。


『その通り』


　一人堂どう々どうとラギアソーン。


「……くっ……そうはっ……」


「……いくかっ……」


　呻くは傭よう兵へい三兄弟。あるいは半ば氷づけになり、あるいは吹ふっ飛ばされてなお、依い頼らい遂すい行こうに執しゆう念ねんを燃やしている。


　ふむ……あたしとしては、そーいう姿し勢せいは嫌きらいではないのだが……


　さすがにこれ以上、話をこじれさせる必要はない。


　あたしは、ひょいっ、とジョンを抱かかえ上げる。空間をどんなふうにいじったのかは知らないが、毛皮っぽい手ざわりがあるし、重さも本物の犬程度。


「はい。ラギアソーン」


　そのまま彼に手て渡わたして──


「こっちのひとたちに納なつ得とくしてもらわなきゃなんないから──ちょっと、ジョンの空くう間かん操そう作さを解かい除じよしてくんない？」


『わかりました』


　答えを待って、今度はドナルドさんと傭兵兄弟に、


「見せてあげるわ。あの子の本当の姿」


　さて。それを見た時、彼らがどういう反応を示すか。





　全員土ど下げ座ざしました。





　山の中を横切る街道が、夕暮れの色に染そまる頃ころ。


　あたしたちとラギアソーン、そしてジョンは、別れの時を迎むかえていた。


『みなさん、今日は本当にお世せ話わになりました』


　ふたたび空間操作を行い、変な生き物モードになったジョンを二本の手で抱かかえ、ラギアソーンはあたしたちに向かって言った。


　彼も今は、マントをあたしとナーガに返し、本ほん来らいの姿を見せている。


　ちなみに、ラギアソーンとジョンの正体を知ったドナルドさんと三兄弟は、いまだあたしとナーガの後ろで土下座していたりするのだが。


　さすがに知ってしまった以上、彼らももはや、ジョンをよこせだの礼を出せだのとは言わなくなった。当たり前だが。


「ふっ。これからはこういうことのないよう気をつけてるのね」


　と、えらそーにナーガ。


　特に何もしとらんだろーが。お前。


「しっかしまぁ……


　ジョンのブレスが無害になってる、ってのなら、最初っからそう言ってくれれば。もっと早くなんとかできたのに」


　苦く笑しようしながら言うあたしに、ラギアソーンはきょとんっ、と、


『え？　無害じゃありませんよ。


　空間を操作した結けつ果か、ジョンのいる所では、黒い靄もやがちょっと出たようにしか見えませんが、ちゃんと暗虚吠ヴオイド・ブレスの全ぜん破は壊かい力りよくはどこかで炸さく裂れつしているはずですから』


『[image: ]。』


　あたしとナーガの笑え顔がおが引きつる。


「……あの……どこか……って……？」


　おそるおそる問うあたしに、ラギアソーンは首をかしげ、


『さあ……そこまでは……山の中か海の底か……はたまた都市のまん中か……


　まあ魔ま族ぞくの私としては、このあとみなさんが町に戻もどると、そこにはクレーターしかなかった、なんてオチだと大笑いなんですけどね。はっはっは』


　……魔族のギャグ……笑えねえ……


　つか……あたしもナーガも面おも白しろ半分に一発ずつこづいて、ブレス吐はかさせちゃったんですけど……


　──いや。考えてみればドナルドさんがジョンのことを、『黒いげっぷを吐く生き物』と表現した、ということは、すでに何度もそーいうことをやってるわけで……


　……………………


　肩かた越ごしにそっと視線をやれば、土ど下げ座ざしたままのドナルドさんは、ヤな汗あせだらだらかきながら、ぷるぷる体をふるわせている。


　……え……ええっと……


『では私たちはこのへんで』


　あたしたちの動どう揺ようも知らぬげに、言うと、ラギアソーンは、ジョンといっしょに姿を消した。


　おそらくは、空間を渡わたってどこかへ行ったのだろう。


　かくて──


　一つの事件が終わったあと。


　山の街道に残されたのは、夕日を浴あびてぼーぜんと佇たたずむあたしたちと、どこかから響ひびく鴉からすの声──





　そのあとしばらく。


　旅ゆく町の先々で、あちこちで起こった原げん因いん不ふ明めいの何かの話を、耳にしたような気はしないこともないのだが……


　むろんのこと──


　あたしもナーガも、ンなことは聞かなかったことにしたのだった。





　めでたしめでた………………めで…………め……


　うそですごめんなさいめでたくないですもうしません。







（うちのジョン知りませんか？：おしまい）







　あとがき



作者＋Ｌ　　









作：ふははははは！　出た！　ついに出たぞっ！


　　スレイヤーズすぺしゃる十九巻、「るなてく・へすてばる」がっ！


勇者：くっ……！　止められなかったか……！


女魔道士：こ……このままじゃあ世界がっ……！


作：……………………誰？　お前ら？


Ｌ：まあそんなわけのわかんない連中はほっとくとして。


　　いやー。けどほんっとひさしぶりねー。


　　前の十八巻が出た、って書かれたヒエログリフを吉よし村むら教きよう授じゆが発はつ掘くつしたのが今から十五年前だから。


作：そこまでかっ!?


　　まあ、確かにひさしぶりはひさしぶりだけど。


　　ということでまず、今年の年ねん賀が状じようは……


Ｌ：ちょっと待った。


　　あの。夏だし。今。力のかぎり。


作：いやまあ確たしかに。学術的にはそういう解かい釈しやくになるんだが。


　　いいじゃないか。多少は季節外れでも。


　　なにしろ今年はエアコンもつけ替かえて、夏とはいえど涼すずしく快かい適てきなわけだし。


Ｌ：死ヌほど季節外れなことには何の変わりもないんだけど……


　　つけ替えた、ってことは、こわれてたわけ？　エアコン。


作：ええっと。壊れてたっていうか……


　　リモコンのスイッチを入れた時の作さ動どう確かく率りつが、アニメに出てくる超ちよう兵へい器き並なみ。


　　でもって奇き跡せき的てきに作動しても、プロペラ機きをほーふつとさせる音が……


　　けど一いつ旦たん止めたら、次もまた動いてくれるって保ほ証しようがないんで、コワくて止められないとゆー。


　　いやもぉやかましかったの何の。


Ｌ：それ、立りつ派ぱにこわれてるから。


　　というか、もっと昔にとっとと替えれ。


作：まあそういう説もあったんだが……


　　しかしさすがに新型はいい！　スイッチ押すと動くし。音もプロペラ機みたいじゃないし。


　　おまけに、なんかよくわからん新しん機き能のうとかもついてるし。


Ｌ：スイッチとか音とかは新型旧きゆう型がたの問題じゃないよーな気もするけど、それはまあいいとして。


　　何なの？　その、よくわかんない新機能って？


作：んむ。説明書見ると、「イオンプラズマシールド」とか書いてある。


Ｌ：うっわぁ……


　　名前だけなら、ビームとか防ふせぎそうないきおいね。


作：もぉ量りよう産さんの暁あかつきには連れん邦ぽうなどものの数ではないですよ！


　　いや、あるいはエアーが吹き出して来て、単たん独どくで大たい気き圏けん突とつ入にゆうを可か能のうにする機能かもしれんが！


　　実じつ際さい、取とり扱あつかい説明書にも、「ビームは防げません」とか「大気圏突入時に使用しないでください」とか書いてないわけだし！　できますよ！　きっと！


　　（メーカー注：無む理り。）


　　いずれにしても、このやうな超ちよう科学の装そう備びが成された以上、半年程てい度どの季節外れなどさして問題なしっ！


　　現げんにスーパーじゃあ冬でもトマト売ってるし！


Ｌ：……そーかなー……？


作：とゆーわけで話を戻もどして。


　　今年の年賀状は、あいもかわらず原画、作者による


　　『はんぺんとダイコンとちくわ。あと変な女』！


Ｌ：待てっ！


　　そっちかっ!?　主役はっ！


作：えー。だってあの絵描いた時、おでん食べたかったしー。


Ｌ：ほほぉぉう。


　　その言い草に、変な女呼ばわり。


　　つまりあたしにケンカを売ってる、って解かい釈しやくでいーわけね？


作：ふっ！　どうとでも取るがいい！


　　私は今までの私ではないっ！　こちらにイオンプラズマシールドがある限り、なまなかな攻こう撃げきは通つう用ようしないっ！


Ｌ：なまなかじゃない攻撃…………鈍どん器き？


作：えええっ!?　いやあのちょっと、できればイオンプラズマシールドで防げそうな、ビームとかの方





　がっ。がっ。がっ。がっ。





Ｌ：をを。陶とう製せいのマグカップにこんな新機能が。


　　ふっ。エアコンの性せい能のうをあてにしすぎたのが命取りよ。


勇者：やったのか……!?


女魔道士：ええ……！　あたしたちの勝利よっ！


Ｌ：うわまだいたこいつらっ！


　　帰れ帰れ！　シッシッ！　世界違うんだから！


　　……ふう……


　　さーて。なんか世界が違うのが帰ったし、無ぶ事じに作者も倒れたし。


　　あらためて。


　　ええっと、今年の年賀状は……（絵を見て）


　　……路ろ上じようでおでん食ってるあたし？


　　んー……他にどう解かい釈しやくしようもないわけだし……今までのはなんかのオチがあったんだけど……


　　二○○○年のはあたしと部下Ｄ＋おまけ、翌よく年としは……


　　……はっ！　これはまさかっ!?


　　二○○○年辰年、あたしと部下Ｄドラゴンバージョン、翌年、重じゆう量りよう武器トゲ付きハンマァを持つあたし。そして今年、おでんを食べてるあたし……


　　……ま……まさかっ……！　いや……いくらなんでも……それにたとえそーだとしても、とても口に出すことは……


　　………………………………


　　まあいいか。


　　さて。心おきなく読者おいてけぼりのまま一人で納なつ得とくしたところで。


　　それじゃあこのへんで～







（待てオイ）
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